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保安規定改正に伴い追加する教育訓練の範囲について 

 

保安規定に基づく教育訓練は「保安教育」，「一般教育（訓練）」に区分される。以下にそ

の概要を示す。 

 

１．保安教育 

保安教育を通して，安全が最優先される企業風土を育て，かつ定着化を図る観点から，発

電所業務に従事する者に対して，保安教育を実施している。 

具体的には，各所員自らが職務に直結するまたは関連する知識の習得を目的とした基礎的，

基本的な教育と位置付け，「保安教育実施方針」で定める入所時に実施する教育，放射線業

務従事者教育，その他反復教育を実施している。なお，運転員に対する訓練を含む。 

今回，追加・変更する保安教育は下表のとおり。 

 

今回追加・変更する保安教育 

保安規定 第１１７条 教育項目注１） 頻度注２） 

そ 

の 

他 

反 

復 

教 

育 

非常の場

合に講ず

べき処置

に関する

こと 

緊急事態応急対策

等，原子力防災対策

活動に関すること 

○原子力防災教育（既存） 

○緊急事態応急対策活動に関する教育

（従来内容を充実） 

１回／年

以上 

重大事故等発生時お

よび大規模損壊発生

時における原子炉施

設の保全のための活

動に関すること 

○重大事故等発生時および大規模損壊発

生時の対応に関する教育（新規） 
１回／年

以上 

火災発生時の措置に

関すること 

○火災防護教育（新規） １回／年

以上 

内部溢水発生時の措

置に関すること 

○内部溢水発生時の対応に関する教育

（新規） 

１回／年

以上 

火山影響等発生時の

措置に関すること 

○火山影響等および積雪注３）に関する教

育（新規） 

１回／年

以上 

その他自然災害（地

震，津波，竜巻および

積雪等）発生時の措置

に関すること注３） 

○地震発生時の対応に関する教育（新規） 

○津波発生時の対応に関する教育（新規） 

○竜巻発生時の対応に関する教育（新規） 

１回／年

以上 

有毒ガス発生時の措

置に関すること 

○有毒ガス発生時の対応に関する教育

（新規） 

１回／年

以上 

注１） 教育名称は，社内手順書で定める。 

注２） 頻度「１回／年」は，原則，年度ごとに１回とする。ただし，転入者や新たに役割を

付与された者に対して，当該年度内での受講が困難な場合には，転入または新たに役

教育訓練補足説明資料１ 
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割を付与されて以降，１年間以内に受講することを許容する。この旨を社内手順書に

規定し，保安教育以外の教育訓練についても準用する。 

注３） 積雪発生時の対応は保安規定第１７条の４に規定しているが，積雪発生時における積

雪の除去等の対応は火山影響等発生時と同様であることから，添付２実施基準におい

ては火山影響発生時と積雪発生時をまとめて記載している。積雪に関する教育は，実

施基準に基づき「火山影響等発生時の措置に関すること」にて実施。（以降の記載につ

いても同様） 

 

２．一般教育（訓練） 

保安教育に対し，その他の教育訓練，例えば各グループ員の業務遂行上，必要となる知識

や知見・技術的技能の習得および向上を目的に，特殊な技量，免許等の取得を目指す者また

は既取得者のみを対象として必要な人材を育成する教育訓練，または理解・習得した保安規

定（下部規定を含む。）の内容を実践的に活用することを目的とした教育訓練を一般教育（訓

練）と位置付けている。 

具体的には，新規制基準の審査要求に対応した訓練，職場内教育（ＯＪＴ），社内の訓練

施設で実施する訓練，メーカ技能研修および原子力防災訓練，車両免許取得等を品質マネジ

メントシステム計画の「６．２ 要員の力量の確保および教育訓練」に従い実施する。 

 

今回追加・変更する主な一般教育（訓練） 

保安規定 教育訓練名称 頻度 

第１７条 （添付２） ○自衛消防隊による総合訓練（既存） 

○消防訓練（防火対応） 
１回／年以上 

第１７条の２ （添付２） ○内部溢水発生時の対応訓練 １回／年以上 

第１７条の３ （添付２） ○火山影響等発生時の対応訓練 １回／年以上 

第１７条の５ （添付２） ○有毒ガス発生時の対応に関する訓練 １回／年以上 

第１７条の７，８（添付３） ○力量の付与のための教育訓練 下記参照※ 

○力量の維持向上のための教育訓練 

○成立性の確認訓練（力量の付与のための教育

訓練含む。） 

○技術的能力の確認訓練（大規模損壊）等 

１回／年以上 

※ 重大事故等対処設備に係る運転上の制限が適用開始されるまで，または大規模損壊対

応で用いる設備の使用を開始するまでに実施する。 
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保安教育について 

 

 

 

＜実用発電用原子炉及びその附属施設における発電用原子炉施設保安規定の審査基準＞ 

実用炉規則第９２条第１項第７号 

保安教育 

○ 発電用原子炉施設の運転及び管理を行う者（役務を供給する事業者に属する者を含む。以

下「従業員」という。）について、保安教育実施方針が定められていること。 

○ 従業員について、保安教育実施方針に基づき、保安教育実施計画を定め、計画的に保安教

育を実施することが定められていること。 

○ 従業員について、保安教育実施方針に基づいた保安教育実施状況を確認することが定めら

れていること。 

○ 燃料取替に関する業務の補助及び放射性廃棄物取扱設備に関する業務の補助を行う従業員

については、当該業務に係る保安教育を実施することが定められていること。 

○ 保安教育の内容について、関係法令及び保安規定への抵触を起こさないことを徹底する観

点から、具体的な保安教育の内容、その見直しの頻度等について明確に定められているこ

と。 

＜法令・規則＞ 

・ 実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 第九十二条 

七 発電用原子炉施設の運転及び管理を行う者に対する保安教育に関することであって

次に掲げるもの 

イ 保安教育の実施方針（実施計画の策定を含む。）に関すること。 

ロ 保安教育の内容に関することであって次に掲げるもの 

（１）関係法令及び保安規定の遵守に関すること。 

（２）発電用原子炉施設の構造、性能及び運転に関すること。 

（３）放射線管理に関すること。 

（４）核燃料物質及び核燃料物質によって汚染された物の取扱いに関すること。 

（５）非常の場合に講ずべき処置に関すること。 

ハ その他発電用原子炉施設に係る保安教育に関し必要な事項 

第９２条第１項第７号で保安規定に関する「保安教育」を規定している。 

教育訓練補足説明資料２ 
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設置許可基準規則適合性に関わる教育訓練について 

 

１．方針 

新規制基準として新たに要求された「設置許可基準規則」に係る教育訓練については，火

災，内部溢水，火山影響等，その他自然災害（地震，津波，竜巻および積雪等）および有毒

ガス発生時の措置に関する対処方法の知識・技能を習得し，教育訓練により維持向上を図る。

また，定められた頻度，内容で実施し，必要に応じて教育訓練の内容等の改善を図り実効性

を高めていくこととする。 

 

２．教育訓練の頻度の考え方 

○設計基準対象施設は，一部の施設が重大事故等対処施設でもあることから，技術的能力ま

とめ資料１．０添付資料１．０．９「重大事故等対策の対処に係る教育及び訓練について」

と同様の考え方とする。 

・各要員に対し必要な教育および訓練を年１回以上実施し，評価することにより，力量の

維持および向上を図る。 

・各要員が力量の維持・向上を図るためには，各要員に応じた各種教育および訓練を行う。

要員が各種教育および訓練項目を受けるとともに，操作等を習熟し，力量の維持向上を

図る。また，これらを毎年繰り返し実施することにより，更なる力量の維持・向上を図

ることができる。 

 

３．教育の効果の確認について 

○教育・訓練の効果については，各要員が必要な教育訓練を計画的に実施し，力量の維持・

向上が図られていることをもって効果を確認する。 

・各要員が教育・訓練の要領に従い，確実に教育および訓練を実施していることを確認す

ることにより効果（力量）の確認を行う。 

・教育・訓練により，体制等について改善要否を評価し，必要により改善および教育・訓

練計画への反映を行って，力量を含む対応能力の向上を図る。 

 

以上のことから，各要員に対し必要な教育訓練項目を重大事故等発生時および大規模損壊発

生時の訓練と同様に年１回以上実施し，評価することにより，力量の維持および向上を図る。 

また，教育訓練内容，頻度および時間については，今後の教育訓練報告書等の結果を踏まえ，

より有効な教育となるよう必要に応じ見直すこととする。 

 

以上

教育訓練補足説明資料３ 
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育
・
訓
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／
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／
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発電所長の保安教育について 

 

保安規定に基づく発電所長への保安教育の運用について以下のとおり考え方を整理した。 

 

＊：保安規定 第６条（原子力発電保安委員会）において，所長は原子炉施設の保安に関する

事項「保安教育実施計画の策定（第１１７条）に関する事項」を審議し，確認している。 

 

以上 

教育訓練補足説明資料５（１／２） 

○発電所長は，発電所における保安に関する業務を統括するものとして責任を負っており， 

 

・原子力発電保安委員会による審議＊ 

・原子力発電保安運営委員会による審議 

・保安上必要な各種事項の承認 

・原子力防災に関する重要事項の承認 

 

等を義務付けており，これらに従事することにより保安教育の実施と同等な効果が期待

できる。また，その立場上，保安規定の変更等，保安上重要な事項について自ら知る必

要がある立場にあることから，それらの妥当性を理解した上で承認している。 

 

○したがって，発電所長については，その職務を遂行することにより，保安教育を実施し

ているものとみなしている。なお，放射線業務従事者教育については，所長が放射線業

務従事者になる場合に実施している。 
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（参考資料） 

 

＜三次文書：原子力部門 教育訓練手順書＞ 

 

 

 教育対象者 保安教育項目 

教育 全 所 員 ・火災防護教育 

・内部溢水発生時の対応に関する教育 

・火山影響等および積雪に関する教育 

・地震発生時の対応に関する教育 

・津波発生時の対応に関する教育 

・竜巻発生時の対応に関する教育 

・有毒ガス発生時の対応に関する教育 

・重大事故等発生時および大規模損壊発生時の対応に

関する教育 

・入所時教育 

・原子力防災教育 

・緊急事態応急対策活動に関する教育 

 

 

教育訓練補足説明資料５（２／２） 
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重大事故等に対処する要員に関わる協力会社との契約について 

 

１．概要 

当社は，発電所を協力会社とともに運営し，日常からコミュニケーションを図り安全運転

に努めている。重大事故等および大規模損壊発生時ならびに火災発生時においては，社員お

よび発電所に常駐の協力会社の社員にて対応することとしており，これらの協力会社との間

で委託契約を締結し，業務を付託している。なお，重大事故等および大規模損壊発生時なら

びに火災発生時において円滑に作業を行えるよう力量を有した協力会社要員を確保するた

め要求事項を明確にし，適切に調達管理を行う。 

 

２．契約形態 

（１）委託契約の内容 

・緊急時に迅速に対応できる体制（緊急時対策要員，自衛消防隊員の確保） 

・整備した手順に基づく訓練の実施 

（教育訓練計画の策定，実績の報告，知識・技能の確保） 

  ・資機材の点検等 

・火災発生時の初期消火および延焼防止活動 

以上の委託内容を明確にすることで，重大事故等および大規模損壊発生時ならびに火災

発生時に作業を円滑に行う。 

（２）重大事故等および大規模損壊発生時ならびに火災等が発生した場合の協力 

重大事故等および大規模損壊発生時ならびに火災発生時の活動を確実にするため，防災

業務委託を協力会社と締結している。 

（３）教育訓練の流れ 

協力会社教育訓練計画策定→当社で内容確認→教育訓練の実施→教育訓練実績報告書

作成→当社で教育訓練実績確認 

 

以上

教育訓練補足説明資料６ 
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（
保
安
規
定
 
第
１
１
７
条
）
と
し
て
整
理
す
る
教
育
と
関
連
条
項
と
の
対
応
表
 

 
保

安
教
育

項
目
 

内
容
（
保

安
規

定
 

表
１

１
７

）
 

頻
 度

 
設

置
許

可
基

準
規

則
の

関
連

条
項
 

そ
の
他
の

保
安
規
定

の
関
連

条
項
 

既
存

 

原
子
力
防

災
教
育
 

「
原

子
力

防
災

体
制

お
よ

び
組

織
に

関
す

る
知

識
」「

シ
ビ
ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
に
関

す
る
知
識

」
 

非
常

の
場

合
に

構
ず

べ
き

処
置

に
関

す
る

こ
と

※
 

緊
急

事
態

応
急

対
策

等
，

原
子

力
防

災
対

策
活

動
に

関
す

る
こ

と
 

１
回

／
年

 
以

上
 

－
 

－
 

第
１
７
条

の
７
 

第
１
７
条

の
８
 

（
添
付
３

) 

重
大
事
故

等
発
生
時

の
体
制

の
整
備

  
大

規
模
損

壊
発
生
時

の
体
制

の
整
備
 

新
規

 

緊
急

事
態

応
急

対
策

活
動

に
関

す
る

教
育

（
従

来
内
容
を

充
実
）
 

１
回

／
年

 
以

上
 

－
 

－
 

－
 

－
 

重
大

事
故

等
発

生
時

の
対

応
に
関

す
る
教
育
 

重
大

事
故

等
発

生
時

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る
こ

と
 

１
回

／
年

 
以

上
 

－
 

－
 

第
１
７
条

の
７
 

（
添
付
３

）
 

重
大
事
故

等
発
生
時

の
体
制

の
整
備
 

大
規

模
損

壊
発

生
時

の
対

応
に
関

す
る
教
育
 

１
回

／
年

 
以

上
 

－
 

－
 

第
１
７
条

の
８
 

（
添
付
３

）
 

大
規
模
損

壊
発
生
時

の
体
制

の
整
備
 

火
災
防
護

教
育
 

火
災

発
生

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

 
１

回
／

年
 

以
上

 
第

６
，

８
，

 
９

，
４

１
条

 
外

部
火

災
，
内

部
火

災
，
内
部
溢

水
，

Ｓ
Ａ

火
災

 
第

１
７
条
 

（
添
付
２

）
 

火
災
発
生

時
の
体
制

の
整
備
 

内
部

溢
水

発
生

時
の

対
応

に
関
す

る
教
育
 

内
部

溢
水

発
生

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

 
１

回
／

年
 

以
上

 
第

９
条

 
内

部
溢

水
 

第
１
７
条

の
２
 

（
添
付
２

）
 

内
部
溢
水

発
生
時
の

体
制
の

整
備
 

火
山

影
響

等
お

よ
び

積
雪

に
関
す

る
教
育
 

火
山

影
響

等
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
 

１
回

／
年

 
以

上
 

第
６

条
 

火
山

，
積

雪
 

第
１
７
条

の
３
 

（
添
付
２

）
 

火
山
影
響

等
発
生
時

の
体
制

の
整
備
 

地
震

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る
教

育
 

そ
の

他
自

然
災

害
（

地
震

，
津

波
，

竜
巻

お
よ

び
積

雪
等

）
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
 

１
回

／
年

 
以

上
 

第
４

条
 

地
震

 
第

１
７
条

の
４
 

（
添
付
２

）
 

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

等
の

体
制

の
整
備
 

津
波

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る
教

育
 

１
回

／
年

 
以

上
 

第
５

条
 

津
波

 
第

１
７
条

の
４
 

（
添
付
２

）
 

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

等
の

体
制

の
整
備
 

竜
巻

発
生

時
の

対
応

に
関

す
る
教

育
 

１
回

／
年

 
以

上
 

第
６

条
 

竜
巻

 
第

１
７
条

の
４
 

（
添
付
２

）
 

そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

等
の

体
制

の
整
備
 

有
毒

ガ
ス

発
生

時
の

対
応

に
関
す

る
教
育
 

有
毒

ガ
ス

発
生

時
の

措
置

に
関

す
る

こ
と

 
１

回
／

年
 

以
上

 
第

２
６

,３
４

条
 

有
毒

ガ
ス

 
第

１
７
条

の
５
 

（
添
付
２

）
 

有
毒
ガ
ス

発
生
時
の

体
制
の

整
備
 

※
：

運
転

員
の
み
を

対
象
と

し
た
保
安

教
育
は

，「
異

常
時

対
応

（
現

場
機

器
対

応
），

異
常

時
対

応
（

中
央

制
御

室
内

対
応

），
異

常
時

対
応
（

指
揮

，
状

況
判
断

）」
と
し
て

実
施
す

る
。
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保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施
す

る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則

の
関

連
条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社

従
業

員
 

（
火
災
発

生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条

 
〔
２
号
炉
〕
 

課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
火
災
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全
の

た
め

の
活

動
※

１
を

行
う

体
制

の
整

備
と

し
て

，
次

の
各

号
を

含
む

計
画

を
策

定
し

，
保

修
部

長
の

確
認

，
所

長
の

承
認

を
得

る
。

ま
た

，
計

画
は

，
添

付
２

に
示

す
「

火
災

，
内

部
溢

水
，

火
山

影
響

等
，

そ
の

他
自

然
災

害
お

よ
び

有
毒

ガ
ス

対
応

に
係

る
実

施
基

準
」

に
従

い
策

定
す
る
。
 

（
３

）
火

災
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行

う
要

員
に

対
す

る
教

育
訓

練
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
：
消
防
機
関
へ
の
通

報
，
消
火
ま
た
は
延
焼
の
防
止
そ
の
他
公
設
消
防
隊
が
火
災
の

現
場
に

到
着
す
る

ま
で
に

行
う

活
動
を
含
む

。
ま
た

，
火

災
の
発
生
防

止
，
火

災
の
早

期
感
知
お

よ
び
消
火

な
ら
び

に
火

災
に
よ
る
影

響
の
軽

減
に

係
る
措
置
を

含
む
（

以
下
，

本
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
。
 

 添
付
２
 

【
火
災
】
 

１
．
３
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

火
災
防
護
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１
）
火
災
防
護
教
育
 

課
長

（
保

修
管

理
）

は
，
全

所
員

に
対
し

て
，

以
下
の

教
育

訓
練
を

実
施

す
る
。

ま
た

，
消

防
チ
ー
ム
に
対
し
て
，
以
下
の
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ア
．
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
設
置
さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構

築
物
，

系
統

お
よ

び
機

器
な

ら
び

に
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
機

能
を

火
災

か
ら

防
護

す
る

こ
と

を

目
的

と
し

て
，

火
災

か
ら

防
護

す
べ

き
機

器
等

の
火

災
の

発
生

防
止

，
火

災
の

感
知

お
よ

び

消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽

減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
対
策
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

イ
．
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
に
必
要
な
以
下
の
教
育
訓
練
 

（
ア
）
外
部
火
災
発
生
時
の
予
防
散
水
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

（
イ

）
外

部
火

災
に
よ

る
ば

い
煙

発
生
時

お
よ
び

有
毒

ガ
ス

発
生
時

に
お
け

る
給

気
隔

離
弁

お

よ
び
排

気
隔

離
弁

の
閉

止
，
換
気

空
調

設
備

の
停

止
ま
た
は

中
央

制
御

室
の

系
統
隔
離

運
転
モ

ー
ド

へ
の

切
替

え
の
実
施

に
よ

り
，

建
物

内
へ
の
ば

い
煙

お
よ

び
有

毒
ガ
ス
の

侵
入
を
防
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
教
育
訓
練
 

（
ウ

）
森
林

火
災
か

ら
外
部

事
象

防
護

対
象
施

設
を
防

護
す

る
た

め
の
防

火
帯
の

点
検

等
に

係

る
教
育
訓
練
 

（
エ
）
近
隣
の
産
業
施
設
の
火
災
・
爆
発
か
ら
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
を
防
護
す
る
た

め
に
，

離
隔
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
等
の
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育
訓
練
 

ウ
．

火
災

が
発
生

し
た
場
合

の
消
火

活
動
お

よ
び
内
部

溢
水
を

考
慮
し

た
消
火
活

動
に
関

す
る

教

育
訓
練
 

（
２
）
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
総
合
訓
練
 

課
長

（
保

修
管

理
）

は
，
自

衛
消

防
隊
に

対
し

て
，
火

災
発

生
時
に

お
け

る
消
火

活
動

等
に

関
す

る
総

合
的

な
訓

練
を
実

施
す

る
。
ま

た
，

消
防
チ

ー
ム

に
対
し

て
，

同
内
容

の
訓

練
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
３
）
運
転
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
 

課
長

（
第

一
発
電

）
は

，
運

転
員

に
対

し
て

，
火

災
発

生
時

の
運

転
操

作
等

の
教

育
訓

練
を

実
施
す
る
。
 

（
４
）
消
防
訓
練
（
防
火
対
応
）
 

課
長

（
保
修

管
理
）

は
，
消

火
要

員
に

対
し
て

，
火
災

発
生

時
に

お
け
る

初
期
消

火
活

動
に

関
す

る
訓
練

を
実
施

す
る
。

ま
た

，
消

防
チ
ー

ム
に
対

し
て

，
同

内
容
の

訓
練
が

実
施

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容
：
火
災
発
生
時
の
措
置
に
関
す

る
こ
と
 

保
安
 

火
災
防
護
教
育
 

教
育
 

【
外
部
火
災
】
 

・
中
央
制
御

室
へ
の
ば
い
煙
等
の
浸
入
阻
止
・
防

火
帯
の
維
持
・
管
理
，
近
隣
の
産
業
施
設
か
ら

の
隔
離
距
離
の
確
保
，
予
防
散
水
活
動
 

 【
内
部
火
災
・
Ｓ
Ａ
火
災
】
 

・
火
災
防
護
に
関
す
る
知
識
の
習
得
 

・
自
衛
消
防
隊
・
公
設
消
防
へ
の
通
報
等
 

・
内
部
火
災
発
生
時
の
措
置
 

八
 

1
.
8
.
1
0
 
外
部
火
災
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
8
.
1
0
.
3
 
手
順
等
 

(
5
)
 
外
部
火
災
に
よ
る
中
央
制
御
室
へ
の
ば
い
煙
等
の
侵
入
阻
止
に
係
る
教
育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
6
)
 
森
林
火
災
か
ら
評
価
対
象
施
設
を
防
護
す
る
た
め
の
防
火
帯
の
点
検
等
に
係
る
火
災
防
護
に
関
す
る
教
育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
7
)
 
近
隣
の
産
業
施
設
の
火
災
・
爆
発
か
ら
評
価
対

象
施
設
を
防
護
す
る
た
め
に
，
離
隔
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
等
の
火
災
防
護
に
関
す

る
教
育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

(
8
)
 
外
部
火
災
発
生
時
の
予
防
散
水
に
必
要
な
消
火
対
応
力
を
維
持
す
る
た
め
，
自
衛
消
防
隊
を
対
象
と
し
た
教
育
・
訓
練
を
定
期

的
に

実
施
す
る
。
 

第
６
条
 

外
部
火
災
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

消
防

チ
ー

ム

(
中

電
環

境

テ
ク
ノ
ス
)
 

1
0
.
4
.
1
 
設
計
基
準
対
象
施
設
 

1
0
.
4
.
1
.
7
 
手
順
等
 

(
1
4
)
 
発
電
用
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
設
置
さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
を
火
災
か

ら

防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
，
火
災
か
ら
防
護
す

べ
き
機
器
等
，
火
災
の
発

生
防
止
，
火
災
の
感
知
及

び
消
火
並
び
に
火
災
の

影
響
軽
減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
以
下
の
教
育
を
，
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

a
.
 
火
災
区
域
及
び
火
災
区
画
の
設
定
 

b
.
 
火
災
か
ら
防
護
す
べ
き
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
 

c
.
 
火
災
の
発
生
防
止
対
策
 

d
.
 
火
災
感
知
設
備
 

e
.
 
消
火
設
備
 

ｆ
．
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
 

ｇ
．
火
災
影
響
評
価
 

(
1
5
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
安

全
機
能
を

有
す
る

構
築
物

，
系
統
及

び
機
器

を
火
災

か
ら

防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
及
び
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

a
.
 
防
火
・
防
災
管
理
者
及
び
そ
の
代
行
者
は
，
消
防
機
関
が
行
う
講
習
会
及
び
研
修
会
等
に
参
加
す
る
。
 

c
.
 
所
員
に

対
し
て
，

火
災
の
発
生

防
止
，
火

災
の

感
知
及
び

消
火
並
び

に
火

災
の
影
響

軽
減
の
そ

れ
ぞ

れ
を
考
慮

し
，
火
災

防
護

関

連
法

令
・

規
程

類
等

，
火
災

発
生
時

に
お

け
る

対
応
手

順
，
可

燃
物

及
び

火
気
作

業
に
関

す
る
運

営
管

理
，

危
険

物
（

液
体

，
気

体
）
の
漏
え
い
又
は
流
出
時
の
措
置
に
関
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
。
 

第
８
条
 

第
４
１
条
 

内
部
火
災
 

Ｓ
Ａ
火
災
 

1
0
.
4
.
2
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 

1
0
.
4
.
2
.
7
 
手
順
等
 

(
1
1
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
重

大
事
故
等

対
処
施

設
を
火

災
か
ら
防

護
す
る

こ
と
を

目
的

と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
・
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

a
.
 
防
火
・
防
災
管
理
者
及
び
そ
の
代
行
者
は
，
消
防
機
関
が
行
う
講
習
会
及
び
研
修
会
等
に
参
加
す
る
。
 

c
.
 
所
員
に

対
し
て
，

火
災
の
発
生

防
止
，
火

災
の

感
知
及
び

消
火
を
考

慮
し

，
火
災
防

護
関
連
法

令
・

規
程
類
等

，
火
災
発

生
時

に

お
け

る
対

応
手

順
，

可
燃
物

及
び
火

気
作

業
に

関
す
る

運
営
管

理
，

危
険

物
（
液

体
，
気

体
）
の

漏
え

い
・

流
出

時
の

措
置

に
関

す
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
定
め
る
。
 

・
内
部
溢
水

を
考
慮
し
た
消
火
活
動
 

1
.
7
 
溢
水
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
7
.
9
 
手
順
等
 

(
1
1
)
 
溢
水
防

護
対
象

設
備
に
対
す

る
消
火

水
の
影

響
を
最
小

限
に
と

ど
め
る

た
め
，
消

火
活
動

に
お
け

る
運
用
及

び
留
意

事
項
と

，
そ

れ
ら
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
「
火
災
防
護
計
画
」
に
定
め
る
。
 

第
９
条
 

内
部
溢
水
 

  

一
般
 

自
衛
消
防
隊
に

よ
る
総
合
訓
練
 

訓
練
 

【
外
部
火
災
・
内
部
火
災
・
Ｓ
Ａ
火
災
】
 

・
消
火
活
動
 

・
自
衛
消
防
隊
・
公
設
消
防
へ
の
通
報
等
 

1
0
.
4
.
1
 
設
計
基
準
対
象
施
設
 

1
0
.
4
.
1
.
7
 
手
順
等
 

(
1
5
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
安

全
機
能
を

有
す
る

構
築
物

，
系
統
及

び
機
器

を
火
災

か
ら

防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
及
び
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
自
衛
消
防
隊
に
係
る
訓
練
と
し
て
総
合
消
防
訓
練
，
自
衛
消
防
隊
連
携
訓
練
，
火
災
初
期
対
応
教
育
訓
練
等
を
定
め
る
。
 

第
８
条
 

第
４
１
条
 

内
部
火
災
 

Ｓ
Ａ
火
災
 

１
回
／
年

以
上
 

自
衛

消
防

隊

（
電
力
）
，
運

転
員
 

消
防

チ
ー

ム

(
中

電
環

境

テ
ク
ノ
ス
)
 

1
0
.
4
.
2
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 

1
0
.
4
.
2
.
7
 
手
順
等
 

(
1
1
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
重

大
事
故
等

対
処
施

設
を
火

災
か
ら
防

護
す
る

こ
と
を

目
的

と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
・
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
自
衛
消
防
隊
に
係
る
訓
練
と
し
て
総
合
消
防
訓
練
，
自
衛
消
防
隊
連
携
訓
練
，
火
災
初
期
対
応
教
育
訓
練
等
を
定
め
る
。
 

一
般
 

消
防
訓
練
 

訓
練
 

・
初
期
消
火
活
動
に
関
す
る
訓
練
 

1
0
.
4
.
1
 
設
計
基
準
対
象
施
設
 

1
0
.
4
.
1
.
7
 
手
順
等
 

(
1
5
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
安

全
機
能
を

有
す
る

構
築
物

，
系
統
及

び
機
器

を
火
災

か
ら

防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
及
び
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
自
衛
消
防
隊
に
係
る
訓
練
と
し
て
総
合
消
防
訓
練
，
自
衛
消
防
隊
連
携
訓
練
，
火
災
初
期
対
応
教
育
訓
練
等
を
定
め
る
。
 

第
８
条
 

第
４
１
条
 

内
部
火
災
 

Ｓ
Ａ
火
災
 

１
回
／
年

以
上
 

自
衛

消
防

隊

（
電
力
）
 

消
防

チ
ー

ム

(
中

電
環

境

テ
ク
ノ
ス
)
  

1
0
.
4
.
2
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 

1
0
.
4
.
2
.
7
 
手
順
等
 

(
1
1
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
重

大
事
故
等

対
処
施

設
を
火

災
か
ら
防

護
す
る

こ
と
を

目
的

と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
・
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
自
衛
消
防
隊
に
係
る
訓
練
と
し
て
総
合
消
防
訓
練
，
自
衛
消
防
隊
連
携
訓
練
，
火
災
初
期
対
応
教
育
訓
練
等
を
定
め
る
。
 

一
般
 

消
防
訓
練
 

訓
練
 

・
内
部
溢
水
を
考
慮
し
た
消
火
活
動
 

1
.
7
 
溢
水
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
7
.
9
 
手
順
等
 

(
1
1
)
 
溢
水
防

護
対
象

設
備
に
対
す

る
消
火

水
の

影
響
を
最
小

限
に
と

ど
め

る
た
め
，
消

火
活
動

に
お

け
る
運
用
及

び
留
意

事
項

と
，
そ

れ
ら
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
「
火
災
防
護
計
画
」
に
定
め
る
。
 

第
９
条
 

内
部
溢
水
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

一
般
 

消
防
訓
練
 

（
防
火
対
応
）
 

訓
練
 

【
外
部
火
災
・
内
部
火
災
・
S
A
火
災
】
 

・
予
防
散
水
活
動
 

1
.
8
.
1
0
 
外
部
火
災
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
8
.
1
0
.
3
 
手
順
等
 

(
8
)
 
外
部
火
災
発
生
時
の
予
防
散
水
に
必
要
な
消
火
対
応
力
を
維
持
す
る
た
め
，
自
衛
消
防
隊
を
対
象
と
し
た
教
育
・
訓
練
を
定
期

的
に

実
施
す
る
。
 

第
６
条
 

外
部
火
災
 

１
回
／
年

以
上
 

自
衛

消
防

隊

（
電
力
）
 

消
防

チ
ー

ム

(
中

電
環

境

テ
ク
ノ
ス
)
 

教
育
訓
練
の
整
合
表

 
教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
１
／
９
）

 

13



保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施
す

る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則

の
関

連
条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社

従
業

員
 

 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

運
転
員
に
対
す

る
訓
練
 

訓
練
 

【
外
部
火
災
】
 

・
給
気
隔
離

弁
，
排
気
隔
離
弁
の
閉
止
，
換
気
空

調
設
備
の
停
止
，
中
央
制
御
室
の
系
統
隔
離
運

転
モ
ー
ド
へ
の
切
替
え
 

1
.
8
.
1
0
 
外
部
火
災
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
8
.
1
0
.
3
 
手
順
等
 

(
5
)
 
外
部
火
災
に
よ
る
中
央
制
御
室
へ
の
ば
い
煙
等
の
侵
入
阻
止
に
係
る
教
育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

第
６
条
 

外
部
火
災
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

【
内
部
火
災
・
S
A
火
災
】
 

・
通
報
，
所

内
周
知
，
各
事
象
（
原
子
炉
格
納
容

器
内
に
お
け
る
火
災
発
生

時
の
対
応
含
む
。
）

に
応
じ
た
消
火
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
運
転
操
作
に

関
す
る
こ
と
 

1
0
.
4
.
1
 
設
計
基
準
対
象
施
設
 

1
0
.
4
.
1
.
7
 
手
順
等
 

(
4
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
に
お
い
て
は
，
以
下
の
手
順
を
整
備
し
，
操
作
を
行
う
。
 

a
.
 
原
子
炉

格
納
容
器

内
の
火
災
の

早
期
感
知

及
び

消
火
を
図

る
た
め
に

，
低

温
停
止
中

，
起
動
中

の
火

災
発
生
に

対
す
る
消

火
戦

略

を
整
備
し
，
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
7
)
 
火
災
発
生
時
の
消
火
戦
略
を
整
備
し
，
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
1
4
)
 
発
電
用
原
子
炉
施
設
内
の
火
災
区
域
又
は
火
災
区
画
に
設
置
さ
れ
る
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
を
火
災
か
ら
防

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
火
災
か
ら
防
護
す
べ
き
機
器
等
，
火
災
の
発
生
防
止
，
火
災
の
感
知
及
び
消
火
並
び
に
火
災
の
影
響

軽
減
の
そ
れ
ぞ
れ
を
考
慮
し
た
以
下
の
教
育
を
，
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

a
.
 
火
災
区
域
及
び
火
災
区
画
の
設
定
 

b
.
 
火
災
か
ら
防
護
す
べ
き
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
及
び
機
器
 

c
.
 
火
災
の
発
生
防
止
対
策
 

d
.
 
火
災
感
知
設
備
 

e
.
 
消
火
設
備
 

f
.
 
火
災
の
影
響
軽
減
対
策
 

g
.
 
火
災
影
響
評
価
 

(
1
5
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
安

全
機
能
を

有
す
る

構
築
物

，
系
統
及

び
機
器

を
火
災

か
ら

防
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
及
び
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
自
衛
消
防
隊
に
係
る
訓
練
と
し
て
総
合
消
防
訓
練
，
自
衛
消
防
隊
連
携
訓
練
，
火
災
初
期
対
応
教
育
訓
練
等
を
定
め
る
。
 

第
８
条
 

第
４
１
条
 

内
部
火
災
 

Ｓ
Ａ
火
災
 

1
0
.
4
.
2
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 

1
0
.
4
.
2
.
7
 
手
順
等
 

(
4
)
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
に
お
い
て
は
，
以
下
の
手
順
を
整
備
し
，
操
作
を
行
う
。
 

a
.
 
原
子
炉

格
納
容

器
内

の
火
災
の

早
期
感

知
及
び

消
火
を
図

る
た
め

に
，
低

温
停
止
中

，
起
動

中
の
火

災
発
生
に

対
す
る

消
火
戦

略

を
整
備
し
，
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
7
)
 
火
災
発
生
時
の
消
火
戦
略
を
整
備
し
，
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

(
1
1
)
 
発
電
用

原
子
炉

施
設
内
の
火

災
区
域

又
は
火

災
区
画
に

設
置
さ

れ
る
重

大
事
故
等

対
処
施

設
を
火

災
か
ら
防

護
す
る

こ
と
を

目
的

と
し
て
，
以
下
の
と
お
り
教
育
・
訓
練
を
定
め
，
こ
れ
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
自
衛
消
防
隊
に
係
る
訓
練
と
し
て
総
合
消
防
訓
練
，
自
衛
消
防
隊
連
携
訓
練
，
火
災
初
期
対
応
教
育
訓
練
等
を
定
め
る
。
 

（
内
部
溢

水
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条

の
２
〔
２
号
炉
〕
 
 

課
長

（
技
術

）
は
，

原
子
炉

施
設

内
に

お
い
て

溢
水
が

発
生

し
た

場
合
（

以
下
「

内
部

溢
水

発
生

時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制

の
整
備
と
し
て
，
次

の
各

号
を

含
む

計
画

を
策
定

し
，

技
術

部
長
の

確
認
，

所
長

の
承

認
を
得

る
。
計

画
の

策
定

に
あ

た

っ
て

は
，

添
付

２
に

示
す
「

火
災

，
内

部
溢
水

，
火
山

影
響

等
，

そ
の
他

自
然
災

害
お

よ
び

有
毒

ガ

ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

（
２

）
内

部
溢
水

発
生

時
に

お
け
る

原
子
炉

施
設

の
保

全
の
た

め
の
活

動
を

行
う

要
員
に

対
す
る

教

育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

 
 
 
※
１
：
内
部
溢
水
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。
 

 添
付
２
 

【
内
部
溢
水
】
 

２
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

溢
水
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１
）
課

長
（
保
修
技
術
）
は
，
全
所
員
に
対
し
て
，
溢
水
全
般
（
評
価
内
容
な
ら
び
に
溢
水
経
路
，

防
護

す
べ

き
設

備
，
水

密
扉

お
よ

び
堰
等

の
設
置

の
考

え
方

等
）
の

運
用
管

理
に

関
す

る
教

育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
２

）
課

長
（

第
一

発
電
）

は
，

運
転

員
に
対

し
て
，

溢
水

発
生

時
の
運

転
操
作

等
に

関
す

る
教

育

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容
：
内
部
溢
水
発
生
時
の
措
置
に

関
す
る
こ
と
 

保
安
 

内
部
溢
水
発
生

時
の
対
応
に
関

す
る
教
育
 

教
育
 

・
内
部
溢
水
事
象
の
対
処
（
評
価
，
溢
水
経
路
，

防
護
す
べ
き
設
備
）
に
関
す
る
概
要
 
 

・
配
管
の
肉
厚
管
理
 

・
高

エ
ネ

ル
ギ

配
管

と
低

エ
ネ

ル
ギ

配
管

の
運

転
時
間
管
理
 

・
溢
水
量
の
低
減
に
関
す
る
事
項
 

・
各

種
対

策
設

備
の

追
加

お
よ

び
資

機
材

持
ち

込
み

等
に

よ
る

床
面

積
の

見
直

し
管

理
に

関

す
る
事
項
 

・
水

密
扉

等
の

設
置

の
考

え
方

お
よ

び
運

用
管

理
に
関
す
る
事
項
 
 

・
原

子
炉

建
物

内
の

所
内

蒸
気

系
の

隔
離

に
関

す
る
事
項
 

・
内

部
溢

水
発

生
後

の
機

能
確

認
に

関
す

る
留

意
事
項
 

・
排
水
を
期
待
す
る
箇
所
に
関
す
る
事
項
 

・
定

検
作

業
時

の
一

時
的

な
プ

ラ
ン

ト
状

態
の

変
更
に
関
す
る
事
項
 

・
溢
水
発
生
後
の
排
水
作
業
に
関
す
る
事
項
 

八
 

1
.
7
 
溢
水
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
7
.
9
 
手
順
等
 

(
1
)
 
原
子
炉
建
物
内
の
所
内
蒸
気
系
に
つ
い
て
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
中
，
原
子
炉
建
物
内
の
所
内
蒸
気
系
は
原
子
炉
建
物
外
の
元
弁
で
閉

止
し
，
常
時
隔
離
す
る
運
用
と
し
，
定
期
事
業
者
検
査
中
の
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
等
の
試
運
転
時
に
一

時
的
に
所
内
蒸
気
を
使
用
す
る
運
用
と
す
る
。
 

(
2
)
 
配
管
の
想
定
破
損
評
価
に
お
い
て
，
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り
破
損
形
状
の
想
定
を
行
う
場
合
は
，
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な
減

肉
が
な
い
こ
と
を
継
続
的
な
肉
厚
管
理
で
確
認
す
る
。
 

(
4
)
 
運
転
実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
配
管
と
し
て
運
転
し
て
い
る
割
合
が
当
該
系
統
の
運
転
し
て
い
る
時
間
の
２
％
又
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の

１
％
よ
り
小
さ
い
）
に
よ
り
低
エ
ネ
ル
ギ
配
管
と
し
て
い
る
設
備
に
つ
い
て
は
，
運
転
時
間
管
理
を
行
う
。
 

(
5
)
 
内
部
溢
水
評
価
で
用
い
る
屋
外
タ
ン
ク
の
水
量
を
管
理
す
る
。
 

(
6
)
 
溢
水
防
護
区
画
に
お
い
て
，
各
種
対
策
設
備
の
追
加
，
資
機
材
の
持
込
み
等
に
よ
り
評
価
条
件
と
し
て
い
る
区
画
面
積
に
見
直
し
が
あ

る
場
合
は
，
予
め
定
め
た
手
順
に
よ
り
溢
水
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
 

(
7
)
 
排
水
を
期
待
す
る
箇
所
か
ら
の
排
水
を
阻
害
す
る
要
因
に
対
し
，
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
運
用
を
実
施
す
る
。
 

(
8
)
 
定
期
事
業
者
検
査
作
業
に
伴
う
溢
水
防
護
対
象
設
備
の
不
待
機
や
扉
の
開
放
等
，
影
響
評
価
上
設
定
し
た
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
一
時
的
な

変
更
時
に
お
い
て
も
，
そ
の
状
態
を
踏
ま
え
た
必
要
な
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
運
用
と
す
る
。
 

(
9
)
 
水
密
扉
に
つ
い
て
は
，
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作
，
閉
止
状
態
の
確
認
及
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止

操
作
の
手
順
等
を
定
め
る
。
 

(
1
0
)
 
溢
水
発
生
後
の
滞
留
区
画
等
で
の
排
水
作
業
手
順
を
定
め
る
。
 

第
９
条
 

内
部
溢
水
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

内
部
溢
水
発
生

時
の
対
応
に
関

す
る
訓
練
 

訓
練
 

・
内

部
溢

水
発

生
時

の
判

断
・

運
転

操
作

に
関

す
る
事
項
 

1
.
7
 
溢
水
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
7
.
9
 
手
順
等
 

(
3
)
 
配

管
の

想
定

破
損

に
よ

る
溢

水
が

発
生

す
る

場
合

及
び

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

よ
る

地
震

力
に

よ
り

耐
震

Ｂ
,
Ｃ

ク
ラ

ス
の

機
器

が
破

損
し
溢
水
が
発
生
す
る
場
合
に
お
い
て
は
，
隔
離
手
順
を
定
め
る
。
 

(
1
2
)
 
燃
料
プ

ー
ル
冷

却
系
や
燃
料

プ
ー
ル

補
給
水

系
が
機
能

喪
失
し

た
場
合

に
お
け
る

，
残
留

熱
除
去

系
に
よ
る

燃
料
プ
ー

ル
の

給
水
及

び
冷
却
手
順
を
定
め
る
。
 

運
転
員
 

－
 

（
火
山
影

響
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 
 

第
１
７
条

の
３
 
〔
２
号
炉
〕
 
 
 

課
長

（
技
術

）
は
，

火
山
現

象
に

よ
る

影
響
が

発
生
す

る
お

そ
れ

が
あ
る

場
合
ま

た
は

発
生

し
た

場
合
（

以
下
「

火
山

影
響

等
発
生

時
」
と

い
う

。
）

に
お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全
の

た
め
の

活
動

※

１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長
の
承

認
を

得
る
。

計
画
の

策
定
に

あ
た

っ
て

は
，
添

付
２
に

示
す

「
火

災
，
内

部
溢
水

，
火

山
影

響
等

，

そ
の
他
自

然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

（
２

）
火
山

影
響
等

発
生
時

に
お

け
る

原
子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の
活

動
を
行

う
要

員
に

対
す

る

教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

※
１

：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。
 

 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容
：
火
山
影
響
等
発
生
時
の
措
置

に
関
す
る
こ
と
 

保
安
 

火
山
影
響
等
お

よ
び
積
雪
に
関

す
る
教
育
 

教
育
 

・
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
の
対
応
に
関

す
る
事
項
（
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
の
除
去

作
業
に
関
す
る
事
項
含
む
。
）
 

・
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施

設
（
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備
）
の
施
設
管
理
に
関
す
る
事
項
 

八
 

1
.
8
.
8
 
火
山
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
8
.
8
.
2
 
手
順
等
 

(
1
)
 
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
，
建
物
や
屋
外
の
設
備
に
長
期
間
降
下
火
砕
物
に
よ
る
荷
重
を
掛
け
続
け
な
い
こ
と
，
ま
た
降
下
火
砕

物
の

付
着

に
よ

る
腐

食
等
が

生
じ
る

状
況

を
緩

和
す
る

た
め
に

，
シ

ョ
ベ

ル
等
の

資
機
材

を
準

備
す

る
と
と

も
に
評

価
対

象
施

設
等

に
堆
積
し
た
降
下
火
砕
物
の
除
去
を
適
切
に
実
施
す
る
手
順
を
定
め
る
。
 

(
2
)
 
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
，
状
況
に
応
じ
て
給
気
隔
離
弁
の
閉
止
，
換
気
空
調
設
備
の
停
止
又
は
系
統
隔
離
運
転
モ
ー
ド
と
す
る

こ
と
に
よ
り
，
建
物
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の
侵
入
を
防
止
す
る
手
順
を
定
め
る
。
 

第
６
条
 

火
山
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

－
 

 
 

  

  

  

 

 

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
２
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表
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保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施
す

る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則

の
関

連
条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社

従
業

員
 

添
付
２
 

【
火
山
影

響
等
，
積
雪
】
 

３
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 
 

火
山
影

響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す

る
。
 

（
１

）
課

長
（

技
術

）
は

，
全

所
員

に
対

し
て

，
火

山
影

響
等

お
よ

び
積

雪
発

生
時

に
対

す
る

運
用

管
理
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
２

）
課

長
（

第
一

発
電

）
は

，
運

転
員

に
対

し
て

，
火

山
影

響
等

発
生

時
の

運
転

操
作

等
に

係
る

手
順
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
３

）
各

課
長

は
，

所
属

員
に

対
し

て
，

火
山

防
護

対
策

設
備

の
施

設
管

理
，

点
検

に
関

す
る

教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
４

）
課
長

（
技
術

）
は
，

緊
急

時
対

策
要
員

に
対
し

て
，

火
山

影
響
等

発
生
時

の
非

常
用

デ
ィ

ー

ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
）
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
の
対
策
等
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

火
山
影
響
等
発

生
時
の
対
応
訓

練
 

訓
練
 

・
火
山
影
響
等
発
生
時
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事

項
 

 
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

 
一
般
 

訓
練
 

・
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付
に
関
す
る
事
項
 

・
通
信
連
絡
設
備
の
電
源
確
保
に
関
す
る
事
項
 

１
回
／
年

以
上
 

緊
急

時
対

策

要
員
（
復
旧
班

員
）
 

－
 

（
そ
の
他

自
然
災
害
発
生
時
等
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条

の
４
〔
２
号
炉
〕
 
 

課
長
（

技
術
）
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て
そ
の
他
自
然
災
害
（
「
地
震
，
津
波
，
竜
巻

お
よ
び

積
雪
等
」

を
い
う
。
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施

設
の
保

全
の

た
め

の
活

動
※

１
を
行

う
体

制
の

整
備

と
し

て
，

次
の

各
号

を
含

む
計

画
を

策
定

し
，

技
術

部
長

の
確

認
，

所
長

の
承

認
を

得
る

。
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

，
添

付
２

に
示

す
「

火
災

，
内

部
溢

水
，

火
山

影
響

等
，

そ
の

他
自

然
災

害
お

よ
び

有
毒

ガ
ス

対
応

に
係

る
実

施
基

準
」

に
従

っ
て

実
施

す
る
。
 

（
２

）
そ

の
他

自
然

災
害

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
を

行
う

要
員

に
対

す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。
 

 添
付
２
 

【
地
震
】
 

４
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

地
震
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１

）
課

長
（

技
術

）
は

，
全

所
員

に
対

し
て

，
地

震
発

生
時

の
運

用
管

理
に

関
す

る
教

育
訓

練
を

実
施
す
る
。
 

（
２

）
課

長
（

第
一

発
電

）
は

，
運

転
員

に
対

し
て

，
地

震
発

生
時

の
運

転
操

作
等

に
関

す
る

教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

【
津
波
】
 

５
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

津
波
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１

）
課

長
（

技
術

）
は

，
全

所
員

に
対

し
て

，
津

波
防

護
の

運
用

管
理

に
関

す
る

教
育

訓
練

を
実

施
す
る
。
 

（
２

）
課

長
（

第
一

発
電

）
は

，
運

転
員

に
対

し
て

，
津

波
発

生
時

の
運

転
操

作
等

に
関

す
る

教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
３

）
各

課
長

は
，

所
属

員
に

対
し

て
，

津
波

防
護

施
設

，
浸

水
防

止
設

備
お

よ
び

津
波

監
視

設
備

の
施
設
管
理
，
点
検
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

【
竜
巻
】
 

６
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

竜
巻
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１

）
課

長
（

技
術

）
は

，
全

所
員

に
対

し
て

，
竜

巻
防

護
の

運
用

管
理

に
関

す
る

教
育

訓
練

を
実

施
す

る
。

ま
た

，
全

所
員

に
対

し
て

，
竜

巻
発

生
時

に
お

け
る

車
両

退
避

等
の

教
育

訓
練

を

実
施
す
る
。
 

（
２

）
課

長
（

第
一

発
電

）
は

，
運

転
員

に
対

し
て

，
竜

巻
発

生
時

の
運

転
操

作
等

に
関

す
る

教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
３

）
各

課
長

は
，

所
属

員
に

対
し

て
，

竜
巻

防
護

対
策

設
備

の
施

設
管

理
，

点
検

に
関

す
る

教
育

訓
練
を
実
施
す
る
。
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容

：
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
，

津
波
，
竜
巻
お
よ
び
積
雪

等
）
発
生

時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と

 

保
安
 

地
震
発
生
時
の

対
応
に
関
す
る

教
育
 

教
育
 

・
波
及
的
影
響
防
止
に
関
す
る
事
項
 

・
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る
事
項
 

・
設
備
の
保
管
に
関
す
る
事
項
 

・
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項
 

八
 

地
震
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
記
載
な
し
 

第
４
条
 

地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

訓
練
 

・
地
震
発
生
時
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

1
.
1
.
1
 
安
全
設
計
の
基
本
方
針
 

1
.
1
.
1
.
1
0
 
誤
操
作
の
防
止
 

(
2
)
 
手
順
等
 

d
.
 
地
震
発
生
時
は
，
操
作
を
中
止
し
身
体
及
び
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
確
保
に
努
め
る
よ
う
社
内
規
程
類
に
定
め
運
用
す
る
。
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容

：
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
，

津
波
，
竜
巻
お
よ
び
積
雪

等
）
発
生

時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

保
安
 

津
波
発
生
時
の

対
応
に
関
す
る

教
育
 

教
育
 

・
津
波
影
響
評
価
に
関
す
る
概
要
 

・
船
舶
お
よ
び
人
員
の
退
避
等
に
関
す
る
事
項
 
 

・
津
波
防
護

施
設
，
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波

監
視
設
備
の
施
設
管
理
に
関
す
る
事
項
 

1
0
.
5
.
1
 
津
波
に
対
す
る
防
護
設
備
 

1
0
.
5
.
1
.
1
.
6
 
手
順
等
 

(
1
)
 
防
波
壁
通
路
防
波
扉
に
つ
い
て
は
，
原
則
閉
運
用
と
し
，
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作
，
中
央
制
御
室
に
お
け
る
閉
止
状
態
の
確
認
，

閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
3
)
 
水
密
扉
に
つ
い
て
は
，
原
則
閉
止
運
用
と
し
，
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作
，
中
央
制
御
室
に
お
け
る
閉
止
状
態
の
確
認
，
閉
止
さ
れ

て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
の
手
順
を
定
め
る
。
 

(
4
)
 
燃
料
等
輸
送
船
に
関
し
，
入
港
す
る
前
ま
で
に
，
津
波
時
に
漂
流
物
と
な
ら
な
い
係
留
方
法
を
策
定
す
る
手
順
を
定
め
る
。
ま
た
，
津

波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
，
荷
役
作
業
を
中
断
し
，
緊
急
離
岸
す
る
船
側
と
退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行
う
手

順
を
定
め
る
。
さ
ら
に
，
陸
側
作
業
員
及
び
輸
送
物
に
関
し
，
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
，
荷
役
作
業
を
中
断
し
，

陸
側
作
業
員
を
退
避
さ
せ
る
と
と
も
に
，
輸
送
物
の
退
避
の
可
否
判
断
を
含
め
た
退
避
の
手
順
を
定
め
る
。
手
順
に
は
，
輸
送
物
を

退

避
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
輸
送
物
を
漂
流
物
と
し
な
い
た
め
の
措
置
も
含
め
る
。
な
お
，
そ
の
他
の
作
業
船
，
貨
物
船
等
の
港
湾

内
に
停
泊
す
る
船
舶
に
対
し
て
は
，
入
港
す
る
前
ま
で
に
，
津
波
時
に
漂
流
物
と
な
ら
な
い
係
留
方
法
を
策
定
す
る
手
順
を
定
め
る
。

さ
ら
に
，
津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
，
作
業
を
中
断
し
，
陸
側
作
業
員
を
退
避
さ
せ
る
と
と
も
に
，
緊
急
離
岸
す
る

船
側
と
退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行
う
手
順
を
定
め
る
。
 

(
6
)
 
漂
流
物
調
査
範
囲
内
の
人
工
構
造
物
の
設
置
状
況
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
，
定
期
的
に
設
置
状
況
を
確
認
す
る
手
順
を
定
め
る
。
さ

ら
に
，
従
前
の
評
価
結
果
に
包
絡
さ
れ
な
い
場
合
は
，
人
工
構
造
物
が
漂
流
物
と
な
る
可
能
性
，
非
常
用
海
水
ポ
ン
プ
の
取
水
性
並
び

に
津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
の
健
全
性
へ
の
影
響
評
価
を
行
い
，
影
響
が
あ
る
場
合
は
漂
流
物
対
策
を
実
施
す
る
。
 

(
7
)
 
津
波
防
護
施
設
，
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
に
つ
い
て
は
，
各
施
設
及
び
設
備
に
要
求
さ
れ
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
適

切
な
保
守
管
理
を
行
う
と
と
も
に
，
故
障
時
に
お
い
て
は
補
修
を
行
う
。
 

(
8
)
 
津
波
防
護
に
係
る
手
順
に
関
す
る
教
育
並
び
に
津
波
防
護
施
設
，
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
の
保
守
管
理
に
関
す
る
教
育
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

第
５
条
 

津
波
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

訓
練
 

・
津
波
発
生
時
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

1
0
.
5
.
1
 
津
波
に
対
す
る
防
護
設
備
 

1
0
.
5
.
1
.
1
.
6
 
手
順
等
 

(
2
)
 
引
き
波
時
の
非
常
用
海
水
ポ
ン
プ
の
取
水
性
確
保
を
目
的
と
し
て
，
循
環
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
，
停
止
す
る
操
作
手
順
を
定
め
る
。
 

(
5
)
 
津
波
監
視
カ
メ
ラ
及
び
取
水
槽
水
位
計
に
よ
る
津
波
の
来
襲
状
況
の
監
視
に
係
る
手
順
を
定
め
る
。
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

竜
巻
発
生
時
の

対
応
に
関
す
る

教
育
 

訓
練
 

・
竜
巻
発
生
時
の
運
転
操
作
に
関
す
る
事
項
 

1
.
8
.
2
 
竜
巻
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
 

1
.
8
.
2
.
2
 
手
順
等
 

(
1
)
 
屋
外
の
作
業
区
画
で
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
資
機
材
，
車
両
等
に
つ
い
て
は
，
飛
来
時
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
及
び
貫
通
力
等
を
評
価
し
，

外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
へ
の
影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
。
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
に
影
響
を
及
ぼ
す
資
機
材
，
車
両
等
に
つ
い
て

は
，
固
縛
，
固
定
，
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
か
ら
離
隔
，
頑
健
な
建
物
内
に
収
納
又
は
撤
去
す
る
。
こ
れ
ら
飛
来
物
発
生
防
止
対
策

に
つ
い
て
手
順
を
定
め
る
。
 

(
2
)
 
竜
巻
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
及
び
竜
巻
襲
来
後
に
お
い
て
，
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
を
防
護
す
る
た
め
の
操
作
・
確
認
，
補
修

等
が
必
要
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
手
順
を
定
め
る
。
 

第
６
条
 

竜
巻
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
 
容
：
そ
の
他
自
然
災
害
（
地
震
，

津
波
，
竜

巻
お
よ
び
積
雪

等
）
発
生

時
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
 

保
安
 

教
育
 

 

・
竜
巻
発
生

時
等
の
対
応
に
関
す
る
事
項
（
車
両

退
避
等
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
 

・
物
品
の
飛
散
防
止
管
理
に
関
す
る
事
項
 

・
竜
巻
に
よ
る
飛
来
物
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

の
固
縛
装
置
の
取
扱
方
法
に
関
す
る
事
項
 

・
竜
巻
防
護

対
策
設
備
，
竜
巻
に
よ
る
飛
来
物
の

発
生

を
防

止
す

る
た

め
の

固
縛

装
置

の
保

全

に
関
す
る
事
項
 

全
所
員
 

－
 

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
３
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表
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保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施
す

る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則

の
関

連
条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社

従
業

員
 

（
有
毒
ガ

ス
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条

の
５
〔
２
号
炉
〕
 

課
長

（
技

術
）

は
，

発
電

所
敷

地
内

に
お

い
て

有
毒

ガ
ス

を
確

認
し

た
場

合
（

以
下

「
有

毒
ガ

ス

発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動

を
行

う
た

め
に

必
要

な
運

転
員

，
緊

急
時

対
策

要
員

お
よ

び
自

衛
消

防
隊

（
以

下
「

重
大

事
故

等
に

対
処
す
る

要
員
」
と
い
う
。
）
の
防
護
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備

と
し
て
，
次
の
各
号
を

含
む

計
画

を
策

定
し

，
技

術
部

長
の

確
認

，
所

長
の

承
認

を
得

る
。

計
画

の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
，

添
付

２
に

示
す

「
火

災
，

内
部

溢
水

，
火

山
影

響
等

，
そ

の
他

自
然

災
害

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
対

応
に

係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
 

（
２

）
有

毒
ガ

ス
発

生
時

に
お

け
る

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る

要
員

の
防

護
の

た
め

の
活

動
を

行
う

要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
 

※
１
：
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。
 

 

添
付
２
 

【
有
毒
ガ
ス
】
 

７
．
２
 
教
育
訓
練
の
実
施
 

有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
以
下
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
１

）
課

長
（

放
射

線
管

理
）

は
，

全
所

員
に

対
し

て
，

有
毒

ガ
ス

発
生

時
に

お
け

る
重

大
事

故
等

に
対
処
す
る
要
員
の
防
護
の
た
め
の
活
動
に
係
る
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

（
２

）
課

長
（

放
射

線
管

理
）

は
，

運
転

員
，

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

指
示

を
行

う
要
員
，
立
会
人
お
よ
び
終
息
活
動
を
行
う
要
員
に
対
し
て
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
防

護
具
の
着
用
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に
講
ず
べ
き

処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
 
容
：
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
措
置
に

関
す
る
こ
と
 

保
安
 

有
毒
ガ
ス
発
生

時
の
対
応
に
関

す
る
教
育
 

教
育
 

・
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
事
項
 

八
 

有
毒
ガ
ス
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
記
載
な
し
 

第
２
６
条
 

第
３
４
条
 

有
毒
ガ
ス
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

－
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育
実

施
方

針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分
類
：
原
子
炉
施
設
の
運
転
に
関

す
る
こ
と
 
 

小
分
類
：
運
転
管
理
 

内
容
：
異
常
時
対
応
（
現

場
機
器
対

応
，
中
央
制
御
室
内
対
応
，
指
揮
，

状
況
判
断
）
 

保
安
 

有
毒
ガ
ス
発
生

時
の
対
応
に
関

す
る
訓
練
 

訓
練
 

・
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
防
護
具
の
着
用
に

関
す
る
事
項

 

運
転
員
 

－
 

 
一
般
 

運
転
員
，
重
大

事
故

等
に

対

処
す

る
た

め

に
必

要
な

指

示
を

行
う

要

員
，
立
会
人
お

よ
び

終
息

活

動
要
員
 

終
息

活
動

要

員
(
中

電
環

境
テ

ク
ノ

ス
)
 

                            

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
４
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表
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保
安
規

定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施
す
る
教
育
訓
練
内
容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則
の

関
連

条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社
従

業
員
 

（
協
力
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
１
１
８
条
 
総
務
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
を
協
力
会
社
が
行
う
場
合
は
，

当
該
協
力
会
社
従
業

員
の

発
電
所
入
所
時
に
安

全
上

必
要
な
教
育
が
表
１

１
８

の
実
施
方
針

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

な
お
，
総
務
課
長
は

，
教

育
の
実
施
状
況
を
確

認
す

る
た
め
，
教
育
現
場

に
適

宜
立
ち
会

う
。
 

た
だ
し
，
総
務
課
長

が
，

電
源
事
業
本
部
部
長

（
原

子
力
管
理
）
に
よ
り

あ
ら

か
じ
め
承

認
さ
れ
た
基
準
に
従

い
，

各
項
目
の
全
部
ま
た

は
一

部
に
つ
い
て
，
十
分

な
知

識
お
よ
び
技

能
を
有
し
て
い
る
と

認
め

た
者
に
つ
い
て
は
，

該
当

す
る
教
育
に
つ
い
て

省
略

す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
．
課
長

（
放
射
線
管
理
）
は
，
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
作
業
の
う
ち
，
管
理
区
域
内
に
お

け
る
業

務
を
協
力
会
社
が
行
う
場
合
は
，
当
該
業
務
に
従
事
す
る
協
力
会
社
従
業
員
に
対

し
，
安

全
上
必
要
な
教
育
が
表
１
１
８
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す

る
。
 

な
お
，
課
長
（

放
射
線
管

理
）
は
，
教
育

の
実
施
状

況
を
確
認
す
る

た
め
教
育

現
場

に

適
宜
立

ち
会
う
。
 

た
だ
し
，
課
長

（
放
射
線

管
理
）
が
，
電

源
事
業
本

部
部
長
（
原
子

力
管
理
）

に
よ

り

あ
ら
か

じ
め
承
認
さ
れ
た
基
準
に
従
い
，
各
項
目
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
，
十
分

な
知
識

お
よ
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
，
該
当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
．
課
長
（
発
電
）

は
，

放
射
性
廃
棄
物
処
理

設
備

に
関
す
る
業
務
の
補

助
を

協
力
会
社
が

行
う
場
合
は
，
当
該
業
務
に
従
事
す
る
協
力
会
社
従
業
員
に
対
し
，
表
１
１
７
－
１
，
２
，

３
の
実
施
方
針
の
う
ち
，「

放
射
性

廃
棄
物
処
理
設
備
の
業
務
に
関
わ
る
者
」
に
準
じ
る
保

安
教
育
実
施
計
画
を

定
め

て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る

。
原
子
力
人
材
育
成

セ
ン

タ
ー
所
長

は
，
そ
の
内
容
を
原

子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び

所
長

の
確
認
を
得
て
，
電

源
事

業
本
部
部

長
（
原
子
力
管
理
）
の
承
認
を
得
る
。
 

４
．
課
長
（
発
電
）

ま
た

は
課
長
（
燃
料
技
術

）
は

，
燃
料
取
替
に
関
す

る
業

務
の
補
助
を

協
力
会
社
が
行
う
場

合
は

，
当
該
業
務
に
従
事

す
る

協
力
会
社
従
業
員
に

対
し

，
表
１
１

７
－
１
，
２
，
３
の
実
施
方
針
の
う
ち
，「

燃
料
取
替
の
業
務
に
関
わ
る
者
」
に
準
じ
る
保

安
教
育
実
施
計
画
を

定
め

て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る

。
原
子
力
人
材
育
成

セ
ン

タ
ー
所
長

は
，
そ
の
内
容
を
原

子
炉

主
任
技
術
者
お
よ
び

所
長

の
確
認
を
得
て
，
電

源
事

業
本
部
部

長
（
原
子
力
管
理
）
の
承
認
を
得
る
。
 

５
．
各
課
長
は
，
火

災
，

重
大
事
故
等
発
生
時

お
よ

び
大
規
模
損
壊
発
生

時
に

お
け
る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

に
関

す
る

業
務

の
補

助
を

協
力

会
社

に
行

わ
せ

る
場

合

は
，
当
該
業
務
に
従

事
す

る
協
力
会
社
従
業
員

に
対

し
，
安
全
上
必
要
な

教
育

が
表
１
１

７
－
１
の
実
施
方
針

の
う

ち
「
運
転
員
以
外
の

技
術

系
所
員
」
に
準
じ
る

保
安

教
育
（
火

災
発
生
時
の
措
置
に

関
す

る
こ
と
，
緊
急
事
態

応
急

対
策
等
，
原
子
力
防

災
対

策
活
動
に

関
す
る
こ
と
（
重
大

事
故

等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模

損
壊
発
生
時
に
お
け

る
原

子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
含
む
。
）
。
）
の
実
施
計
画
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
原

子
力
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー

所
長
は
，
そ
の
内
容

を
原

子
炉
主
任
技
術
者
お

よ
び

所
長
の
確

認
を
得
て
，
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
の
承
認
を
得
る
。
 

６
．
各
課
長
は
，
第

３
項

，
第
４
項
お
よ
び
第

５
項

の
保
安
教
育
実
施
計

画
に

基
づ
き
保
安

教
育
が
実
施
さ
れ
て

い
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

原
子

力
人
材
育
成
セ
ン
タ

ー
所

長
は
，
そ

の
実
施
結
果
を
所
長
お
よ
び
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
に
報
告
す
る
。
 

な
お
，
各
課
長
は
，
教
育
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
教
育
現
場
に
適
宜
立
ち
会
う
。
 

た
だ

し
，
各
課
長
が
，
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
管
理
）
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
承

認
さ
れ
た
基
準
に
従

い
，

各
項
目
の
全
部
ま
た

は
一

部
に
つ
い
て
，
十
分

な
知

識
お
よ
び

技
能
を
有
し
て
い
る

と
認

め
た
者
に
つ
い
て
は

，
該

当
す
る
教
育
に
つ
い

て
省

略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

協
力
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教
育
に
関
す
る
記
載
な
し
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
５
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表

 

17



保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施

す
る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規

則
の
関

連
条

項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社
 

従
業

員
 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条
の
７
〔
２
号
炉
〕
 

社
長
は
，
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
ま
た
は
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
重
大

事
故
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の

整
備
に
あ

た
っ
て
，
財
産
（
設
備
等
）
保
護
よ
り
も
安
全
を
優
先
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
定
め
る
。
 

３
．

課
長

（
技

術
）

は
，
第

１
項
の

方
針

に
基

づ
き
，

重
大
事

故
等

発
生

時
に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行
う

体
制
の

整
備

と
し

て
，
次

の
各
号

を
含

む
計

画
を
策

定
し
，

技
術

部
長

の
確

認
，

所
長

の
承

認
を
得

る
。
ま

た
，

計
画

は
，
添

付
３
に

示
す

「
重

大
事
故

等
お
よ

び
大

規
模

損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

（
２
）
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項
 

ア
.
 
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
，
あ
ら
か
じ
め
力
量
の
付
与

の
た
め
の

教
育
訓
練
を
実
施
す
る

※
１
こ
と
 

イ
.
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

ウ
.
 
重

大
事

故
の

発
生

お
よ

び
拡

大
の

防
止

に
必

要
な

措
置

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
的

能

力
を

満
足

す
る

こ
と

お
よ

び
有

効
性

評
価

の
前

提
条

件
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
の

成
立
性
の
確
認
訓
練
（
以
下
，「

成
立
性
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ

と
 

エ
.
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承

認
を
得
る
こ
と
 

オ
.
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
結
果
を
記
録
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す

る
こ
と
 

※
１

：
重

大
事

故
等

対
処

設
備

を
設

置
も

し
く

は
改

造
す

る
場

合
，

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

係
る

運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
な
お
，
運
転
員
も
し
く
は
緊
急
時
対

策
要
員
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１
２
条
第
２
項
お
よ
び
第
４
項
の
体
制
に

入
る
ま
で

に
実
施
す
る
。
 

 添
付
３
 

重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る
実
施
基
準
 

１
．
１
 
体
制
の
整
備
，
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

（
２
）
教
育
訓
練
の
実
施
 

ア
．
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

各
課
長
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
，
重
大
事
故
等

対
処
設
備

に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検
査
終
了
日
等
）
ま

で
に
ま
た

は
運
転
員
も
し
く
は
緊
急
時
対
策
要
員
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１
２
条
第
２

項
お
よ
び

第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
以
下
の
教
育
訓
練
に
つ
い
て
，
手
順
書
に
基
づ
き
実
施

す
る
。
 

（
ア
）
表
１
か
ら
表
１
９
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
に

つ
い
て
，

「
ウ
.
 
成
立
性
の
確
認
訓
練
」
の
要
素
を
考
慮
し
た
教
育
訓
練
項
目
を
定
め
，
運
転
員
お
よ
び

緊
急
時
対
策
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

（
イ

）
重

大
事

故
等

対
処

設
備

を
設

置
ま

た
は

改
造

す
る

場
合

，
重

大
事

故
等

対
処

設
備

に
係

る
運

転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
日
（
使
用
前
事
業
者
検
査
終
了
日
等
）
ま
で
に
，
成
立
性

確

認
訓
練
（
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
）
お
よ
び
成
立
性
確
認
訓

練
の
要
素

等
を
考
慮
し
た
確
認
方
法
に
よ
り
，
力
量
の
付
与
方
法
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。
 

イ
．
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

課
長
（
技
術
）
お
よ
び
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
の
実
施

計
画
を
作
成
す
る
。
 

ま
た
，
重
大
事
故
等
に
対
処

す
る
要
員
に
対
し
て
，
事
象
の
種
類
お
よ
び
事
象
の
進
展
に
応
じ

て
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
力
量
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
，
以
下
の
教
育
訓

練
に
つ
い
て
，
手
順
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

（
ア
）
表
１
か
ら
表
１
９
に
記
載
し
た
対
応
手
段
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
を
教
育
訓
練

項
目
と
し
て
定
め
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
を
計
画
的
に

実
施
す
る
。
 

ａ
．
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
対
し
，
役
割
に
応
じ
た
教
育
訓
練
項
目
を
年
１
回

以
上
実
施

す
る
。
な
お
，
年
１
回
の
実
施
頻
度
で
は
力
量
の
維
持
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
教
育

訓
練
項
目

に
つ
い
て
は
，
教
育
訓
練
を
年
２
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
対
し
，
役
割
に
応
じ
実
施
す
る
ａ
項
の
教
育
訓
練

結
果
を
評

価
し
，
力
量
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
イ
）
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
に
対
し
，
役
割
に
応
じ
た
以
下
の
教
育
訓
練
等
を
実

施
す
る
。
 

ａ
．
重
大
事
故
等
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
の
挙
動
に
関
す
る
知
識
な
ら
び
に
的
確
な
状
況

把
握
，
確

実
か

つ
迅

速
な

対
応

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
の

向
上

を
図

る
こ

と
の

で
き

る
教

育

訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ｂ
．
重
大
事
故
等
の
内
容
，
基
本
的
な
対
処
方
法
等
，
知
識
ベ
ー
ス
の
理
解
向
上
に
資
す

る
教
育
訓

練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
ま
た
，
重
大
事
故
等
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
，
的
確

な
対

応
操

作
の

選
択

等
，

実
施
組
織
お
よ
び
支
援
組
織
の
実
効
性
等
を
確
認
す
る
た
め
の
総
合

的
な
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ｃ
．
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
い
て
復
旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
，
普
段
か
ら
保
守

点
検
活
動

を
社
員
自
ら
が
行
っ
て
部
品
交
換
等
の
実
務
経
験
を
積
む
こ
と
等
に
よ
り
，
原
子
炉

施
設
，
予

備
品
等
に
つ
い
て
熟
知
す
る
。
 

運
転
員
は
，
通
常
時
に
実
施
す
る
項
目
を
定
め
た
手
順
書
に
基
づ
き
，
設
備
の
巡

視
点
検
，

定
期
試
験
お
よ
び
運
転
に
必
要
な
操
作
を
社
員
自
ら
が
行
う
。
 

ｄ
．
（
ア
）
ａ
項
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
，
重
大
事
故
等
発
生
時
の
対
応
や
事
故
後
の
復

旧
を
迅

速

に
実
施
す
る
た
め
に
，
重
大

事
故
等
発
生
時
の
事
象
進
展
に
よ
り
高
線
量
下
に
な
る
場
所
を
想

定
し
た
事
故
時
対
応
訓
練
，
夜
間
お
よ
び
降
雨
，
強
風
等
の
悪
天
候
下
等
を
想
定
し
た
事
故
時

対
応
訓
練
等
，
様
々
な
状
況
を
想
定
し
，
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

ｅ
．
設
備
お
よ
び
事
故
時
用
の
資

機
材
等
に
関
す
る
情
報
な
ら
び
に
手
順
書
が
即
時
に
利
用
で
き
る

よ
う
，
普
段
か
ら
保
守
点
検
活
動
等
を
通
じ
て
準
備
し
，
そ
れ
ら
の
情
報
お
よ
び
手

順
書
を
用

い
た
事
故
時
対
応
訓
練
を
行
う
。
 

（
保
安
教
育
）
 
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育

実
施
方
針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分

類
：

非
常

の
場

合
に

講

ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容
：
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
，

原
子
力
防
災
対
策
活
動
に
関
す

る
こ
と
 

力
量
の

維
持
向

上
の
た

め
の
教

育
訓
練
 

保
安
 

原
子
力
防
災
教
育

「
原
子
力
防
災
体

制
お
よ
び
組
織
に

関
す
る
知
識
」
「
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
関
す
る
知
識
」
 

教
育
 

○
緊
急
事
態
応
急
対
策
等
，
原
子
力
防
災
対
策
活
動

に
関
す
る
こ
と
 
 

・
原
災
法
お
よ
び
関
係
法
令
の
概
要
 
 

・
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
の
概
要
 
 

・
防
災
体
制
，
防
災
組
織
お
よ
び
活
動
 
 

・
防
災
関
係
設
備
 
 

・
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）
 

・
ｱ
ｸ
ｼ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
の
概
要
 

十
 

1
.
1
 
重
大
事
故
等
対
策
 

1
.
1
.
4
 
手
順
書
の
整
備
，
教
育
及
び
訓
練
の
実
施
並
び
に
体
制
の
整
備
 

(
2
)
 
教
育
及
び
訓
練
の
実
施
 

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る
要

員
に
対

し
て

，
重

大
事
故

等
時
に

お
い

て
，

事
象
の

種
類
及

び
事

象
の

進
展
に

応
じ
て

的

確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
力
量
を
確
保
す
る
た
め
，
教
育
及
び
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

必
要

な
力

量
の

確
保

に
当
た

っ
て
は

，
通

常
時

の
実
務

経
験
を

通
じ

て
付

与
さ
れ

る
力
量

を
考

慮
し

，
事
故

時
対
応

の

知
識

及
び

技
能

に
つ

い
て
，

重
大
事

故
等

に
対

処
す
る

要
員
の

役
割

に
応

じ
た
教

育
及
び

訓
練

を
定

め
ら
れ

た
頻
度

及

び
内
容
で
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
力
量
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
。
 

教
育

及
び

訓
練

の
頻

度
と
力

量
評
価

の
考

え
方

は
，
以

下
の
と

お
り

と
し

，
こ
の

考
え
方

に
基

づ
き

教
育
訓

練
の
計

画

を
定
め
，
実
施
す
る
。
 

・
重

大
事

故
等

に
対

処
す
る

要
員
に

対
し

必
要

な
教
育

及
び
訓

練
を

年
１

回
以
上

実
施
し

，
評

価
す

る
こ
と

に
よ
り

，

力
量
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
重

大
事

故
等

に
対

処
す
る

要
員
が

力
量

の
維

持
及
び

向
上
を

図
る

た
め

に
は
，

各
要
員

の
役

割
に

応
じ
た

教
育
及

び

訓
練
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。
各
要
員
の
役
割
に
応

じ
た
教
育
及
び
訓
練
を
計

画
的
に
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
り
，
各

手
順
を
習
熟
し
，
力
量
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
。
 

・
重

大
事

故
等

に
対

処
す
る

要
員
の

力
量

評
価

の
結
果

に
基
づ

き
教

育
及

び
訓
練

の
有
効

性
評

価
を

行
い
，

年
１
回

の

実
施
頻
度
で
は
力
量
の
維
持
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
教
育
及
び
訓
練
に
つ
い
て
は
，
年
２
回
以
上
実
施
す
る
。
 

・
重

大
事

故
等

対
策

に
お
け

る
中
央

制
御

室
で

の
操
作

，
動
作

状
況

確
認

等
の
短

時
間
で

実
施

で
き

る
操
作

以
外
の

作

業
や
操
作
に
つ
い
て
は
，
第

1
.
1
－
2
表
に
示
す
「
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性
」
の
必
要
な
重
大
事

故
等
に
対
処
す
る
要
員
数

及
び
想
定
時
間
に
て
対
応

で
き
る
よ
う
に
，
教
育
及

び
訓
練
に
よ
り
効
果
的
か

つ
確
実
に

実
施
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
教

育
及

び
訓

練
の

実
施
結

果
に
よ

り
，

手
順

，
資
機

材
及
び

体
制

に
つ

い
て
改

善
要
否

を
評

価
し

，
必
要

に
よ
り

手

順
，
資
機
材
の
改
善
，
教
育
及
び
訓
練
計
画
へ
の
反
映
を
行
い
，
力
量
を
含
む
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
。
 

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る
要

員
に
対

し
て

，
重

大
事
故

等
時
に

お
け

る
事

象
の
種

類
及
び

事
象

の
進

展
に
応

じ
て
的

確

か
つ
柔
軟
に
対
処
で
き
る

よ
う
に
，
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
要
員
の
役
割
に

応
じ
た
教
育
及
び
訓
練
を

実
施
し
，
計

画
的
に
評
価
す
る
こ
と
に

よ
り
力
量
を
付
与
し
，
運

転
開
始
前
ま
で
に
力
量
を

付
与
さ
れ
た
重
大
事
故
等

に
対
処
す
る

要
員
を
必
要
人
数
配
置
す
る
。
 

重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
を
確
保
す
る
た
め
，
以
下
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
教
育
及
び
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

計
画
（
Ｐ
）
，
実
施
（
Ｄ
）
，
評
価
（
Ｃ
）
，
改
善
（
Ａ
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
適
切
に
実
施
し
，
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す

こ
と
で
，
必
要
に
応
じ
て
手
順
書
の
改
善
，
体
制
の
改
善
等
の
継
続
的
な
重
大
事
故
等
対
策
の
改
善
を
図
る
。
 

a
.
重

大
事

故
等

対
策

は
，
幅

広
い
発

電
用

原
子

炉
施
設

の
状
況

に
応

じ
た

対
策
が

必
要
で

あ
る

こ
と

を
踏
ま

え
，
重

大

事
故
等
に
対
処
す
る
要
員

の
役
割
に
応
じ
て
，
重
大

事
故
等
時
の
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
挙
動
に
関
す
る

知
識
の
向

上
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
及
び
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

重
大

事
故

等
時

に
プ

ラ
ン
ト

状
態
を

早
期

に
安

定
な
状

態
に
導

く
た

め
の

的
確
な

状
況
把

握
，

確
実

及
び
迅

速
な
対

応

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要
な

知
識
に

つ
い

て
，

重
大
事

故
等
に

対
処

す
る

要
員
の

役
割
に

応
じ

た
，

教
育
及

び
訓
練

を

定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

b
.
重

大
事

故
等

に
対

処
す
る

要
員
の

役
割

に
応

じ
て
，

重
大
事

故
等

よ
り

も
厳
し

い
プ
ラ

ン
ト

状
態

と
な
っ

た
場
合

で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
，

重
大
事
故
等
の
内
容
，
基

本
的
な
対
処
方
法
等
，
定

期
的
に
知
識
ベ
ー
ス
の
理

解
向
上
に

資
す
る
教
育
を
行
う
。
 

現
場

作
業

に
当

た
っ

て
い
る

緊
急
時

対
策

要
員

が
，
作

業
に
習

熟
し

必
要

な
作
業

を
確
実

に
完

了
で

き
る
よ

う
に
，

運

転
員
（
中
央
制
御
室
及
び
現
場
）
と
連
携
し
て
一
連
の
活
動
を
行
う
訓
練
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

重
大

事
故

等
時

の
プ

ラ
ン
ト

状
況
の

把
握

，
的

確
な
対

応
操
作

の
選

択
等

，
実
施

組
織
及

び
支

援
組

織
の
実

効
性
等

を

総
合
的
に
確
認
す
る
た
め
の
演
習
等
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

運
転

員
に

対
し

て
は

，
知
識

の
向
上

と
手

順
書

の
実
効

性
を
確

認
す

る
た

め
，
シ

ミ
ュ
レ

ー
タ

訓
練

又
は
模

擬
訓
練

を

実
施

す
る

。
シ

ミ
ュ

レ
ー
タ

訓
練
は

，
従

来
か

ら
の
設

計
基
準

事
故

等
に

加
え
，

重
大
事

故
等

に
対

し
適
切

に
対
応

で

き
る
よ
う
に
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

ま
た

，
重

大
事

故
等

時
の
対

応
力
を

養
成

す
る

た
め
，

手
順
に

従
っ

た
対

応
中
に

お
い
て

判
断

に
用

い
る
監

視
計

器

の
故

障
や

動
作

す
べ

き
機
器

の
不
動

作
等

，
多

岐
に
わ

た
る
機

器
の

故
障

を
模
擬

し
，
関

連
パ

ラ
メ

ー
タ
に

よ
る
事

象

判
断

能
力

，
代

替
手

段
に
よ

る
復
旧

対
応

能
力

等
の
運

転
操
作

の
対

応
能

力
向
上

を
図
る

。
ま

た
，

東
京
電

力
株
式

会

社
福

島
第

一
原

子
力

発
電
所

の
事
故

の
教

訓
を

踏
ま
え

，
監
視

計
器

が
設

置
さ
れ

て
い
る

周
囲

環
境

条
件
の

変
化
に

よ

り
，
監
視
計
器
が
示
す
値
の
変
化
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

実
施

組
織

の
緊

急
時

対
策
要

員
に
対

し
て

は
，

要
員
の

役
割
に

応
じ

て
，

発
電
用

原
子
炉

施
設

の
冷

却
機
能

の
回
復

の

た
め

に
必

要
な

電
源

確
保
及

び
可
搬

型
重

大
事

故
等
対

処
設
備

を
使

用
し

た
注
水

確
保
の

対
応

操
作

を
習
得

す
る
こ

と

を
目
的
に
，
手
順
や
資
機
材
の
取
扱
い
方
法
の
習
得
を
図
る
た
め
の
訓
練
を
，
訓
練
ご
と
に
頻
度
を
定
め
て
実
施
す
る
。

訓
練
は
，
訓
練
ご
と
の
訓
練
対
象
者
全
員
が
実
際
の
設
備
又
は
訓
練
設
備
を
操
作
す
る
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

実
施

組
織

及
び

支
援

組
織
の

緊
急
時

対
策

要
員

に
対
し

て
は
，

要
員

の
役

割
に
応

じ
て
，

重
大

事
故

等
時
の

プ
ラ

ン

ト
状

況
の

把
握

，
的

確
な
対

応
操
作

の
選

択
，

確
実
な

指
揮
命

令
の

伝
達

等
の
一

連
の
緊

急
時

対
策

本
部
機

能
，
支

援

組
織
の
位
置
付
け
，
実
施
組
織
と
の
連
携
及
び
手
順
書
の
構
成
に
関
す
る
机
上
教
育
を
実
施
す
る
。
 

c
.
重

大
事

故
等

時
に

お
い
て

復
旧
を

迅
速

に
実

施
す
る

た
め
に

，
普

段
か

ら
保
守

点
検
活

動
を

社
員

自
ら
が

行
っ
て

部

品
交
換
等
の
実
務
経
験
を
積
む
こ
と
等
に
よ
り
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
，
予
備
品
等
に
つ
い
て
熟
知
す
る
。
 

運
転

員
は

，
通

常
時

に
実
施

す
る
項

目
を

定
め

た
手
順

書
に
基

づ
き

，
設

備
の
巡

視
点
検

，
定

期
試

験
及
び

運
転

に

必
要
な
操
作
を
社
員
自
ら
が
行
う
。
 

緊
急

時
対

策
要

員
は

，
要
員

の
役
割

に
応

じ
て

，
訓
練

施
設
に

て
ポ

ン
プ

，
弁
設

備
の
分

解
点

検
，

調
整
，

部
品

交

換
等

の
実

習
を

社
員

自
ら
が

実
施
す

る
こ

と
に

よ
り
技

能
及
び

知
識

の
向

上
を
図

る
。
さ

ら
に

，
設

備
の
点

検
に
お

い

て
は

，
保

守
実

施
方

法
を
ま

と
め
た

手
順

書
に

基
づ
き

，
現
場

に
お

い
て

，
巡
視

点
検
，

分
解

機
器

の
状
況

確
認
，

組

立
状

況
確

認
及

び
試

運
転
の

立
会
確

認
を

行
う

と
と
も

に
，
作

業
要

領
書

の
内
容

確
認
，

作
業

工
程

検
討
等

の
保
守

点

検
活
動
を
社
員
自
ら
が
行
う
。
 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
 

－
 

１
回
／
年
 

以
上
 

全
所
員
 

重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
業
務
の
補

助
を
行
う
者
（
中

電
環
境
テ
ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育

実
施
方
針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教
育
 
 

中
分

類
：

非
常

の
場

合
に

講

ず
べ
き
処
置
に
関
す
る
こ
と
 
 

内
容

：
重

大
事

故
等

発
生

時

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す

る

こ
と
 

－
 

保
安
 

重
大
事
故
等
発
生

時
の
活
動
に
係
る

保
安
教
育
 

教
育
 

○
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の

保
全
の
た
め
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
 
 

・
保
安
規
定
の
第
１
７
条
の
７
を
遵
守
し
，
重
大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
が
的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う
，
添
付

３
の
概
要
を
教
育
す
る
。
 

１
回
／
年
 

以
上
 

全
所
員
 

重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
業
務
の
補

助
を
行
う
者
（
中

電
環
境
テ
ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

力
量
の

維
持
向

上
の
た

め
の
教

育
訓
練
 

保
安
 

運
転
員
お
よ
び
緊

急
時
対
策
要
員
に

対
す
る
プ
ラ
ン
ト

挙
動
理
解
教
育
訓

練
 

教
育
 

○
重
大
事
故
等
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
挙
動
，
対
応
策

の
概
要
等
，
知
識
ベ
ー
ス
の
理
解
向
上
の
た
め
の

教
育
訓
練
 

１
回
／
年
 

以
上
 

重
大
事
故
等

に
対
処
す
る

要
員
 

重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
業
務
の
補

助
を
行
う
者
（
中

電
環
境
テ
ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

 

力
量
の

付
与
の

た
め
の

教
育
訓

練
 

一
般
 

力
量
付
与
訓
練
 

訓
練
 

力
量

付
与

を
行

う
た

め
の

教
育

訓
練

を
以

下
の

と

お
り
実
施
す
る
。
 

 ○
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
要
素
を
考
慮
し
た
，
技
術

的
能

力
に

係
る

審
査

基
準

で
要

求
さ

れ
る

１
９

の
手
順
（
保
安
規
定
 
添
付
３
 
表
１
～
１
９
の

対
応
手
順
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
）
に

係
る
教
育
訓
練
 

○
成
立
性
確
認
訓
練
（
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評

価
の
成
立
性
確
認
）
お
よ
び
成
立
性
確
認
訓
練
の

要
素

等
を

考
慮

し
た

力
量

付
与

方
法

の
妥

当
性

確
認
 

重
大
事
故
等
対

処
設
備
に
係
る

運
転
上
の
制
限

が
適
用
開
始
さ

れ
る
ま
で
ま
た

は
運
転
員
も
し

く
は
緊
急
時
対

策
要
員
を
新
た

に
設
定
す
る
前

ま
で
に
実
施
 

運
転
員
お
よ

び
緊
急
時
対

策
要
員
 

重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
業
務
の
補

助
を
行
う
者
（
中

電
環
境
テ
ク
ノ

ス
）
 

力
量
の

維
持
向

上
の
た

め
の
教

育
訓
練
 

一
般
 

力
量
維
持
訓
練
 

訓
練
 

「
保
安
規
定
第
１
７
条
の
７
，
第
１
７
条
の
８
，
添

付
３
」
に
基
づ
き
，
技
術

的
能
力
に
係
る
審
査
基
準

で
要

求
さ

れ
る

１
９

の
手

順
（

保
安

規
定

 
添

付
３

 

表
１

～
１

９
の

対
応

手
段

を
実

施
す

る
た

め
に

必

要
な
手
順
）
に
係
る
役
割

に
応

じ
た

力
量

の
維

持
・

向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

１
回
／
年
 

以
上
 

(
力
量
の
維
持
が

困
難
な
項
目
は

２
回
／
年
)
 

重
大
事
故
等

に
対
処
す
る

要
員
 

重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
業
務
の
補

助
を
行
う
者
（
中

電
環
境
テ
ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

力
量
の

維
持
向

上
の
た

め
の
教

育
訓
練
 

一
般
 

重
大

事
故

等
発

生

時
の

対
応

に
係

る

総
合
訓
練
（
緊
急
時

演
習
）
 

訓
練
 

重
大
事
故
等
発
生
時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
，
的

確
な
対
応
操
作
の
選
択
等
，
実
施
組
織
お
よ
び
支
援

組
織

の
実

効
性

等
を

確
認

す
る

た
め

の
総

合
的

な

教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 
 

［
緊
急
時
演
習
］
 

１
回
／
年
 

以
上
 

重
大
事
故
等

に
対
処
す
る

要
員
 

重
大
事
故
等
お
よ

び
大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原

子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
に

関
す
る
業
務
の
補

助
を
行
う
者
（
中

電
環
境
テ
ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
６
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表
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保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育

項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施

す
る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規

則
の
関

連
条

項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社

従
業

員
 

ウ
．
成
立
性
の
確
認
訓
練
 

課
長
（
技
術
）
お
よ
び
課
長
（
第
一
発
電
）
は
，
成
立
性
の
確
認
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
 

ま
た
，
運
転
員
お
よ
び
緊
急
時
対
策
要
員
に
対
し
，
以
下
の
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
手
順
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

（
ア
）
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
以
下
の
ａ
項
，
ｂ
項
に
定
め
る
頻
度
，
内
容
で
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

ａ
．
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
 

（
ａ
）
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
成
立
性
確
認
）
 

中
央

操
作

主
体

，
重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

類
似

性
お

よ
び

操
作

の
類

似
性

の
観

点
か

ら
整

理
し

た
Ⅰ

か
ら

Ⅷ
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

つ
い

て
，

運
転

員

を
対
象
に
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

Ⅰ
 
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失
 

Ⅱ
 
高
圧
注
水
・
減
圧
機
能
喪
失
 

Ⅲ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）
 

Ⅳ
 
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
（
取
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
）
 

Ⅴ
 
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失
 

Ⅵ
 
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
 

Ⅶ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
 

Ⅷ
 
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
 

（
ｂ
）
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法
 

重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
有
効
性
評
価
上
の
解
析
条
件
の
う
ち
操
作
条
件
等
を
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
手
順
書
に
定
め
，
当
直
副
長
の
指
示
の
下
，
適
切
な
対

応
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
評
価
す
る
。
 

Ⅰ
 
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
応
じ
た
対
応
に
お
い
て
，
当
直
副
長
か
ら
の
指
示
に

対
し
て
，
運
転
員
が
適
切
に
対
応
し
，
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
連
携
が
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
 

Ⅱ
 
解
析
上
の
操
作
条
件
が
満
足
さ
れ
る
よ
う
に
対
応
で
き
る
こ
と
 

Ⅲ
 
手
順
書
に
従
い
確
実
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
 

ｂ
．
現
場
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
 

（
ａ
）
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
 

表
２

０
の

対
応

手
段
の

う
ち

，
現

場
主

体
で

実
施

す
る

有
効

性
評

価
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

係
る

対
応

手
段

に
つ

い
て

，
運

転
員

お
よ

び
緊

急
時

対
策

要

員
を
対
象
に
年
１
回
以

上
実
施
す
る
。
 

（
ｂ

）
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
 

現
場

主
体

，
重

要
事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

類
似

性
お

よ
び

現
場

作
業

の
類

似
性

の
観

点
か

ら
整

理
し

た
Ⅰ

か
ら

Ⅳ
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

つ
い

て
，

緊
急

時

対
策
要
員
を
対
象
に
年

１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
 

Ⅳ
 
燃
料
プ
ー
ル
に
お
け
る
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

（
ｃ
）
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
 

現
場
主
体
，
重
要
事
故
シ

ー
ケ
ン
ス
の
類
似
性
お
よ
び
現
場
作
業
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
整
理
し
た
Ⅱ
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
，
Ⅰ
，
Ⅲ
お
よ
び
Ⅳ
の
重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

う
ち

現
場

で
実

施
す

る
個

別
手
順

を
加
え

，
運
転
員
お
よ
び
緊
急
時
対
策
要
員
で
構
成
す
る
班
の
中
か
ら
任
意
の
班

※
を
対
象
に
年
１
回
以
上

実
施
す
る
。
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
 

Ⅳ
 
燃
料
プ
ー
ル
に
お
け
る
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

※
成
立
性
の
確
認
を
行
う
班
を
構
成
す
る
要
員
に
つ
い
て
は
，
毎
年
特
定
の
役
割
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

（
ｄ
）
成
立
性
の
確
認
の
評
価
方
法
 

Ⅰ
 
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
は
，
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
に
つ
い
て
，
役
割
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
な
要
員
数
で
想
 

定
時
間
内
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
手
順
に
沿
っ
た
訓
練
結
果
を
も
と
に
，
算
出
さ
れ
た
訓
練
時
間
と
表
２
０
に
記
載
し
た
対
応
手
段
ご
と
の
 

想
定
時
間
を
比
較
し
評
価
す
る
。
 

Ⅱ
 
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
は
，
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
つ
い
て
，
必
要
な
役
割
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
現
場
作
 

業
等
が
で
き
る
こ
と
の
確
認
事
項
を
手
順
書
に
定
め
，
満
足
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

Ⅲ
 
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
は
，
有
効
性
評
価
の
成
立
性
担
保
の
た
め
に
必
要
な
操
作
が
完
了
す
べ
き
時
間
で
あ
る
ホ
ー
ル
ド
ポ
イ
 

ン
ト
を
手
順
書
に
定
め
，
満
足
す
る
こ
と
を
評
価
す
る
。
 

Ⅳ
 
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｃ
）
の
成
立
性
の
確
認
は
，
多
く
の
訓
練
項
目
に
対
し
て
効
果
的
に
行
う
た
め
，
以
下
の
条
件
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

な
お
，
（
ｃ
）
の
成
立
性
確
認
は
（
Ⅳ
）
項
，
（
Ⅴ
）
項
は
適
用
し
な
い
。
 

（
Ⅰ
）
実
施
に
あ
た
っ
て
は
，
原
則
，
一
連
で
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
が
，
長
時
間
を
要
す
る
成
立
性
の
確
認
に
つ
い
て
は
，
分
割
し
て
実
施
す
る
。
 

（
Ⅱ

）
弁

の
開

閉
操

作
，

水
中

ポ
ン

プ
の

海
水

へ
の
投

入
，

機
器

の
起
動

操
作
等

に
よ

り
，

原
子
炉

施
設
の

系
統

や
設

備
に
悪

影
響
を

与
え

る
も

の
，
訓

練
に
よ

り
設
備
が
損
傷
ま
た
は
劣
化
を
促
進
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
，
模
擬
操
作
を
実
施
す
る
。
 

（
Ⅲ
）
訓
練
用
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
場
合
は
，
（
Ⅱ
）
項
の
模
擬
操
作
で
は
な
く
，
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
 

は
，
移
動
時
間
を
考
慮
す
る
。
 

（
Ⅳ
）
他
の
訓
練
の
作
業
・
操
作
待
ち
が
あ
る
場
合
は
，
連
携
の
訓
練
を
確
実
に
行
っ
た
の
ち
，
次
工
程
の
作
業
・
操
作
を
実
施
す
る
。
 

（
Ⅴ
）
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
を
行
う
訓
練
に
つ
い
て
は
，
一
部
の
時
間
を
測
定
し
，
そ
の
時
間
を
も
と
に
訓
練
時
間
を
算
出
す
る
。
 

（
イ
）
成
立
性
の
確
認
結
果
を
踏
ま
え
た
措
置
 

ａ
．
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作
に
係
る
成
立
性
確
認
，
技
術
的
能
力
の
成
立
性
確
認
お
よ
び
机
上
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場
合
 

成
立
性
の
確
認
に
よ
り
，
役
割
に
応
じ
た
必
要
な
力
量
（
以
下
（
イ
）
に
お
い
て
「
力
量
」
と
い
う
。
）
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
，
速
や
 

か
に
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
ａ
）
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
原
因
を
分
析
，
評
価
し
，
改
善
等
，
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
ｂ
）
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な

い
と
判
断
さ
れ
た
者
に
対
し
て
，
必
要
な
措
置
の
結
果
を
踏
ま
え
，
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
個
別
の
操
作
お
よ
び

作
業
を
対
象
に
，
力
量
の

維
持
向
上
訓
練
を
実
施
し
た
後
，
役
割
に
応
じ
た
要
員
に
よ
り
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
，
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

ｂ
．
現
場
訓
練
に
よ
る
有
効
性
評
価
の
成
立
性
確
認
の
場
合
 

成
立
性
の
確
認
に
よ
り
，
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
以
下
の
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
ａ
）
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
原
因
を
分
析
，
評
価
し
，
改
善
等
，
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

（
ｂ

）
成
立
性
の
確
認
を
任
意
の

班
が
代
表
し
て
実
施
す
る
場
合
，
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
と
同
じ
役
割
の
者
に
対
し
て
，
必
要
な
措
置
の
結
果

を
踏
ま
え
，
力
量
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
個
別
の
操
作
お
よ
び
作

業
を
対
象
に
，
役
割
に
応
じ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
，
力
量
が
確
保

で
き
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

（
ｃ

）
（
ｂ
）
項
の
措
置
に
よ
り
，
力
量
が
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立
た
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

（
ｄ
）
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
，
必
要
に
よ
り
，
改
め
て
原
因
を
分
析
，
評
価
し
，
改
善
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
力
量
の
維
持

向
上
訓
練
を
実
施
し
た

後
，
力
量
を
確
保
で
き
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
成
立
性
の
確
認
訓
練
を
実
施
し
，
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

（
ｅ
）
（
ｄ
）
項
の
措
置
に
よ
り
，
力
量
が
確
保
で
き
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

成
立

性

の
確

認

訓
練
 

一
般
 

技
術

的
能

力
の

成

立
性
確
認
 

訓
練
 

「
保
安
規
定
 
第
１
７
条

の
７
，
第
１
７
条
の
８

 

添
付
３
」
に
基
づ
き
，
技
術
的
能
力
に
係
る
審
査

基
準

で
要

求
さ

れ
る

表
２

０
の

対
応

手
段

の
う

ち
，
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係

る
対

応
手

段
に

つ
い

て
役

割
に

応
じ

た
成

立
性

を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

十
 

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）
 

重
大
事

故
等
対

策
に
つ

い
て
は
，

緊
急
時

対
策
要

員
が
，
要

員
の
役

割
に
応

じ
て
，
可

搬
型
重

大
事

故
等
対
処
設
備
の
設
置
，
配
管
接
続
，
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
接
続
，
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
，

放
射
線

の
量
の

測
定
及

び
ア
ク
セ

ス
ル
ー

ト
の
確

保
，
そ
の

他
の
重

大
事
故

等
対
策
の

資
機
材

を
用

い
た
対
応
訓
練
を
自
ら
が
行
う
。
 

d
.
重
大
事
故
等
時
の
対
応
や
事
故
後
の
復
旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
，
重
大
事
故
等
時
の
事
象

進
展
に
よ
り
高
線
量
下
に
な
る
場
所
を
想
定
し
た
事
故
時
対
応
訓
練
，
夜
間
及
び
降
雨
，
強
風
等

の
悪
天
候
下
等
を
想
定
し
た
事
故
時
対
応
訓
練
等
，
様
々
な
状
況
を
想
定
し
，
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

e
.
重
大
事
故
等
時
の
対
応
や
事
故
後
の
復
旧
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
に
，
設
備
及
び
事
故
時
用
の

資
機
材
等
に
関
す
る
情
報
並
び
に
手
順
書
が
即
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
，
普
段
か
ら
保
守
点
検

活
動
等
を
通
じ
て
準
備
し
，
そ
れ
ら
の
情
報
及
び
手
順
書
を
用
い
た
事
故
時
対
応
訓
練
を
行
う
。
 

そ
れ
ら
の
情
報
及
び
手
順
書
を
用
い
て
，
事
故
時
対
応
訓
練
を
行
う
こ
と
で
，
設
備
及
び
資
機
材

の
保
管
場
所
，
保
管
状
態
を
把
握
し
，
取
扱
い
の
習
熟
を
図
る
と
と
も
に
，
資
機
材
等
に
関
す
る

情
報
及
び
手
順
書
の
管
理
を
実
施
す
る
。
 

－
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転

員
お

よ

び
緊

急
時

対

策
要
員
 

重
大

事
故

等
お

よ
び

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

に
関

す
る

業
務

の
補

助
を

行
う
者
（
中

電
環

境
テ

ク
ノ
ス
）
 

一
般
 

中
央

制
御

室
主

体

の
操

作
に

係
る

成

立
性

確
認
 

訓
練
 

「
保
安
規
定
 
第
１
７
条

の
７
，
第
１
７
条
の
８

 

添
付
３
」
に
基
づ
き
，
中
央
制
御
室
主
体
の
操
作

に
係

る
す

べ
て

の
有

効
性

評
価

の
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
網

羅
性

を
考

慮
し

た
以

下
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

対
象

と
す

る
運

転
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
設

備
を

利
用

し
た

成
立

性
を

確
認

す
る

た
め
の
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

Ⅰ
 
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失
 

Ⅱ
 
高
圧
注
水
・
減
圧
機
能
喪
失
 

Ⅲ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）
 

Ⅳ
 
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
（
取
水
機
能
が
喪
失

し
た
場
合
）
 

Ⅴ
 
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失
 

Ⅵ
 
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
 

Ⅶ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格

納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除

去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
 

Ⅷ
 
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
 

接
加
熱
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転
員
 

－
 

一
般
 

机
上

訓
練

に
よ

る

有
効

性
評

価
の

成

立
性

確
認
 

訓
練
 

「
保
安
規
定
 
第
１
７
条

の
７
，
第
１
７
条
の
８

 

添
付
３
」
に
基
づ
き
，
現
場
主
体
，
重
要
事
故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
類

似
性

お
よ

び
現

場
作

業
の

類
似

性
の
観
点
か
ら
整
理
し

た
I
か
ら
Ⅳ
の
重
要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
対

象
と

し
て

成
立

性
を

確
認

す
る
た
め
の
訓
練
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度

に
よ
る
静
的
負
荷
（
格

納
容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）
残
留

熱
代

替
除

去
系
を
使
用
す
る
場
合
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度

に
よ
る
静
的
負
荷
（
格

納
容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）
残
留

熱
代

替
除

去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
 

Ⅳ
 
燃
料
プ
ー
ル
に
お
け

る
重
大
事
故
に
至
る
お

そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

１
回
／
年

以
上
 

緊
急

時
対

策

要
員
 

重
大

事
故

等
お

よ
び

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

に
関

す
る

業
務

の
補

助
を

行
う
者
（
中

電
環

境
テ

ク
ノ
ス
）
 

一
般
 

現
場

訓
練

に
よ

る

有
効

性
評

価
の

成

立
性

確
認
 

訓
練
 

「
保
安
規
定
 
第
１
７
条
の
７
，
第
１
７
条
の
８
 

添
付
３
」
に
基
づ
き
，
現
場
主
体
，
重
要
事
故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
類

似
性

お
よ

び
現

場
作

業
の

類
似

性
の

観
点

か
ら

整
理

し
た

Ⅱ
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン
ス
に
，
Ⅰ
，
Ⅲ
お
よ

び
Ⅳ
の
重
要
事
故
シ
ー

ケ
ン

ス
の

う
ち

現
場

で
実

施
す

る
個

別
手

順
を

加
え

成
立

性
を

確
認

す
る

た
め

の
訓

練
を

実
施

す
る
。
 

Ⅰ
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
 

Ⅱ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度

に
よ
る
静
的
負
荷
（
格

納
容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）
残
留

熱
代

替
除

去
系
を
使
用
す
る
場
合
 

Ⅲ
 
雰
囲
気
圧
力
・
温
度

に
よ
る
静
的
負
荷
（
格

納
容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）
残
留

熱
代

替
除

去
系
を
使
用
し
な
い
場
合
 

Ⅳ
 
燃
料
プ
ー
ル
に
お
け

る
重
大
事
故
に
至
る
お

そ
れ
が
あ
る
事
故
（
想
定
事
故
２
）
 

１
回
／
年

以
上
 

運
転

員
お

よ

び
緊

急
時

対

策
要

員
で

構

成
す

る
班

の

中
か

ら
任

意

の
班
 

重
大

事
故

等
お

よ
び

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

に
関

す
る

業
務

の
補

助
を

行
う
者
（
中

電
環

境
テ

ク
ノ
ス
）
 

 

教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
７
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表
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保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施

す
る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則

の
関

連
条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社
 

従
業

員
 

（
大
規
模

損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）
 

第
１
７
条
の
８
 
〔
２
号
炉
〕
 

課
長
（

技
術
）
は
，
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の

他
の
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
よ
る
原
子
炉
施
設
の
大
規
模
な
損
壊
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
大
規

模
損

壊
発

生
時

」
と

い
う

。
）

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行

う
体
制

の
整
備
と

し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長
の
承
認
を

得
る
。
ま
た
，
計
画
は
，
添
付
３
に
示
す
「
重
大
事
故
等
お
よ
び
大
規
模
損
壊
対
応
に
係
る

実
施
基
準

」
に
従
い
策
定
す
る
。
 

（
２
）
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に

対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
次
の
事
項
 

ア
.
 
重

大
事
故
等
対

処
施

設
の
使
用
を
開
始
す

る
に

あ
た
っ
て
，
あ
ら
か

じ
め

力
量
の

付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る

※
１
こ
と

 

イ
.
 
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

ウ
.
 
重
大
事
故
の
発

生
お

よ
び
拡
大
の
防
止
に

必
要

な
措
置
を
実
施
す
る

た
め

に
必
要

な
技
術
的
能
力
を
満
足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
（
以
下
，「

技
術
的

能

力
の
確
認
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
年
１
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
 

エ
.
 
技
術
的
能
力
の

確
認

訓
練
の
実
施
計
画
を

作
成

し
，
原
子
炉
主
任
技

術
者

の
確
認

を
得
て
，
所
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
 

オ
.
 
技
術
的
能
力
の

確
認

訓
練
の
結
果
を
記
録

し
，

所
長
お
よ
び
原
子
炉

主
任

技
術
者

に
報
告
す
る
こ
と
 

※
１

：
重

大
事

故
等

対
処

設
備

を
設

置
も

し
く

は
改

造
す

る
場

合
，

重
大

事
故

等

対
処
設
備
に
係
る
運
転
上
の
制
限
が
適
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
実
施
し
，
大

規
模
損
壊
対
応
で
用
い
る
小
型
放
水
砲
，
化
学
消
防
自
動
車
お
よ
び
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
を
設
置
も
し
く
は
改
造
す
る
場
合
，
当
該
設
備
の
使
用

を
開
始
す
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
な
お
，
運
転
員
，
緊
急
時
対
策
要
員
ま
た

は
自
衛
消
防
隊
を
新
た
に
認
定
す
る
場
合
は
，
第
１
２
条
第
２
項
お
よ
び
第

４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
実
施
す
る
。
 

 添
付
３
 

２
．
大
規
模
な
自
然
災
害
ま
た
は
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム

へ
の
対
応
に
お
け
る
事
項
 

２
．
１
 
体
制
の
整
備
，
教
育
訓
練
の
実
施
お
よ
び
資
機
材
の
配
備
 

課
長
（
技
術
）

お
よ
び
電

源
事
業
本
部
部

長
（
原
子

力
管
理
）
は
，

大
規
模
損

壊
が

発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る

場
合
ま
た
は
発

生
し
た
場

合
に
お
け
る
体

制
に
つ
い

て
は
，

重
大
事
故
等
時

の
対
応
体

制
を
基
本
と
す

る
が
，
大

規
模
損
壊
の
発

生
に
よ
り

，
要
員

の
被
災
等
に
よ

る
緊
急
時

の
体
制
が
部
分

的
に
機
能

し
な
い
場
合
（

中
央
制
御

室
の
機

能
喪
失
含
む
。
）
で
も
流
動
性
を
持
っ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
。
 

ま
た
，
課
長
（

技
術
）
は

，
重
大
事
故
等

を
超
え
る

よ
う
な
状
況
を

想
定
し
た

大
規

模
損
壊
対
応
の

た
め
の
体

制
を
整
備
，
充

実
す
る
た

め
に
，
大
規
模

損
壊
対
応

に
係
る

必
要
な
計
画
の

策
定
，
な

ら
び
に
，
重
大

事
故
等
に

対
処
す
る
要
員

に
対
し
て

必
要
な

教
育
訓
練
を
付
加
し
て
実
施
し
体
制
の
確
立
を
図
る
。
 

（
２
）
対
応
要
員
へ
の
教
育
訓
練
の
実
施
 

課
長
（
技
術
）

お
よ
び
課

長
（
第
一
発
電

）
は
，
大

規
模
損
壊
発
生

時
に
お
い

て
，

事
象
の
種
類
お

よ
び
事
象

の
進
展
に
応
じ

て
的
確
か

つ
柔
軟
に
対
処

す
る
た
め

に
必
要

な
力
量
を
確
保

す
る
た
め

，
重
大
事
故
等

に
対
処
す

る
要
員
へ
の
教

育
訓
練
に

つ
い
て

は
，
重
大
事
故

等
対
策
の

対
処
に
係
る
教

育
訓
練
に

加
え
，
過
酷
な

状
況
下
に

お
い
て

も
柔
軟
に
対
処

で
き
る
よ

う
大
規
模
損
壊

発
生
時
に

対
応
す
る
手
順

お
よ
び
事

故
対
応

用
の
資
機
材
の
取
扱
い
等
を
習
得
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
，
原
子
力

防
災
管
理

者
お
よ
び
そ
の

代
行
者
を

対
象
に
，
通
常

の
指
揮
命

令
系

統
が
機
能
し
な

い
場
合
を

想
定
し
た
個
別

の
教
育
訓

練
を
実
施
す
る

。
さ
ら
に

，
緊
急

時
対
策
要
員
の

役
割
に
応

じ
て
付
与
さ
れ

る
力
量
に

加
え
，
流
動
性

を
も
っ
て

柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ

う
な
力
量

を
確
保
し
て
い

く
こ
と
に

よ
り
，
本
来
の

役
割
を
担

う
要
員

以
外
の
要
員
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
教
育
訓
練
の
充
実
を
図
る
。
 

ア
.
 
力
量
の
付
与
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

（
ア
）
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 

「
添
付
３
 

１
．
１

（
２

）
教
育
訓
練

の
実
施

 
ア

.
 
力
量
の
付

与
の
た

め
の

教
育
訓
練
」
と
同
じ
。
な
お
，
大
規
模
損
壊
に
特
化
し
た
多
様
な
設
備
を
柔
軟

に
用
い
る
対
応
訓
練
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
。
 

 
ⅰ
．
現
場
で
の
可
搬
型

計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
お
よ
び
監
視
 

 
ⅱ
．
中
央
制
御
室
損
傷

時
の
通
信
連
絡
 

（
イ
）
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対

応
 

各
課

長
は

，
重

大
事

故
等

に
対

処
す

る
要

員
（

運
転

員
を

除
く

。
）

を
新

た
に

認
定
す
る
場
合
は
，
第
１

２
条
第
４
項
の
体
制
に
入
る
ま
で
に
，
以
下
の
教
育

訓
練
に
つ
い
て
，
手
順
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

ａ
.
自
衛
消
防
隊
 

（
ａ
）
小
型
放

水
砲
，
小

型
動

力
ポ
ン
プ

付
水
槽
車

お
よ
び
化
学
消

防
自
動
車

を
用

い
た
大
型
航

空
機
の
衝

突
に
よ
る
航
空

機
燃
料
火

災
を
想
定
し
た

泡
消
火
な

ら
び
に
延
焼
防
止
の
た

め
の
消
火
訓
練
 

ｂ
.
緊
急
時
対
策
要
員
 

（
ａ
）
要
員
の
役
割
に
応
じ
て

付
与
さ
れ
る
力
量
に
加
え
，
要
員
の
多
能
化
 

 
ｃ
．
原
子
力
防
災
管
理
者
お
よ
び
そ
の
代
行
者
 

（
ａ
）
大
規
模
損
壊

発
生

時
に
通
常
の
指
揮
命

令
系

統
が
機
能
し
な
い
場

合
等

の
事

象
を
想
定
し
た
個
別
の
教
育
訓
練
 

（
ウ

）
課

長
（

技
術

）
は

，
（

イ
）

項
に

係
る

設
備

を
設

置
ま

た
は

改
造

す
る

場
合

，

当
該
設
備
の
使
用
を
開
始
す
る
ま
で
に
，
技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
の
要
素
を

考
慮
し
た
確
認
方
法
に
よ
り
，
力
量
付
与
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
。
 

イ
．
力
量
の
維
持
向
上
の
た
め
の
教
育
訓
練
 

課
長
（
技
術

）
お
よ
び

課
長
（
第
一
発

電
）
は
，

力
量
の
維
持
向

上
の
た
め

の
教

育
訓
練
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
。
 

ま
た
，
重
大
事
故
等
に
対
処

す
る
要
員
（
運
転
員
を
除
く
。
）
に
対
し
，
大
規
模
損

壊
発
生
時
に

対
処
す
る

た
め
に
必
要
な

力
量
の
維

持
向
上
を
図
る

た
め
，
以

下
の

教
育
訓
練
に
つ
い
て
，
手
順
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

な
お
，
力
量

の
維
持

向
上

の
た
め
に
有

効
と
判

断
さ

れ
る
新
た
な

知
見
等

が
発

生
し
た
場
合
に
は
，
以
下
の
内
容
に
限
定
せ
ず
，
教
育
訓
練
を
行
う
。
 

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
 

    

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育

実
施
方
針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教

育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に

講

ず
べ

き
処

置
に

関
す

る
こ

と
 
 

内
容
：
緊
急
事
態
応
急
対
策

等
，
原
子
力
防
災
対
策
活
動

に
関
す
る
こ
と
 

力
量
の
維

持
向
上
の

た
め
の
教

育
訓
練
 

保
安
 

原
子

力
防

災
教

育
「
原
子
力
防
災

体
制

お
よ

び
組

織
に

関
す

る
知

識
」
「

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
に

関
す
る
知
識
」
 

教
育
 

○
緊
急
事
態
応

急
対
策
等
，
原
子
力
災
害
対
策
活
動
に
関
す
る
こ
と
 
 

・
原
災
法
お
よ

び
関
係
法
令
の
概
要
 

・
原
子
力
事
業

者
防
災
業
務
計
画
の
概
要
 

・
防
災
体
制
，

防
災
組
織
お
よ
び
活
動
 

・
防
災
関
係
設

備
 

・
緊
急
時
活
動

レ
ベ
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）
 

・
シ
ビ
ア
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
 

十
 

1
.
2
 

大
規

模
な

自
然

災
害

又
は

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

へ
の

対
応

に
お

け
る
事
項
 

1
.
2
.
1
.
2
 
大
規
模
損
壊
の
発
生
に
備
え
た
体
制
の
整
備
 

(
1
)
 
大
規
模
損
壊
へ
の
対
応
の
た
め
の
要
員
へ
の
教
育
及
び
訓
練
の
実
施
 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
い
て
，
事
象
の
種
類
及
び
事
象
の
進
展
に
応
じ
て
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
力
量
を
確
保
す
る
た
め
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
へ
の
教
育
及
び
訓
練
に
つ
い

て
は
，
重
大
事
故
等
対
策
の
対
処
に
係
る
教
育
及
び
訓
練
に
加
え
，
過
酷
な
状
況
下
に
お
い
て
も
柔
軟
に

対
処

で
き

る
よ

う
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

対
応

す
る

手
順

及
び

事
故

対
応

用
の

資
機

材
の

取
扱

い
等

を

習
得
す
る
た
め
の
教
育
及
び
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
，
緊
急
時
対
策
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に
加
え
，
流
動
性
を
も
っ
て
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
力
量
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
，
本
来
の
役
割
を
担
う
要
員
以
外
の
要
員
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
教
育
及
び
訓
練
の
充
実
を
図
る
。
必
要
と
な
る
力
量
を
第

1
.
2
－
1
9
表
に
示
す
。
 

a
.
 
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

対
応

す
る

手
順

及
び

事
故

対
応

用
の

資
機

材
の

取
扱

い
等

を
習

得
す

る
た

め
の

教
育
及
び
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

b
.
 
緊
急
時
対
策
要
員
に
つ
い
て
は
，
要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に
加
え
，
例
え
ば
要
員
の
被

災
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
優
先
順
位
の
高
い
緩
和
措
置
の
実
施
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
，
臨
機
応
変
な
配
員
変
更
に
対
応
で
き
る
知
識
及
び
技
能
習
得
に
よ
る
要
員
の
多
能
化
を
計
画
的

に
実
施
す
る
。
 

c
.
 
原
子
力
防
災
管
理
者
及
び
そ
の
代
行
者
を
対
象
に
，
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合
及
び
残

存
す

る
資

源
等

を
最

大
限

活
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
事

態
を

想
定

し
た

個
別

の
教

育
及

び
訓

練
を

実

施
す
る
。
 

d
.
 
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

対
応

す
る

組
織

と
そ

れ
を

支
援

す
る

組
織

の
実

効
性

等
を

確
認

す
る

た
め

の
定

期
的
な
総
合
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。
 

－
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

重
大

事
故

等
お

よ

び
大

規
模

損
壊

発

生
時

に
お

け
る

原

子
炉

施
設

の
保

全

の
た

め
の

活
動

に

関
す

る
業

務
の

補

助
を

行
う

者
（

中

電
環

境
テ

ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

表
１

１
７

－
１

 
保

安
教

育

実
施
方
針
（
総
括
表
）
 
 

大
分
類
：
そ
の
他
反
復
教

育
 
 

中
分
類
：
非
常
の
場
合
に

講

ず
べ

き
処

置
に

関
す

る
こ

と
 
 

内
容
：
重
大
事
故
等
発
生

時

お
よ

び
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す
る
こ
と
 

－
 

保
安
 

大
規

模
損

壊
等

発
生

時
の

活
動

に
係

る
保

安
活

動
 

教
育
 

○
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
に

関
す
る
こ
と

 
 

・
保
安
規
定
の
第

１
７
条
の
８
を
遵
守
し
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る

原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
が
的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う
，
添
付

３
の
概
要
を

教
育
す
る
。
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

 

力
量
の
付

与
の
た
め

の
教
育
訓

練
 

一
般
 

力
量
付
与
訓
練
 

訓
練
 

力
量
付
与
を
行

う
た
め
の
教
育
訓
練
を
以
下
の
と
お
り
実
施
す
る
。
 

○
重
大
事
故
等

対
処
設
備
を
用
い
た
大
規
模
損
壊
対
応
 

添
付
３
 
１

．
１
（
２
）
教
育
訓
練
の
実
施
 
ア
.
 
力
量
の
付
与
の
た
め
 

の
教
育
訓
練
と
同
じ
。
な
お
，
大
規
模
損
壊
に
特
化
し
た
多
様
な
設
備
を

 

柔
軟
に
用
い
る
対
応
訓
練
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
。
 

 
ⅰ
．
現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
お
よ
び
監
視
 

 
ⅱ
．
中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
 

○
そ
の
他
の
大
規
模
損
壊
対
応
 

ａ
.
自
衛
消
防
隊
 

小
型
放
水
砲
，
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
お
よ
び
化
学
消
防
自
動
車
を

用
い

た
大

型
航

空
機

の
衝

突
に

よ
る

航
空

機
燃

料
火

災
を

想
定

し
た

泡

消
火
並
び
に
延
焼
防
止
の
た
め
の
消
火
訓
練
 

ｂ
.
緊
急
時
対
策
要
員
 

要
員
の
役
割
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
力
量
に
加
え
，
要
員
の
多
能
化
 

c
.
 
原
子
力
防
災
管
理
者
お
よ
び
そ
の
代
行
者
 

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
通

常
の

指
揮

命
令

系
統

が
機

能
し

な
い

場
合

等

の
事
象
を
想
定
し
た
個
別
の
教
育
訓
練
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

係
る

運
転

上
の

制
限

が
適

用
開

始
さ

れ
る
ま
で
，

大
規

模
損

壊
対

応
で

用
い

る
設

備
の

使
用

を
開

始
す

る
ま

で
ま

た
は

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る

要
員

を
新

た
に

設
定

す
る

ま
で

に
実
施
 

運
転
員
，
緊

急
時

対
策

要
員

お
よ

び
自

衛
消

防
隊

（
電

力
）
 

重
大

事
故

等
お

よ

び
大

規
模

損
壊

発

生
時

に
お

け
る

原

子
炉

施
設

の
保

全

の
た

め
の

活
動

に

関
す

る
業

務
の

補

助
を

行
う

者
（

中

電
環

境
テ

ク
ノ

ス
）
 

力
量
の
維

持
向
上
の

た
め
の
教

育
訓
練
 

一
般
 

緊
急

時
対

策
本

部
指

揮
者

等
に

よ
る

指
揮

命
令

系
統
教
育
訓
練
 

訓
練
 

大
規

模
損

壊
発

生
時

に
通

常
の

指
揮

命
令

系
統

が
機

能
し

な
い

場
合

等
の

事
象
を
想
定
し

，
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
 

１
回
／
年

以
上
 

緊
急

時
対

策
要
員
（
原

子
力

防
災

管
理

者
お

よ
び

そ
の

代
行
者
）
 

－
 

一
般
 

大
規

模
損

壊
等

発
生
時
（
小
型
放

水
砲
，
小
型
動
力

ポ
ン

プ
付

水
槽

車
お

よ
び

化
学

消
防

自
動

車
を

用
い
た
）
教
育
訓

練
 

訓
練
 

原
子

炉
建

物
お

よ
び

そ
の

周
辺

へ
の

航
空

機
衝

突
に

よ
る

揮
発

性
物

質
等

（
航
空
機
燃
料
・
軽
油
等
）
の
大
規
模
な
火
災
発
生
を
想
定
し
た
教
育
訓
練

 

・
航
空
機
衝
突
に
よ
る
初
期
消
火
お
よ
び
延
焼
防
止
 

１
回
／
年

以
上
 

自
衛

消
防

隊
（
電
力
）
 

重
大

事
故

等
お

よ

び
大

規
模

損
壊

発

生
時

に
お

け
る

原

子
炉

施
設

の
保

全

の
た

め
の

活
動

に

関
す

る
業

務
の

補

助
を

行
う

者
（

中

電
環

境
テ

ク
ノ

ス
）
 

一
般
 

現
場

で
の

可
搬

型
計

測
器

に
よ

る
パ

ラ
メ

ー
タ

計
測

お
よ

び
監

視
，
中
央
制
御
室

損
傷

時
の

通
信

連
絡

に
係

る
教

育
訓
練
 

訓
練
 

大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
中
央
制
御
室
で
の
監
視
お
よ
び
制
御
機
能

の
喪
失
を
想
定

し
た
教
育
訓
練
 

・
現
場
で
の
可

搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
お
よ
び
監
視
 

・
中
央
制
御
室

損
傷
時
の
通
信
連
絡
 

１
回
／
年

以
上
 

緊
急

時
対

策
要
員
（
運

転
補

助
要

員
）
 

－
 

教
育
訓
練
の
整
合
表

 
教
育
訓
練
補
足
説
明
資
料
９
（
８
／
９
）
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保
安

規
定
記

載
事
項
 

区
分
 

教
育
項
目
 

教
育

訓
練
 

実
施

す
る
教

育
訓
練
内

容
 

原
子

炉
設
置

変
更
許
可

申
請

書
 

設
置

許
可
基

準
規
則

の
関

連
条
項
 

頻
度
 

対
象

者
 

添
付

書
類
 

記
載

内
容
（

概
要
）
 

所
員
 

協
力

会
社
 

従
業

員
 

（
前
ペ
ー

ジ
よ
り
続
き
）
 

（
ア
）
自
衛
消
防
隊
に
対
す
る
以
下
の
操
作
の
教
育
訓
練
が
，
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

。
 

ａ
．

小
型
放
水

砲
，
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付

水
槽
車
お

よ
び
化
学
消
防

自
動
車
を

用
い

た
大
型
航
空
機
の
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
を
想
定
し
た
泡
消
火
な
ら
び

に
延
焼
防
止
の
た
め
の
消
火
訓
練
 

（
イ
）
緊
急
時

対
策
要
員

に
つ
い
て
は
，

要
員
の
役

割
に
応
じ
て
付

与
さ
れ
る

力
量
に

加
え
，
要
員
の
多
能
化
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

（
ウ
）
原
子
力

防
災
管
理

者
お
よ
び
そ
の

代
行
者
を

対
象
に
，
大
規

模
損
壊
発

生
時
に

通
常
の

指
揮

命
令
系

統
が

機
能
し

な
い

場
合
等

の
事

象
を
想

定
し

た
個
別

の
教

育
訓
練
を
，
年
１
回
以
上
実
施
す
る
。
 

ウ
．

技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
 

課
長
（
技
術

）
は
，
技

術
的
能
力
を
満

足
す
る
こ

と
を
確
認
す
る

た
め
の
訓

練
の

実
施
計
画
を
作
成
し
，
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認

を
得
て
，
所
長
の
承
認
を

得

る
。
 

課
長
（
技
術

）
は
，
緊

急
時
対
策
要
員

に
対
し
，

大
規
模
損
壊
発

生
時
に
必

要
な

措
置
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
技
術
的
能
力
を
満

足
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

た

め
の
以
下
の
訓
練
に
つ
い
て
，
手
順
書
に
基
づ
き
実
施
す
る
。
 

（
ア
）
大
規
模

損
壊
発
生

時
の
プ
ラ
ン
ト

状
況
の
把

握
，
情
報
収
集

，
的
確
な

対
応
操

作
の
選

択
お

よ
び
指

揮
者

等
と
各

要
員

と
の
連

携
を

含
め
た

実
効

性
等
を

確
認

す
る
た
め
の
総
合
的
な
訓
練
に
つ
い
て
，
任
意
の
指
揮
者
等
を
対
象

※
に
年
１
回

以
上
実
施
す
る
。
 

※
毎
年
特
定
の
者
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

 

技
術
的
能

力
の
確
認

訓
練
 

一
般
 

大
規

模
損

壊
発

生
時

の
対

応
に

係
る

総
合

的
な

訓
練
 

訓
練
 

「
保

安
規

定
 
第

１
７

条
の

８
，

添
付

３
」

に
基

づ
き

，
大

規
模

損
壊

発
生

時
の
プ
ラ
ン
ト
状
況
の
把
握
，
情
報
収
集
，
的
確
な

対
応
操
作
の
選
択
お
よ

び
指
揮
者
等
と
各
要
員
と
の
連
携
を
含
め
た
総
合
的
な
訓
練
を
実
施
す
る
。
 

 

１
回
／
年

以
上
 

原
子

力
防

災
管

理
者

お
よ

び
そ

の
代

行
者

を
含

む
緊

急
時

対
策

要
員
，
自
衛

消
防
隊
（
電

力
）
で
構
成

さ
れ

る
任

意
の
班
 

重
大

事
故

等
お

よ

び
大

規
模

損
壊

発

生
時

に
お

け
る

原

子
炉

施
設

の
保

全

の
た

め
の

活
動

に

関
す

る
業

務
の

補

助
を

行
う

者
（

中

電
環

境
テ

ク
ノ

ス
，
ア
ト
ッ
ク
ス
）
 

（
緊
急
時

訓
練
）
 

第
１
１
１

条
 
課
長
（
技
術
）
は
，
原
子
力
防
災
組
織
の
要
員
に
対
し
て
，
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
総
合
的
な
訓
練
を
毎
年
度
１
回
以

上
実
施
し
，
所
長
に
報
告
す
る
。
 

一
般
 

原
子

力
防

災
訓

練
（

緊
急

時
演

習
）
 

訓
練
 

原
子

力
災

害
発

生
時

に
発

電
所

と
し

て
対

処
す

べ
き

必
要

事
項

の
処

置
並

び
に

原
子

力
防

災
組

織
が

あ
ら

か
じ

め
定

め
ら

れ
た

機
能

を
有

効
に

発
揮

で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
，
訓
練
に
使
用
す
る
規
定
文
書
（
緊
急
時

の
措
置
要
領
等
）
の
内
容
確
認
を
行
う
。
 

八
 

1
0
.
1
1
 
通
信
連
絡
設
備
 

1
0
.
1
1
.
1
 
通
常
運
転
時
等
 

1
0
.
1
1
.
1
.
6
 
手
順
等
 

(
3
)
 
社
内
外
の
関
係
先
へ
，
的
確
か
つ
迅
速
に
通
報
連
絡
が
で
き
る
よ
う
，
原
子
力
防
災
訓
練
等
を
定
期
的
に

実
施
す
る
。
 

第
３
５
条
 

通
信
連

絡
設
備
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

－
 

核
物
質
防

護
基
準
に
基
づ
き
整
理
 

核
物

質
防

護
教

育
 

教
育
 

・
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

遮
断
措
置
に
係
る
教
育
お
よ
び
侵
入
防
止
お
よ
び

出
入
管
理
に
関
す
る
教
育
 

八
 

1
.
1
.
1
 
安
全
設
計
の
基
本
方
針
 

1
.
1
.
1
.
5
 
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
防
止
 

（
3
)
 
手
順
等
 

a
.
発
電
用
原
子
炉
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
う
ち
，
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
含
む
。
）

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的
に

，
発
電

用
原

子
炉

施
設
及

び
特
定

核
燃

料
物

質
の
防

護
の
た

め
に

必
要

な
設

備
又

は
装

置
の

操
作

に
係
る

情
報
シ

ス
テ

ム
に

お
い
て

，
核
物

質
防

護
対

策
と
し

て
，
電

気
通

信
回

線
を

通
じ
た
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
措
置
を
実
施
す
る
。
 

・
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
措
置
に
つ
い
て
は
，
予
め
手
順
を
整
備
し
，
的
確
に
実
施
す
る
。
 

・
外

部
か

ら
の

ア
ク

セ
ス
遮

断
措

置
に

係
る

設
備

の
機

能
を

維
持

す
る

た
め

，
保

守
の

計
画

に
基

づ
き

適
切

に
保
守
管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

・
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
遮
断
措
置
に
係
る
教
育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

b
.
発
電
用
原
子
炉
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
う
ち
，
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
含
む
。
）

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的
に

，
発
電

用
原

子
炉

施
設
及

び
特
定

核
燃

料
物

質
の
防

護
の
た

め
に

必
要

な
設

備
又

は
装

置
の

操
作

に
係
る

情
報
シ

ス
テ

ム
に

お
い
て

，
核
物

質
防

護
対

策
と
し

て
，
侵

入
防

止
及

び
出

入
管

理
を

実
施

す
る

。
侵
入

防
止
及

び
出

入
管

理
は
，

区
域
の

設
定

，
人

の
容
易

な
侵
入

を
防

止
で

き
る

柵
，

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

り
の
壁

等
に

よ
る

防
護
，

探
知
施

設
に

よ
る

集
中
監

視
，
外

部
と

の
通

信
連

絡
，
物
品
の
持
込
み
点
検
並
び
に
警
備
員
に
よ
る
監
視
及
び
巡
視
を
行
う
。
 

・
侵
入
防
止
及
び
出
入
管
理
に
つ
い
て
は
，
予
め
手
順
を
整
備
し
，
的
確
に
実
施
す
る
。
 

・
侵

入
防

止
及

び
出

入
管
理

に
係

る
設

備
の

機
能

を
維

持
す

る
た

め
，

保
守

の
計

画
に

基
づ

き
適

切
に

保
守

管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
 

・
侵
入
防
止
及
び
出
入
管
理
に
係
る
教
育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
 

第
７
条
 

発
電

用

原
子

炉

施
設

へ

の
人

の

不
法

な

侵
入

等

の
防
止
 

１
回
／
年

以
上
 

全
所
員
 

 

教
育
訓
練
補
足
説

明
資
料
９
（
９
／
９
）

 
教
育
訓
練
の
整
合
表
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重大事故等に係る成立性確認訓練について 

 

１．要員が検証として行う訓練（成立性確認訓練） 

（１）技術的能力に係る成立性確認訓練 

技術的能力に係る審査基準で要求される１９の手順のうち，有効性評価において期待す

る現場個別手順について，役割に応じ必要な手順の訓練を実施する。 

（２）重要事故シーケンスによる確認 

全てのシーケンスと１９の手順を網羅的に検証ができる重要事故シーケンスを選定し，

以下の成立性を確認する。 

ａ．中央制御室主体の操作に係る成立性確認訓練 

中央制御室主体の操作に係る重要事故シーケンスの網羅性を考慮し整理した重要事

故シーケンスを対象に実施する。 

ｂ．現場主体の操作・作業に係る成立性確認机上訓練 

現場主体の操作・作業に係る重要事故シーケンスの網羅性を考慮し整理した重要事故

シーケンスを対象に机上訓練を実施する。 

ｃ．現場シーケンス訓練 

全ての重要事故シーケンスと１９の手順を網羅的に検証できる重要事故シーケンス

を対象に代表班で実施する。 

 

以上の訓練について添付資料「成立性確認訓練について」のとおり実施する。 

教育訓練補足説明資料１０ 
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成
立
性
確
認
訓
練
に
つ
い
て
 

 

訓
 練

 項
 目

 

訓
 練

 対
 象

 

訓
 練

 内
 容

 
対

 象
 範

 囲
 

検
 証

 内
 容

 
留

 意
 事

 項
 

詳
細
資
料
 

運
転
員
 

緊
急
時

対
策
要

員
 

技
術

的
能

力
に

係
る

成
立

性
確

認
訓

練
 

○
 

○
 

技
術

的
能

力
に

示
す

有
効

性
評

価
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

係
る

対
応

手
段

を
対

象
に

，
役

割
に

応
じ

た
訓
練
を

実
施

 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

の
う

ち
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
用

い
る

現
場

対
応

手
段

 

・
手

順
書
に

従
い
，
必

要
な
要

員
数

で
想

定
時

間
内

に
対

応
で

き
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

・
原

則
と
し

て
実
働
（

モ
ッ
ク

ア
ッ

プ
含
む

。）
に

て
実
施

。
 

・
必

要
に
よ

り
模
擬

操
作
，
ス

キ
ッ

プ
，
短
縮

を
行
う
。
 

・
長

時
間
に

及
ぶ
作

業
は
，
必

要
に

よ
り
分
割

し
て
実
施

す
る
。
 

資
料
－
１
 

シ ー ケ ン ス 訓 練 （ 有 効 性 評 価 ） 

中
央

制
御

室
主

体
の

操
作

に
係

る
成

立
性

確
認

訓
練

 

○
 

－
 

中
央

制
御

室
主

体
の

操
作

に
係

る
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
対

象
に

，
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

使
用

し
，

役
割

に
応

じ
た

訓
練

を
実

施
 

全
て

の
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
整

理
し

た
以

下
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
 

3
.
1
.1
 
高

圧
・

低
圧

注
水

機
能

喪
失

 
3
.
1
.2
 
高

圧
注

水
・

減
圧

機
能

喪
失

 
3
.
1
.3
 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
 

3
.
1
.4
 
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
取

水
機

能
が

喪
失

し
た

場
合

）
 

3
.
1
.5
 
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

 
3
.
1
.7
 
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
（

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

）
 

3
.
2
.1
 

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
し

な
い

場
合

 
3
.
2
.2
 

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
 

・
手

順
書
に

従
い
，
有

効
性
評

価
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

成
立

性
確

認
ポ

イ
ン

ト
（

解
析
条

件
の
う

ち
操
作

条
件
）
を
満

足
で
き

る
こ
と

を
確
認
す

る
。
 

・
シ

ミ
ュ
レ

ー
タ
の

模
擬
限

界
を
考

慮
し

，
訓
練

が
成
立

す
る
範

囲
で

実
施
す
る

。
 

資
料
－
２
 

現
場

主
体

の
操

作
・
作

業
に

係
る

成
立

性
確

認
机

上
訓

練
 

－
 

○
 

現
場

主
体

の
操

作
に

係
る

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

対
象

に
，

図
上

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
役

割
に

応
じ
た
訓

練
を
実

施
 

全
て

の
現

場
主

体
の

作
業

・
操

作
に

係
る

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
整

理
し

た
以

下
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
 

3
.
1
.3
 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｐ

）
 

3
.
2
.1
 

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
す

る
場

合
 

3
.
2
.1
 

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
し

な
い

場
合

 
3
.
3
.2

 
燃

料
プ

ー
ル

に
お

け
る

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
（

想
定

事
故

２
）

 

・
手

順
書
に

従
い
，
関

係
す
る

要
員

が
的

確
に

対
応

で
き

る
こ
と
を

確
認
す
る

。
 

 
資

料
－
３
 

全
体

成
立

性
確

認
訓

練
（

１
シ

ー
ケ

ン
ス

）
 

○
 

○
 

全
て

の
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
１

９
の

手
順

を
網

羅
的

に
検

証
で

き
る

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

対
象

に
，

役
割

に
応

じ
た

訓
練
を
実

施
 

全
て

の
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
１

９
の

手
順

を
網

羅
的

に
検

証
で

き
る

以
下

の
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

 
3
.
1
.3
 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｐ

）
 

3
.
2
.1
 

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
す

る
場

合
 

3
.
2
.1
 

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
し

な
い

場
合

 
3
.
3
.2

 
燃

料
プ

ー
ル

に
お

け
る

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

故
（

想
定

事
故

２
）

 

・
手

順
書
に

従
い
，
必

要
な
要

員
数
で
，
有

効
性
評

価
の
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
成

立
性
確
認

ポ
イ
ン
ト
（

解
析

結
果

に
影

響
す

る
重

要
な

ポ
イ
ン
ト
）
に
お
け

る
制
限

時
間

内
に

作
業

が
完

了
で

き
る
こ
と

を
確
認
す

る
。
 

・
原
則
と

し
て
実
時

間
に
て

実
施
。
 

た
だ
し

，
長
時

間
を

要
す
る

こ
と

か
ら
分
割

し
て
実
施

す
る
。
 

・
原

則
と
し

て
実
働
（

モ
ッ
ク

ア
ッ

プ
含
む

。）
に

て
実
施

。
 

・
必

要
に

よ
り

模
擬

操
作

に
て

行
う

。
 

資
料
－
４
 

添付資料 
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技術的能力に示す有効性評価の重要事故シーケンスに係る対応手段の成立性確認について 

 

１．目的 

技術的能力手順のうち有効性評価の重要事故シーケンスで用いる現場対応手段が，想定時

間内に実施できることを確認する。 

 

２．対象範囲 

（１）技術的能力手順のうち有効性評価の重要事故シーケンスに用いる現場対応手段（別紙１） 

（２）訓練対象者 

ａ．運転員 

ｂ．緊急時対策要員 

 

３．実施頻度 

対象となる訓練項目を年１回実施する。 

 

４．実施方法 

（１）基本事項 

運転員と緊急時対策要員が別々に実施する。 

ａ．役割に応じ，必要な要員数により各種手順書に従って訓練を実施する。 

ｂ．訓練は，原則実働（モックアップを含む。）にて実施する。 

ｃ．訓練の実施にあたっては，要員間（運転員と緊急時対策要員間等）の連絡を密に行う

ことも重要な要素であることから，要員間の連携を考慮（運転員への報告等を模擬）

した訓練とする。 

（２）配慮事項 

ａ．模擬操作 

弁の開閉操作，水中ポンプの海水への投入，燃料の給油および機器の起動操作等によ

り原子炉施設の系統や設備に悪影響を与えるものおよび訓練により設備が損傷または

劣化を促進するおそれのあるもの等については，模擬操作にて対応する。 

ｂ．スキップ 

他の要員による作業・操作待ち，タンクからのタンクローリへの燃料補給・移送およ

び機器への給油待ちやモックアップによる訓練時の移動時間等については，連携の訓練

を確実に行うことにより，待ち時間をスキップし，合理的に訓練を行う。 

ｃ．繰り返し作業について（短縮） 

ホース敷設，可搬ポンプ設置については，同じ作業の繰り返しであるため，一部の一

連時間を測定し，その時間をもとに全ての作業時間を算出する。（添付資料１） 

ｄ．分割 

原則，訓練は一連で実施することとするが，長時間を要する訓練については分割して

実施することができる。 

資料－１ 
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５．成立性確認方法 

手順書に従い必要要員数により想定される時間内に，作業が終了できることを確認する。 

なお，時間については，各種作業の手順書に従った訓練結果を基に算出された作業時間と，

保安規定 添付３ 表２０に示す対応手段ごとの想定時間を比較し時間内に終えているか評価

する。（添付資料２） 

以上 
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ホース敷設，可搬ポンプ設置作業について（短縮） 

 

１．基本方針 

ホース敷設および可搬ポンプ設置については，同じ作業の繰り返しであるため，一部の一

連時間を測定し，その時間をもとに全ての作業時間を算出する。 

 

２．ホース敷設，可搬ポンプ設置について 

（１）ホース敷設作業については，ホースの敷設・接続部の増し締めなどの繰り返し作業を行

う。 

（２）訓練においては，作業単位を明確にした上で，その作業単位に対する訓練を実施して時

間測定を行い，測定時間に全体の敷設数から求めた繰り返し作業回数を乗じた時間を算出

する。なお，作業箇所については，ホース敷設経路の中で作業条件の一番厳しい箇所を選

定して実施する。 

 

概要図 

 

 

 

 

ホースを敷設する場合，実線部のホース３本を敷設し，４本目のホースの接続箇

所の増締めを含む接続作業をホース３本の敷設時間とし，ホース本数・長さより

全数行った作業の訓練時間と算出する。 

 

・訓練時間算出方法（ホース敷設時間） 

ホース敷設時間：３本敷設した訓練時間（作業時間）×５セット 

 
以上 

 

添付資料１ 

１５本 接続口へ 
② ③ ① 
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訓練項目の重複を踏まえた成立性評価について 

 

１．概要 

技術的能力手順のうち有効性評価の重要事故シーケンスで用いる現場対応手段には，重複

する手順（訓練項目）が含まれることから，その訓練方法および評価についての考え方を示

す。 

 

２．該当する対応手段および具体的な訓練方法 

（１）大量送水車を用いた各種給水手段 

ａ．大量送水車による格納容器代替スプレイ 

ｂ．大量送水車による燃料プールへの注水 

ｃ．大量送水車による低圧原子炉代替注水槽への補給 

＜訓練方法＞ 

大量送水車を用いた注水等については，大量送水車に接続されたホースを敷設し，各注

水箇所へ実施する。 

第１図に示すａ．～ｃ．の手段の大量送水車健全性確認，移動・配置，送水準備および

送水は共通部分である。 

  

第１図は，次頁。

 

 

 

 

添付資料２（１／３） 
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技術的能力手順のうち有効性評価の重要事故シーケンスに用いる現場対応手段 

 

保安規定 
（表２０） 
操作手順No 

対応手段 運転員 
緊急時 

対策要員 

３ 

可搬型直流電源設備による主蒸気逃がし安全弁開放

（常設代替直流電源設備による復旧） 
◯ － 

代替交流電源設備による復旧 ◯ － 

インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時の対応

（現場での隔離操作） 
◯ － 

４ 
低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉の冷

却（全交流動力電源が喪失している場合） 
◯ ◯ 

５ 

原子炉補機代替冷却系による除熱 ◯ ◯ 

格納容器フィルタベント系による格納容器内の減圧

および除熱 
◯ ◯ 

６ 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器

内の冷却（交流電源が確保されている場合） 
◯ ◯ 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器

内の冷却（全交流動力電源が喪失している場合） 
◯ ◯ 

７ 

残留熱代替除去系使用時における原子炉補機代替冷

却系による補機冷却水確保 
◯ ◯ 

格納容器フィルタベント系による格納容器内の減圧

および除熱 
◯ ◯ 

８ 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器

下部への注水 
◯ ◯ 

ペデスタル代替注水系（可搬型）による格納容器下

部への注水 
◯ ◯ 

９ 
可搬式窒素供給装置による格納容器への窒素ガス供

給 
－ ◯ 

１１ 
燃料プールスプレイ系（可搬型スプレイノズル）に

よる燃料プールへの注水 
－ ◯ 

１３ 

サプレッションチェンバを水源とした格納容器内の

減圧および除熱（残留熱代替除去系使用時における

原子炉補機代替冷却系による除熱） 

◯ ◯ 

輪谷貯水槽（西１）および輪谷貯水槽（西２）を水

源とした原子炉圧力容器への注水（低圧原子炉代替

注水系（可搬型）による注水） 

◯ ◯ 

輪谷貯水槽（西１）および輪谷貯水槽（西２）を水

源とした格納容器内の冷却（格納容器代替スプレイ

系（可搬型）による冷却） 

◯ ◯ 

 
 

別紙１ 
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保安規定 
（表２０） 
操作手順No 

対応手段 運転員 
緊急時 

対策要員 

１３ 

輪谷貯水槽（西１）および輪谷貯水槽（西２）を水

源とした格納容器下部への注水（格納容器代替スプ

レイ系（可搬型）による注水） 

◯ ◯ 

輪谷貯水槽（西１）および輪谷貯水槽（西２）を水

源とした格納容器下部への注水（ペデスタル代替注

水系（可搬型）による注水） 

◯ ◯ 

輪谷貯水槽（西１）および輪谷貯水槽（西２）を水

源とした燃料プールへの注水／スプレイ（燃料プー

ルスプレイ系（可搬型スプレイノズル）による注水） 

－ ◯ 

海を水源とした最終ヒートシンク（海）への代替熱

輸送（原子炉補機代替冷却系による除熱） 
◯ ◯ 

輪谷貯水槽（西１）および輪谷貯水槽（西２）を水

源とした大量送水車による低圧原子炉代替注水槽へ

の補給 

－ ◯ 

１４ 

常設代替交流電源設備による給電（非常用交流高圧

電源母線Ｂ系受電） 
◯ － 

常設代替交流電源設備による給電（非常用交流高圧

電源母線Ａ系受電） 
◯ － 

所内常設蓄電式直流電源設備による給電（Ｂ－115V

系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ）への受電

切替え） 

◯ － 

燃料補給設備による給油（非常用ディーゼル発電機

燃料貯蔵タンク等からタンクローリへの補給） 
－ ◯ 

燃料補給設備による給油（タンクローリから各機器

等への給油） 
－ ◯ 

１５ 
設計基準事故対処設備と重大事故等対処設備を兼用

する計装設備への給電 
◯ － 

１６ 
炉心損傷の判断時の中央制御室換気系加圧運転手順 ◯ － 

中央制御室待避室の準備手順 ◯ － 
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重大事故等対応に係るシミュレータ訓練における成立性確認について 

 

１．目的 

有効性評価の重要事故シーケンスのうち，中央制御室操作を主体とした重要事故シーケン

スに対して，シミュレータ訓練を実施し，適切に対応できることを確認する。 

 

２．対象範囲 

（１）対象シーケンス 

設置変更許可申請書に示した有効性評価の重要事故シーケンスにおいて，類似性および

網羅性の観点から選定したシーケンスを対象とする。（第１表） 

（２）対象者 

運転員 

 

３．実施頻度 

対象となる重要事故シーケンスについて，年１回実施する。 

 

４．実施方法 

当直班毎に，シミュレータを用いて有効性評価の重要事故シーケンスについて対応訓練を

実施する。具体的には，第１表に示すとおり「技術的能力対応手段と有効性評価比較表」で

示す有効性評価上考慮する対応手段のうち，中央制御室における操作について成立性の確認

を実施する。 

（１）シミュレータに入力する事故条件は，原則安全解析の事故条件を入力し訓練を実施する。 

（２）シミュレータ上で模擬できない部分の情報や訓練の方法について，あらかじめ対応（訓

練に対する約束）を定め，訓練開始前までに運転員に周知する。 

（３）訓練では，パラメータ等のプラント挙動から操作手順書に従い対応できることを確認す

る。 

（４）成立性確認は，運転操作が解析上の操作条件を満足できることを確認する。 

 

５．成立性確認内容 

中央制御室主体の操作に係る重要事故シーケンスについて，操作手順書に従い，有効性評

価の成立性確認ポイント（解析上の操作条件）を満足できること，および指揮者の指示に対

し操作者が適切に対応し報告することにより連携が図られていることを確認する。 

以上 

資料－２ 

32



 

 

第
１
表
 
技
術
的
能
力
対
応
手
段
と
有
効
性
評
価
 
比

較
表

 

1
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3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

原 子 炉 再 循 環 ポ ン プ 停 止 に よ る 原 子

炉 出 力 抑 制

自 動 減 圧 系 等 の 起 動 阻 止 ス イ ッ チ に

よ る 原 子 炉 出 力 急 上 昇 防 止

ほ う 酸 水 注 入

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 低 下 操 作 に

よ る 原 子 炉 出 力 抑 制

中 央 制 御 室 か ら の 高 圧 原 子 炉 代 替 注

水 系 起 動

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 に よ る 原 子 炉 圧

力 容 器 へ の 注 水 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

高 圧 炉 心 ス プ レ イ 系 に よ る 原 子 炉 圧

力 容 器 へ の 注 水 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

減 圧 の 自 動 化

可 搬 型 直 流 電 源 設 備 に よ る 逃 が し 安

全 弁 開 放 （ 常 設 代 替 直 流 電 源 設 備 に

よ る 復 旧 ）

代 替 交 流 電 源 設 備 に よ る 復 旧

炉 心 損 傷 時 に お け る 高 圧 溶 融 物 放 出

／ 格 納 容 器 雰 囲 気 直 接 加 熱 を 防 止 す

る 手 順

イ ン タ ー フ ェ イ ス シ ス テ ム Ｌ Ｏ Ｃ Ａ

発 生 時 の 対 応 手 順

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 常 設 ） に よ

る 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ） に

よ る 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 （ 淡 水

／ 海 水 ）

残 留 熱 除 去 系 （ 低 圧 注 水 モ ー ド ） 電

源 復 旧 後 の 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水

残 留 熱 除 去 系 （ 原 子 炉 停 止 時 冷 却

モ ー ド ） 電 源 復 旧 後 の 発 電 用 原 子 炉

か ら の 除 熱

残 留 熱 除 去 系 （ 低 圧 注 水 モ ー ド ） に

よ る 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 （ 設 計

基 準 拡 張 ）

残 留 熱 除 去 系 （ 原 子 炉 停 止 時 冷 却

モ ー ド ） に よ る 発 電 用 原 子 炉 か ら の

除 熱 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系 に よ る 原

子 炉 格 納 容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

原 子 炉 補 機 代 替 冷 却 系 に よ る 除 熱

原 子 炉 補 機 冷 却 系 （ 原 子 炉 補 機 海 水

系 を 含 む 。 ） に よ る 除 熱 （ 設 計 基 準

拡 張 ）

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ）

に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 内 へ の ス プ レ

イ （ 淡 水 ／ 海 水 ）

残 留 熱 除 去 系 （ 格 納 容 器 冷 却 モ ー

ド ） 電 源 復 旧 後 の 原 子 炉 格 納 容 器 内

へ の ス プ レ イ

残 留 熱 除 去 系 （ サ プ レ ッ シ ョ ン ・

プ ー ル 冷 却 モ ー ド ） 電 源 復 旧 後 の サ

プ レ ッ シ ョ ン ・ プ ー ル 水 の 除 熱

残 留 熱 除 去 系 （ サ プ レ ッ シ ョ ン ・

プ ー ル 冷 却 モ ー ド ） に よ る サ プ レ ッ

シ ョ ン ・ プ ー ル 水 の 除 熱 （ 設 計 基 準

拡 張 ）
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2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

残 留 熱 代 替 除 去 系 に よ る 原 子 炉 格 納

容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

残 留 熱 代 替 除 去 系 使 用 時 に お け る 原

子 炉 補 機 代 替 冷 却 系 に よ る 補 機 冷 却

水 確 保

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系 に よ る 原

子 炉 格 納 容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ）

に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 注 水

（ 淡 水 ／ 海 水 ）

ペ デ ス タ ル 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ） に

よ る 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 注 水

（ 淡 水 ／ 海 水 ）

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 常 設 ） に よ

る 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水

発 電 用 原 子 炉 運 転 中 の 原 子 炉 格 納 容

器 内 の 不 活 性 化

可 搬 式 窒 素 供 給 装 置 に よ る 原 子 炉 格

納 容 器 へ の 窒 素 ガ ス 供 給

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 素 濃 度 及 び 酸

素 濃 度 の 監 視

燃 料 プ ー ル ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ス プ

レ イ ノ ズ ル ） に よ る 燃 料 プ ー ル へ の

注 水 （ 淡 水 ／ 海 水 ）

燃 料 プ ー ル 漏 え い 抑 制

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 高 圧 時

の サ プ レ ッ シ ョ ン ・ チ ェ ン バ を 水 源

と し た 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時

の サ プ レ ッ シ ョ ン ・ チ ェ ン バ を 水 源

と し た 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水

サ プ レ ッ シ ョ ン ・ チ ェ ン バ を 水 源 と

し た 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 除 熱

サ プ レ ッ シ ョ ン ・ チ ェ ン バ を 水 源 と

し た 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 及 び 原

子 炉 格 納 容 器 内 の 除 熱

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時

の 低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 槽 を 水 源 と し

た 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 送 水

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時

の 輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水

槽 （ 西 ２ ） を 水 源 と し た 原 子 炉 圧 力

容 器 へ の 注 水

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 原 子 炉 格 納 容

器 内 の 冷 却

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 原 子 炉 格 納 容

器 下 部 へ の 注 水

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 燃 料 プ ー ル へ

の 注 水 ／ ス プ レ イ

海 を 水 源 と し た 原 子 炉 補 機 冷 却 系

（ 原 子 炉 補 機 海 水 系 を 含 む 。 ） に よ

る 冷 却 水 の 確 保

海 を 水 源 と し た 最 終 ヒ ー ト シ ン ク

（ 海 ） へ の 代 替 熱 輸 送

ほ う 酸 水 貯 蔵 タ ン ク を 水 源 と し た 原

子 炉 圧 力 容 器 へ の ほ う 酸 水 注 入

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 低 圧 原 子 炉 代

替 注 水 槽 へ の 補 給 （ 淡 水 ／ 海 水 ）

外 部 水 源 か ら 内 部 水 源 へ の 切 替 え

※
2
5

※
2
6

※
2
8

※
2
9

※
3
6

※
3
7

※
4
0

※
4
3

3
.1

.1
高

圧
・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
●

●
●

●

3
.1

.2
高

圧
注

水
・
減

圧
機

能
喪

失
※

3
2

●
●

●

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
（
長

期
T

B
）

●
●

●
●

●
●

●
●

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
※

3
0

●
●

●
●

●
●

●
※

4
4

●

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
（
Ｔ

Ｂ
Ｄ

）
●

●
●

●
●

●
●

●

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
（
Ｔ

Ｂ
Ｐ

）
●

●
●

●
●

●
●

●

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失
（
取

水
機

能
が

喪
失

し
た

場
合

）
●

●
●

※
4
2

●

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失
（
残

留
熱

除
去

系
が

故
障

し
た

場
合

）
●

●
●

●
●

3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

※
3
1

●
※

3
3

●
※

4
1

●
●

3
.1

.6
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
時

注
水

機
能

喪
失

●
●

●
●

3
.1

.7
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
（
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）

●
●

●

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

す
る

場
合

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
●

※
2
4

●
※

2
7

●
※

3
5

●
●

※
3
8

●
●

3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

※
2
0

●
※

2
1

●
※

2
2

●
※

2
3

●
●

●
※

3
4

●
●

※
3
9

●
●

※
4
5

●

3
.2

.3
原

子
炉

圧
力

容
器

外
の

溶
融

燃
料

－
冷

却
材

相
互

作
用

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

3
.2

.4
水

素
燃

焼
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

3
.2

.5
溶

融
炉

心
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
相

互
作

用
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

3
.3

.1
想

定
事

故
１

●
●

●

3
.3

.2
想

定
事

故
２

●
●

●
●

3
.4

.1
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

●
●

3
.4

.2
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

●
●

●
●

3
.4

.3
原

子
炉

冷
却

材
の

流
出

●
●

3
.4

.4
反

応
度

の
誤

投
入

1
.1

1

運
転

停
止

中
の

原
子

炉
に

お
け

る
重

大
事

故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
故

運
転

中
の

原
子

炉
に

お
け

る
重

大
事

故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

3
.1

.3

3
.1

.4

運
転

中
の

原
子

炉
に

お
け

る
重

大
事

故

3
.2

.1

燃
料

プ
ー

ル
に

お
け

る
重

大
事

故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
故

1
.7

1
.8

1
.9

1
.1

3

　
　

●
　

：
有

効
性

評
価

の
解

析
上

考
慮

し
て

い
る

　
　

●
　

：
有

効
性

評
価

の
解

析
上

考
慮

し
て

い
る

　
　

　
　

　
　

（
成

立
性

確
認

実
施

す
る

も
の

）
　 　

　
　

　
 ：

中
央

制
御

室
主

体
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
　 　

　
　

　
 ：

手
順

が
包

絡
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す

　
　

※
　

：
対

象
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
選

定
理

由
　

　
　

　
　

　
（
表

３
枚

目
右

側
備

考
に

記
載

）

　
　

　
　

 ：
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

用
い

な
い

又
は

通
常

時
の

運
転

操
作

手
順

　
　

　
　

 ：
他

の
手

順
と

同
様

の
操

作
で

あ
る

も
の

　
　

　
　

　
　

（
矢

印
で

示
す

同
じ

番
号

の
も

の
が

同
様

の
手

順
を

示
す

）

34



 

第
１
表
 
技
術
的
能
力
対
応
手
段
と
有
効
性
評
価
 
比
較
表

 

5
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5
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5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 に よ る Ｍ ／ Ｃ

Ｃ 系 及 び Ｍ ／ Ｃ 　 Ｄ 系 受 電

所 内 常 設 蓄 電 式 直 流 電 源 設 備 及 び 常

設 代 替 直 流 電 源 設 備 に よ る 給 電

ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 又 は 高 圧 発 電 機

車 に よ る Ｓ Ａ ロ ー ド セ ン タ 及 び Ｓ Ａ

コ ン ト ロ ー ル セ ン タ 受 電

ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 用 軽 油 タ ン ク 又

は 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 燃 料 貯 蔵

タ ン ク 等 か ら タ ン ク ロ ー リ へ の 補 給

タ ン ク ロ ー リ か ら 各 機 器 等 へ の 給 油

非 常 用 交 流 電 源 設 備 に よ る 給 電 （ 設

計 基 準 拡 張 ）

非 常 用 直 流 電 源 設 備 に よ る 給 電 （ 設

計 基 準 拡 張 ）

計 器 の 故 障 時 に 状 態 を 把 握 す る た め

の 手 段 （ 他 チ ャ ン ネ ル に よ る 計 測 ，

代 替 パ ラ メ ー タ に よ る 推 定 ）

計 器 電 源 が 喪 失 し た 場 合 の 手 段 （ 蓄

電 池 ， 代 替 電 源 （ 交 流 ， 直 流 ） か ら

の 給 電 ）

中 央 制 御 室 換 気 系 設 備 の 運 転 手 順 等

中 央 制 御 室 待 避 室 の 準 備 手 順

中 央 制 御 室 待 避 室 の 照 明 を 確 保 す る

手 順
中 央 制 御 室 待 避 室 で の プ ラ ン ト パ ラ

メ ー タ 監 視 装 置 に よ る プ ラ ン ト パ ラ

メ ー タ 等 の 監 視 手 順

非 常 用 ガ ス 処 理 系 に よ る 運 転 員 等 の

被 ば く 防 止 手 順
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使
用

し
な

い
場

合

※
4
6

●
●

※
4
8

●
●

●
●

●
●

※
5
5

●
●

●
●

※
5
9

●

3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

●
●

●
●

●
●

●
 

●
●

●
●

●

3
.2

.3
原

子
炉

圧
力

容
器

外
の

溶
融

燃
料

－
冷

却
材

相
互

作
用

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

3
.2

.4
水

素
燃

焼
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

3
.2

.5
溶

融
炉

心
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
相

互
作

用
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

3
.3

.1
想

定
事

故
１

●
●

●

3
.3

.2
想

定
事

故
２

●
●

●

3
.4

.1
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

●

3
.4

.2
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

●
●

●
●

●
●

●

3
.4

.3
原

子
炉

冷
却

材
の

流
出

●

3
.4

.4
反

応
度

の
誤

投
入

　
　

●
　

：
有

効
性

評
価

の
解

析
上

考
慮

し
て

い
る

　
　

●
　

：
有

効
性

評
価

の
解

析
上

考
慮

し
て

い
る

　
　

　
　

　
　

（
成

立
性

確
認

実
施

す
る

も
の

）
　 　

　
　

　
 ：

中
央

制
御

室
主

体
の

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
　 　

　
　

　
 ：

手
順

が
包

絡
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
示

す

　
　

※
　

：
対

象
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
選

定
理

由
　

　
　

　
　

　
（
表

３
枚

目
右

側
備

考
に

記
載

）

　
　

　
　

 ：
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

用
い

な
い

又
は

通
常

時
の

運
転

操
作

手
順

　
　

　
　

 ：
他

の
手

順
と

同
様

の
操

作
で

あ
る

も
の

　
　

　
　

　
　

（
矢

印
で

示
す

同
じ

番
号

の
も

の
が

同
様

の
手

順
を

示
す

）

3
.2

.1

燃
料

プ
ー

ル
に

お
け

る
重

大
事

故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
故

運
転

停
止

中
の

原
子

炉
に

お
け

る
重

大
事

故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
故

1
.1

4
1
.1

5
1
.1

6
【
備

考
】

※
１

：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.1

.3
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
２

：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

の
中

で
操

作
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

３
：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

の
中

で
操

作
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

４
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

５
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

６
：
訓

練
シ

ナ
リ
オ

と
し

て
有

効
な

シ
ナ

リ
オ

で
あ

る
3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

７
：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

の
中

で
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

操
作

の
網

羅
性

を
考

慮
し

，
3
.1

.1
高

圧
・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
に

て
　

　
　

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

８
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

９
：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

中
で

操
作

の
要

求
タ

イ
ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.4
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
取

水
機

能
が

喪
失

し
た

場
合

）
に

て
　

　
　

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

1
0
：
「
1
8
 残

留
熱

除
去

系
（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱
（
設

計
基

準
拡

張
）
」
と

類
似

し
た

操
作

で
あ

り
，

　
　

　
 3

.1
.2

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
1
：
プ

ラ
ン

ト
状

況
お

よ
び

操
作

の
網

羅
性

を
考

慮
し

，
3
.1

.2
高

圧
注

水
・
減

圧
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
2
：
プ

ラ
ン

ト
状

況
お

よ
び

操
作

の
網

羅
性

を
考

慮
し

，
3
.1

.2
高

圧
注

水
・
減

圧
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
3
：
操

作
内

容
と

し
て

は
同

様
で

あ
り

，
シ

ー
ケ

ン
ス

の
網

羅
性

を
考

慮
し

，
3
.1

.1
高

圧
・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
4
：
中

央
制

御
室

運
転

員
の

操
作

内
容

と
し

て
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.1

.4
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
取

水
機

能
が

　
　

　
 喪

失
し

た
場

合
）
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
5
：
対

応
手

段
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

1
6
：
操

作
内

容
と

し
て

は
同

様
で

あ
り

，
シ

ー
ケ

ン
ス

の
網

羅
性

を
考

慮
し

，
3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）

　
　

　
 残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
7
：
操

作
要

求
時

間
と

し
て

は
電

源
復

旧
後

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.1

.3
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
1
8
：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

の
中

で
操

作
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.4
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
取

水
機

能
が

喪
失

し
た

場
合

）
に

て
　

　
　

 成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

1
9
：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

の
中

で
操

作
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

2
0
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

2
1
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

2
2
：
訓

練
シ

ナ
リ
オ

と
し

て
有

効
な

シ
ナ

リ
オ

で
あ

る
3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

2
3
：
訓

練
シ

ナ
リ
オ

と
し

て
有

効
な

シ
ナ

リ
オ

で
あ

る
3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

2
4
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）

　
　

　
 残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
2
5
：
重

大
事

故
等

，
大

規
模

損
壊

時
の

操
作

で
は

な
く
プ

ラ
ン

ト
起

動
時

の
操

作
で

あ
り

プ
ラ

ン
ト
運

転
中

は
常

に
原

子
炉

格
納

容
器

は
不

活
性

化
し

て
い

る
た

め
，

　
　

　
 成

立
性

確
認

と
し

て
必

要
な

し
。

※
2
6
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

2
7
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）

　
　

　
 残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
2
8
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

2
9
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

3
0
：
「
5
 中

央
制

御
室

か
ら

の
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
起

動
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

3
.1

.3
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
に

て
　

　
　

 成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

3
1
：
「
6
 原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

（
設

計
基

準
拡

張
）
」
，

「
7
 高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

　
　

　
 注

水
（
設

計
基

準
拡

張
）
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

3
2
：
「
1
7
 残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（
設

計
基

準
拡

張
）
」
と

同
様

の
動

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

　
　

　
 3

.1
.2

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
3
3
：
「
2
5
 残

留
熱

除
去

系
（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

モ
ー

ド
）
に

よ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
の

除
熱

（
設

計
基

準
拡

張
）
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

　
　

　
 包

括
さ

れ
る

た
め

，
3
.1

.5
原

子
炉

停
止

機
能

喪
失

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

3
4
：
「
2
6
 残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
　

　
　

 格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
3
5
：
「
3
1
 低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

　
　

　
 静

的
負

荷
（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
3
6
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

3
7
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

3
8
：
「
2
2
 格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

（
淡

水
／

海
水

）
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

　
　

　
 3

.2
.1

雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
3
9
：
「
2
9
 格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
（
淡

水
／

海
水

）
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

　
　

　
 3

.2
.2

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
4
0
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

4
1
：
「
2
1
 原

子
炉

補
機

冷
却

系
（
原

子
炉

補
機

海
水

系
を

含
む

。
）
に

よ
る

除
熱

（
設

計
基

準
拡

張
）
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

　
　

　
 3

.1
.5

原
子

炉
停

止
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
4
2
：
「
2
0
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
に

よ
る

除
熱

」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

3
.1

.4
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
取

水
機

能
が

喪
失

し
た

　
　

　
 場

合
）
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
4
3
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

4
4
：
「
2
3
 残

留
熱

除
去

系
（
格

納
容

器
冷

却
モ

ー
ド

）
電

源
復

旧
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ
」
と

同
様

の
操

作
で

あ
り

包
括

さ
れ

る
た

め
，

　
　

　
 3

.1
.3

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
4
5
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.2
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

4
6
：
解

析
上

考
慮

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ケ

ン
ス

の
中

で
操

作
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
　

　
　

 破
損

）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
4
7
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

4
8
：
対

応
手

段
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
　

　
　

 場
合

に
て

成
立

性
確

認
を

実
施

。
※

4
9
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

5
0
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

5
1
：
対

応
手

段
の

要
求

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
い

3
.1

.2
高

圧
注

水
・
減

圧
機

能
喪

失
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
5
2
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

5
3
：
運

転
員

の
操

作
は

な
い

た
め

，
中

央
制

御
室

主
体

の
操

作
に

係
る

成
立

性
確

認
は

不
要

。
※

5
4
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

5
5
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）

　
　

　
 残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

※
5
6
：
現

場
操

作
に

対
す

る
成

立
性

確
認

で
あ

り
，

個
別

操
作

訓
練

に
て

実
施

。
※

5
7
：
中

央
制

御
室

内
で

の
対

応
で

あ
る

が
，

中
央

制
御

室
退

避
室

内
へ

照
明

を
設

置
す

る
手

順
で

あ
る

た
め

，
「
6
2
 中

央
制

御
室

退
避

室
の

準
備

手
順

」
に

　
　

　
 包

括
し

て
実

施
。

※
5
8
：
中

央
制

御
室

内
で

の
対

応
で

あ
る

が
，

中
央

制
御

室
退

避
室

内
で

パ
ラ

メ
ー

タ
監

視
装

置
を

起
動

す
る

手
順

で
あ

る
た

め
，

「
6
2
 中

央
制

御
室

退
避

室
の

　
　

　
 準

備
手

順
」
に

包
括

し
て

実
施

。
※

5
9
：
操

作
要

求
時

間
は

同
様

で
あ

り
，

シ
ー

ケ
ン

ス
の

網
羅

性
を

考
慮

し
，

3
.2

.1
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）

　
　

　
 残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
に

て
成

立
性

確
認

を
実

施
。

運
転

中
の

原
子

炉
に

お
け

る
重

大
事

故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

3
.1

.3

3
.1

.4

運
転

中
の

原
子

炉
に

お
け

る
重

大
事

故
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第１表（補足）重要事故シーケンスシミュレータ訓練実施内容整理表 

 

各重要事故シーケンスについて，シミュレータ装置により検証可能であることを，以下の表

により示す。 

対策 番号 重要事故シーケンス 対応操作の概要※ 

運転中の原子

炉における重

大事故に至る

おそれがある

事故 

3.1.1 高圧・低圧注水機能喪失 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，高圧注水機能および低圧注水機能が喪

失するため，常設代替交流電源設備および低圧原子炉代替注水系（常設）を

起動し，原子炉圧力を主蒸気逃がし安全弁にて減圧し，原子炉注水を実施す

る。水位回復後は原子炉水位レベル３～レベル８に維持する。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，格納容器圧力が格納容器スプ

レイ起動圧力に到達した場合は，格納容器ベント準備および格納容器代替ス

プレイ系（可搬型）による格納容器代替スプレイ準備を実施する。 

その後，サプレッション・プール水位が通常推移＋1.29mに到達した場合

は格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器代替スプレイを停止し，

炉心損傷がないことを確認して，格納容器ベントを実施する。 

上記対応操作のうち，格納容器ベント準備および格納容器代替スプレイ操

作については雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

残留熱代替除去系を使用しない場合にて同様の操作を実施するため，スキッ

プし訓練を実施する。 

3.1.2 高圧注水・減圧機能喪失 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，高圧注水機能が喪失し，原子炉自動減

圧機能が喪失した場合に代替自動減圧機能による原子炉の減圧を実施する。

その後，残留熱除去系低圧注水モードによる原子炉注水を実施し，原子炉水

位がレベル３～レベル８に維持可能であることを確認後，別系統の残留熱除

去系によるサプレッション・プール水冷却モード運転を開始する。 

 その後，シミュレータを原子炉停止時冷却モード運転開始可能なプラント

状態にスキップし，残留熱除去系による原子炉停止時冷却モード運転を実施

する。 

3.1.3 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ） 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔

離時冷却系が機能喪失しているため，高圧原子炉代替注水系による原子炉注

水，主蒸気逃がし安全弁による減圧および低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水を実施する。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，格納容器代替スプレイ系（可

搬型）による格納容器代替スプレイ準備を行う。 

その後，シミュレータを常設代替交流電源設備による非常用高圧母線受電

操作完了のプラント状態にスキップし，原子炉補機冷却系の起動，残留熱除

去系による低圧注水および格納容器スプレイを実施する。 

上記対応操作のうち，低圧原子炉代替注水系（可搬型）の準備，格納容器

代替スプレイ系（可搬型）準備および常設代替交流電源設備による非常用高

圧母線受電準備の現場操作については個別訓練にて実施する。また，常設代

替交流電源設備による非常用高圧母線受電操作については雰囲気圧力・温度

による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）残留熱代替除去系を使用しない

場合にて同様の操作を実施するため，スキップし訓練を実施する。 

3.1.4 
崩壊熱除去機能喪失（取水機

能が喪失した場合） 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

 本事象における対応操作の概要は，取水機能が喪失し，全交流動力電源が

喪失しているため，原子炉隔離時冷却系による原子炉注水，常設代替交流電

源設備による非常用高圧母線受電，原子炉補機海水系の機能喪失確認および

原子炉補機代替冷却系の準備を実施する。 

その後，シミュレータを原子炉補機代替冷却系の準備完了のプラント状態

にスキップし，残留熱除去系によるサプレッション・プール水冷却モードお

よび低圧注水モードを起動し，原子炉圧力を主蒸気逃がし安全弁にて減圧

後，原子炉注水を実施する。 

 上記対応操作のうち，常設代替交流電源設備による非常用高圧母線受電準

備および原子炉補機代替冷却系の準備の現場操作については個別訓練にて

実施する。 

3.1.5 原子炉停止機能喪失 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，原子炉がスクラムすべき状況にもかか

わらずスクラムされない場合に，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力

の低下・自動減圧起動阻止スイッチによる原子炉出力急上昇防止に続き，ほ

う酸水注入系を起動し，原子炉出力を低下させる。また，原子炉水位につい

ては原子炉隔離時冷却系および高圧炉心スプレイ系により原子炉水位をレ

ベル１Ｈ以上に回復させるが，原子炉出力を抑制するために低下した水位に

て水位調整を実施する。その後，主蒸気逃がし安全弁の作動によりサプレッ

ション・プール水温が上昇するため，残留熱除去系によるサプレッション・

プール水冷却モード運転を開始する。 
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対策 番号 重要事故シーケンス 対応操作の概要※ 

運転中の原子

炉における重

大事故に至る

おそれがある

事故 

3.1.7 
格納容器バイパス（インターフ

ェイスシステムＬＯＣＡ） 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，原子炉冷却材圧力バウンダリからの原

子炉冷却材の漏えいを原子炉棟放射線モニタ警報，床漏えい警報，火災警報

等でインターフェイスシステムＬＯＣＡを判断し，原子炉スクラムを実施す

る。その後，中央制御室からの隔離操作を実施するが，中央制御室からの隔

離については失敗を模擬する。 

漏えい量を抑制するために，主蒸気逃がし安全弁による減圧を実施し，原

子炉水位については高圧炉心スプレイ系にて水位回復後，原子炉水位レベル

２以上で低めに維持する。原子炉減圧実施により，サプレッション・プール

水温が上昇するため，健全な残留熱除去系によるサプレッション・プール水

冷却モード運転を開始する。また，漏えい水の温度抑制のため，原子炉圧力

が残留熱除去系による原子炉停止時冷却モード運転可能圧力および原子炉

水位の安定確認後，残留熱除去系による原子炉停止時冷却モード運転に切り

替える。 

漏えい停止操作としては現場操作による残留熱除去系注水弁全閉操作に

て隔離する。 

上記対応操作のうち，現場操作による残留熱除去系注水弁全閉操作につい

ては個別訓練にて実施する。 

運転中の原子

炉における重

大事故 

3.2.1 

雰囲気圧力・温度による静的負

荷（格納容器過圧・過温破損） 

残留熱代替除去系を使用しな

い場合 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，原子炉冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）

および全交流動力電源が喪失するため，常設代替交流電源設備および低圧原

子炉代替注水系（常設）を起動し，原子炉注水を開始する。炉心冠水確認後

は，崩壊熱相当量で原子炉注水を継続する。 

また，常設代替交流電源設備による非常用高圧母線受電操作完了後，中央

制御室居住性確保として非常用ガス処理系および中央制御室換気系を起動

する。その後，格納容器内の状態監視のため水素濃度および酸素濃度監視設

備を起動する。シミュレータをスキップし，格納容器圧力および温度が上昇

しているため，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器代替スプ

レイにて格納容器の冷却準備を実施する。再度シミュレータをスキップし，

中央制御室換気系運転モードの切替え，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による格納容器代替スプレイの停止，格納容器ベント操作を実施する。 

上記対応操作のうち，常設代替交流電源設備による非常用高圧母線受電準

備，中央制御室換気系系統構成の現場操作については個別訓練にて実施す

る。 

3.2.2 
高圧溶融物放出／格納容器雰

囲気直接加熱 

【シミュレータ訓練実施範囲】 

本事象における対応操作の概要は，全ての非常用炉心冷却系等が機能喪失

しているため，原子炉水位の低下が継続し，燃料棒有効長底部から燃料棒有

効長の20％上の位置到達により，主蒸気逃がし安全弁２弁による原子炉減圧

操作を実施する。 

 その後，シミュレータをスキップし，原子炉圧力容器下鏡温度300℃到達

を確認後，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器下部への注水

を実施する。再度シミュレータをスキップし，原子炉圧力容器破損を確認後，

ペデスタル代替注水系（可搬型）による格納容器下部への注水を実施する。

更にシミュレータをスキップし，原子炉補機代替冷却系起動後の冷却水流量

調整，残留熱代替除去系の準備・運転およびペデスタル代替注水系（可搬型）

による格納容器下部への注水停止操作を実施する。 

※：シミュレータ訓練では，故障条件（破断サイズ等）や発生場所，発生時間等シミュレータの設定条件により有効性評
価重要事故シーケンスを完全に再現するものではない。 
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重大事故等対応に係る机上訓練における成立性確認について 

 

１．目的 

有効性評価の重要事故シーケンスのうち，現場対応操作を主体とした重要事故シーケンス

に対して，机上訓練を実施し，適切に対応できることを確認する。 

 

２．対象範囲 

（１）対象シーケンス 

設置変更許可申請書に示した有効性評価の重要事故シーケンスにおいて，訓練の類似の

観点から整理した現場操作を主体とした重要事故シーケンスを対象とする。 

（２）訓練対象者 

緊急時対策要員 

 

３．実施頻度 

対象となる重要事故シーケンスについて，年１回実施する。 

 

４．実施方法 

重要事故シーケンスの事象進展に応じた処置対応について，現場をシミュレートした机上

訓練を以下の手順に従い実施する。 

（１）訓練体制の確認および重要事故シーケンスについて説明を行う。 

（２）処置対応シミュレーション（図上シミュレーション）を展開し，事故進展に応じたプラ

ント状態の確認をしながら重要事故シーケンスに沿った処置対応ができることを確認す

る。 

（３）重要事故シーケンスに沿った処置対応シミュレーション終了後，訓練の振り返り，取り

纏めを行い，机上訓練の総括を行う。 

 

５．成立性確認内容 

机上訓練においては，重大事故時の指揮者を中心とした体制の中で各重要事故シーケンス

に応じた手順書に基づき，各要員の役割に応じ求められる現場対応について適切にできるこ

とを以下の点に重点を置いて確認する。 

（１）重要事故シーケンスに応じた処置対応において，指揮者からの指示に対して要員が適切

に対応できること。また，対応完了後の要員からの報告が適切に行われていること。 

（２）重要事故シーケンスに応じた手順書を使用し，適切な対応ができること。 

 

以上 

 

資料－３ 
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重大事故等対応に係る現場訓練（シーケンス訓練）における成立性確認について 

 

１．目的 

全ての有効性評価の重要事故シーケンスと技術的能力の１９種類の手順を網羅的に検証

できる重要事故シーケンスを対象に，指定した訓練班で実時間ベースの実働訓練を行い，適

切に対応できることを確認する。 

 

２．対象範囲 

（１）対象シーケンス 

Ⅰ 全交流動力電源喪失（ＴＢＰ） 

Ⅱ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

残留熱代替除去系を使用する場合 

Ⅲ 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

残留熱代替除去系を使用しない場合 

Ⅳ 燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故（想定事故２） 

（２）訓練項目の選定 

Ⅱの重要事故シーケンスに，Ⅰ，ⅢおよびⅣの重要事故シーケンスのうち現場で実施す

る個別手順を加えたものを訓練項目とする。 

（３）訓練対象者 

運転員，緊急時対策要員 

 

３．訓練頻度 

運転員，緊急時対策要員で構成する班の中から任意の班※を対象に年１回以上実施する。 

※成立性の確認を行う班については，毎年特定の班に偏らないように配慮する。 

 

４．訓練の方法 

（１）基本事項 

ａ．重大事故等対応に必要な運転員および緊急時対策要員が役割に応じ，各種手順書に従って訓

練を実施する。 

ｂ．訓練は，原則，実働（モックアップを含む。）・実時間にて実施する。 

（２）配慮事項 

ａ．模擬操作 

弁の開閉操作，水中ポンプの海水への投入，燃料の給油および機器の起動操作等によ

り原子炉施設の系統や設備に悪影響を与えるものおよび訓練により設備が損傷または劣

化を促進するおそれのあるもの等については，模擬操作にて対応することができる。 

ｂ．分割 

原則，訓練は一連で実施することとするが，長時間を要する訓練については分割して

実施することができる。 

資料－４ 
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５．成立性確認内容 

緊急時対策本部と中央制御室および現場の連携が図られ，手順書に従い有効性評価の成立

性担保のために必要な操作が，完了すべき時間であるホールドポイント※内に完了できるこ

とを確認する。 

※ホールドポイントとは以下の制限時間をいう。 

①重要事故シーケンスの解析結果に直接影響がある操作を完了すべき時間 

②被ばく評価に影響する操作を完了すべき時間 

（１）代表シーケンスの「成立性確認チェックシート」を用いて，シーケンスごとのホールド

ポイントとして設定した時間内に対応できることをもって，成立性の確認を行う。 

（２）個別の操作・作業においても，ホールドポイント内に完了できなかった場合の原因究明

のために，保安規定 添付３ 表２０に示す対応手段ごとの想定時間内に終えていること

をチェックする。 

以上 
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ト
シ
ン
ク

（
海

）
へ
の
代
替
熱
輸
送

輪
谷
貯

水
槽

（
西
１

）
及

び
輪
谷
貯
水
槽

（
西
２

）
を
水
源
と
し
た

低
圧
原
子
炉
代

替
注
水

槽
へ
の
補
給

（
淡

水
／
海
水

）

ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発
電
機
用

軽
油
タ
ン
ク
又

は
非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
燃
料
貯
蔵

タ
ン
ク

等
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
へ
の
補
給

タ
ン
ク

ロ
ー

リ
か
ら
各
機

器
等
へ
の
給
油

① 高圧・低圧注水機能喪失 ● ● ● ● ● ● ●

② 高圧注水・減圧機能喪失

③ 全交流動力電源喪失（長期TB） ● ● ● ● ● ● ●

④ 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ） ● ● ● ● ● ● ●

⑤ 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ） ● ● ● ● ● ● ●

⑥ 全交流動力電源喪失（ＴＢＰ） ● ● ● ● ● ● ●

⑦
崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪
失した場合）

● ● ● ●

⑧
崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系
が故障した場合）

● ● ● ● ● ● ●

⑨ 原子炉停止機能喪失

⑩ ＬＯＣＡ時注水機能喪失 ● ● ● ● ● ● ●

⑪
格納容器バイパス（インターフェイス
システムＬＯＣＡ）

⑫
雰囲気圧力・温度による静的負荷（格
納容器過圧・過温破損）残留熱代替
除去系を使用する場合

● ● ● ● ● ● ● ●

⑬
雰囲気圧力・温度による静的負荷（格
納容器過圧・過温破損）残留熱代替
除去系を使用しない場合

● ● ● ● ● ● ●

⑭
高圧溶融物放出／格納容器雰囲気
直接加熱

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑮
原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷
却材相互作用

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑯ 水素燃焼 ● ● ● ● ● ● ● ●

⑰ 溶融炉心・コンクリート相互作用 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑱ 想定事故１ ● ● ● ● ●

⑲ 想定事故２ ● ● ● ● ●

⑳ 崩壊熱除去機能喪失

㉑ 全交流動力電源喪失 ● ● ● ● ● ●

㉒ 原子炉冷却材の流出

㉓ 反応度の誤投入

机上シーケンス訓練で選定した訓練項目

重要事故シーケンスの代表性の説明

1.4 1.5 1.7 1.8 1.13

運転中の原
子炉における
重大事故に
至るおそれが
ある場合

運転中の原
子炉における
重大事故

燃料プール
における重大
事故に至る
おそれがある
事故

運転停止中
の原子炉に
おける重大事
故に至るおそ
れがある事故

訓練シーケンス選定対象

選定訓練シーケンスにより網羅可能

対象となる手順なし

1.14
対応手順

事故シーケンス

大量送水車の準備

および送水ヘッダ接続

までの手順は同じであ

ることから確認可能。

送水ヘッダ以降の燃料

プールまでのホース敷

設は個別訓練にて実

施。

大型送水ポンプ車

および移動式代替熱交

換設備の準備から接続

口へ接続するまでの手

順は同じであることから

包絡可能。

炉心損傷前後でベ

ント操作の現場対応に

違いはなく，弁の操作

の手順は同じであるこ

とから包絡可能。

大量送水車の準備

から接続口へ接続する

までの手順は同じであ

ることから包絡可能。
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制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

制
限

時
間

操
作

⑥ 全
交

流
動

力
電

源
喪

失
（
Ｔ

Ｂ
Ｐ

）
1
3
0
分

－
－

1
3
0
分

操
作

な
し

操
作

な
し

－
－

操
作

な
し

－
操

作
な

し
1
3
0
分

1
3
0
分

1
3
0
分

－
－

操
作

な
し

操
作

な
し

1
5
0
分

3
0
分

⑫ 雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

す
る

場
合

操
作

な
し

－
－

操
作

な
し

4
4
0
分

操
作

な
し

－
－

1
2
0
分

－
4
4
0
分

1
3
0
分

操
作

な
し

操
作

な
し

－
－

4
4
0
分

1
3
0
分

1
5
0
分

3
0
分

⑬ 雰
囲

気
圧

力
・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・
過

温
破

損
）
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合

操
作

な
し

－
－

1
3
0
分

操
作

な
し

5
5
分

－
－

操
作

な
し

－
操

作
な

し
1
3
0
分

操
作

な
し

1
3
0
分

－
－

操
作

な
し

1
3
0
分

1
5
0
分

3
0
分

包
絡

性

備
考

1
.6

の
と

お
り

。
1
.8

の
と

お
り

。
1
.1

1
の

と
お

り
。

大
量

送
水

車
の

準
備

お
よ

び
送

水
ヘ

ッ
ダ

接
続

ま
で

の
手

順
は

同
様

の
た

め
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

大
量

送
水

車
の

準
備

お
よ

び
送

水
ヘ

ッ
ダ

接
続

ま
で

の
手

順
は

同
様

の
た

め
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

大
量

送
水

車
の

準
備

お
よ

び
送

水
ヘ

ッ
ダ

接
続

ま
で

の
手

順
は

同
様

の
た

め
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

送
水

ヘ
ッ

ダ
以

降
の

燃
料

プ
ー

ル
ま

で
の

ホ
ー

ス
敷

設
は

個
別

手
順

で
確

認
実

施
。

1
.4

の
と

お
り

。

大
量

送
水

車
の

準
備

お
よ

び
送

水
ヘ

ッ
ダ

接
続

ま
で

の
手

順
は

同
様

の
た

め
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

1
.7

の
と

お
り

。

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

お
よ

び
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
の

準
備

か
ら

接
続

口
へ

接
続

す
る

ま
で

の
手

順
は

同
じ

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

大
量

送
水

車
の

準
備

お
よ

び
送

水
ヘ

ッ
ダ

接
続

ま
で

の
手

順
は

同
様

の
た

め
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

炉
心

損
傷

前
後

で
ベ

ン
ト
操

作
の

現
場

対
応

に
違

い
は

な
く
，

弁
の

操
作

の
手

順
は

同
じ

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

1
.1

3
の

個
別

手
順

で
確

認
可

能
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

－
同

一
操

作
－

－

○
○

○
○

○
○

○
○

○

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 原 子 炉 格 納 容

器 内 の 冷 却

1
.1

3
1
.1

4

－
－

－
－

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 原 子 炉 格 納 容

器 下 部 へ の 注 水

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 燃 料 プ ー ル へ

の 注 水 ／ ス プ レ イ

海 を 水 源 と し た 最 終 ヒ ー ト シ ン ク

（ 海 ） へ の 代 替 熱 輸 送

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 低 圧 原 子 炉 代

替 注 水 槽 へ の 補 給 （ 淡 水 ／ 海 水 ）

ガ ス タ ー ビ ン 発 電 機 用 軽 油 タ ン ク 又

は 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 燃 料 貯 蔵

タ ン ク 等 か ら タ ン ク ロ ー リ へ の 補 給

同
一

操
作

同
一

操
作

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

低 圧 原 子 炉 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ） に

よ る 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 （ 淡 水

／ 海 水 ）

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系 に よ る 原

子 炉 格 納 容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

原 子 炉 補 機 代 替 冷 却 系 に よ る 除 熱

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ）

に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 内 へ の ス プ レ

イ （ 淡 水 ／ 海 水 ）

残 留 熱 代 替 除 去 系 使 用 時 に お け る 原

子 炉 補 機 代 替 冷 却 系 に よ る 補 機 冷 却

水 確 保

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系 に よ る 原

子 炉 格 納 容 器 内 の 減 圧 及 び 除 熱

格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ）

に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 注 水

（ 淡 水 ／ 海 水 ）

ペ デ ス タ ル 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ） に

よ る 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 注 水

（ 淡 水 ／ 海 水 ）

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
⑫

と
⑥

，
⑬

の
個

別
手

順
の

包
絡

性
に

つ
い

て

⑫
シ
ー
ケ
ン
ス
と
⑥
，
⑬
シ
ー
ケ
ン
ス
の
各
操
作
を
対
象
に
，
制
限
時
間
お
よ
び
操
作
内
容
の
観
点
で
⑫
に
包
絡
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
結
果
を
表
に
示
す
。

1
.4

1
.5

1
.6

1
.7

1
.8

1
.9

1
.1

1

タ ン ク ロ ー リ か ら 各 機 器 等 へ の 給 油

可 搬 式 窒 素 供 給 装 置 に よ る 原 子 炉 格

納 容 器 へ の 窒 素 ガ ス 供 給

燃 料 プ ー ル ス プ レ イ 系 （ 可 搬 型 ス プ

レ イ ノ ズ ル ） に よ る 燃 料 プ ー ル へ の

注 水 （ 淡 水 ／ 海 水 ）

サ プ レ ッ シ ョ ン ・ チ ェ ン バ を 水 源 と

し た 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 及 び 原

子 炉 格 納 容 器 内 の 除 熱

輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水 槽

（ 西 ２ ） を 水 源 と し た 送 水

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時

の 輪 谷 貯 水 槽 （ 西 １ ） 及 び 輪 谷 貯 水

槽 （ 西 ２ ） を 水 源 と し た 原 子 炉 圧 力

容 器 へ の 注 水

対
応

手
順

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
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事故シーケンス⑫に含まれない個別手順の整理 

 

⑫に含まれない重要事故シーケンスに含まれる手順 

（１）燃料プールスプレイ系（可搬型スプレイノズル）による燃料プールへの注水（淡水／海

水） 

（２）輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を水源とした燃料プールへの注水／スプレ

イ 

 

（１）,（２）については，大量送水車の準備および送水ヘッダ接続までの手順は同じであ

ることから個別手順の確認は行わず，机上教育等により確認する。注水ヘッダ以降の燃料プ

ールまでのホース敷設は個別手順により確認する。 
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現
場

シ
ー

ケ
ン

ス
訓

練
　

成
立

性
確

認
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

訓
練

日
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

雰
囲

気
圧

力
・

温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
す

る
場

合
（

１
／

３
）

所
要

時
間

：
保

安
規

定
 添

付
3
 表

2
0
に

定
め

る
対

応
手

段
の

想
定

時
間

①
②

③
④

⑤
⑥

2
0
分

3
0
分

1
時

間

1
0
分

1
時

間

4
0
分

1
0
時

間
1
2
時

間

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

1
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

1
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

2
5
分

運
転

員

（
現

場
）

2
3
5
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

5
分

運
転

員

（
現

場
）

2
5
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

2
5
分

運
転

員

（
現

場
）

2
2
5
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

5
分

運
転

員

（
現

場
）

2
5
分

ホ
ー

ル
ド

ポ
イ

ン
ト

（
事

象
発

生
か

ら
の

経
過

時
間

）

備
考

指
示

（
ａ

）

報
告

（
ｂ

）

Ｄ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
準

備
（

現
場

）

事
象

発
生

時
刻

時
　

　
　

分
　

　

項
目

実
施

箇
所

要
員

数

（
名

）
操

作
の

内
容

開
始

指
示

完
了

報
告

時
間

計
測

時
間

(b
-a

）

所
要

時
間

中
央

制
御

室
で

の
運

転
員

に
よ

る
状

況
判

断

以
下

状
況

の
確

認
，

判
断

・
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生

・
外

部
電

源
喪

失

・
給

水
流

量
全

喪
失

・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

・
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
起

動
失

敗

・
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ

・
原

子
炉

へ
の

注
水

機
能

喪
失

・
主

蒸
気

隔
離

弁
全

閉

・
炉

心
損

傷

・
早

期
の

電
源

回
復

不
能

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

起
動

，
受

電
操

作

Ｄ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
準

備
（

中
央

制
御

室
）

Ｄ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
操

作
（

中
央

制
御

室
）

Ｃ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
準

備
（

中
央

制
御

室
）

Ｃ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
準

備
（

現
場

）

Ｃ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
操

作
（

中
央

制
御

室
）

Ｃ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
操

作
（

現
場

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
受

電

（
Ｍ

／
Ｃ

 Ｄ
系

受
電

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
受

電

（
Ｍ

／
Ｃ

 Ｃ
系

受
電

）

Ｄ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
操

作
（

現
場

）
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                         雰
囲

気
圧

力
・

温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
す

る
場

合
（

２
／

３
）

所
要

時
間

：
保

安
規

定
 添

付
3
 表

2
0
に

定
め

る
対

応
手

段
の

想
定

時
間

①
②

③
④

⑤
⑥

2
0
分

3
0
分

1
時

間

1
0
分

1
時

間

4
0
分

1
0
時

間
1
2
時

間

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

※

※
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
排

風
機

起
動

後
，

1
0
分

以
内

。

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

5
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

4
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

2
0
分

運
転

員

（
現

場
）

2
4
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

1
0
分

運
転

員

（
現

場
）

2
3
0
分

運
転

員

（
現

場
）

2
2
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

1
0
分

緊
急

時
対

策
要

員

（
現

場
）

1
2

2
時

間

1
0
分

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

起
動

/
運

転
確

認
/
系

統
構

成
/
漏

え

い
隔

離
操

作

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
お

よ
び

輪
谷

貯
水

槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

大
量

送
水

車
に

よ
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

補
給

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る

注
水

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

お
よ

び
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）

起
動

操
作

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

お
よ

び
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）

シ
ス

テ
ム

起
動

，
暖

気

系
統

構
成

中
央

制
御

室
換

気
系

起
動

操
作

中
央

制
御

室
換

気
系

　
系

統
構

成

中
央

制
御

室
換

気
系

　
加

圧
運

転
操

作

注
水

弁
電

源
切

替
え

操
作

大
量

送
水

車
に

よ
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

補
給

準
備

（
大

量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
展

張
・

接
続

）

中
央

制
御

室
待

避
室

系
統

構
成

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

　
運

転
確

認

以
下

の
確

認
，

操
作

・
 非

常
用

ガ
ス

処
理

系
　

自
動

起
動

・
 原

子
炉

建
物

差
圧

監
視

・
 原

子
炉

建
物

差
圧

調
整

中
央

制
御

室
待

避
室

の
準

備

事
象

発
生

時
刻

時
　

　
　

分
　

　

項
目

実
施

箇
所

要
員

数

（
名

）
操

作
の

内
容

所
要

時
間

開
始

指
示

完
了

報
告

時
間

計
測

時
間

(b
-a

）

中
央

制
御

室
換

気
系

加
圧

運
転

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
監

視
設

備
の

起
動

ホ
ー

ル
ド

ポ
イ

ン
ト

（
事

象
発

生
か

ら
の

経
過

時
間

）

備
考

指
示

（
ａ

）

報
告

（
ｂ

）
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                         雰
囲

気
圧

力
・

温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

残
留

熱
代

替
除

去
系

を
使

用
す

る
場

合
（

３
／

３
）

所
要

時
間

：
保

安
規

定
 添

付
3
 表

2
0
に

定
め

る
対

応
手

段
の

想
定

時
間

①
②

③
④

⑤
⑥

2
0
分

3
0
分

1
時

間

1
0
分

1
時

間

4
0
分

1
0
時

間
1
2
時

間

緊
急

時
対

策
要

員

（
現

場
）

1
2

7
時

間

2
0
分

緊
急

時
対

策
要

員

（
現

場
）

3
1
時

間

4
0
分

運
転

員

（
現

場
）

2
1
時

間

4
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

1
0
分

緊
急

時
対

策
要

員

（
現

場
）

2
2
時

間

3
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

2
0
分

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
1

1
0
分

緊
急

時
対

策
要

員

（
現

場
）

2
2
時

間

ホ
ー

ル
ド

ポ
イ

ン
ト

の
説

明

番
号

制
限

時
間

①
2
0
分

②
3
0
分

③
1
時

間
1
0
分

④
1
時

間
4
0
分

⑤
1
0
時

間

⑥
1
2
時

間

ホ
ー

ル
ド

ポ
イ

ン
ト

（
事

象
発

生
か

ら
の

経
過

時
間

）

備
考

指
示

（
ａ

）

報
告

（
ｂ

）

時
　

　
　

分
　

　

開
始

指
示

完
了

報
告

時
間

計
測

時
間

(b
-a

）
項

目
実

施

箇
所

要
員

数

（
名

）
操

作
の

内
容

所
要

時
間

事
象

発
生

時
刻

資
機

材
配

置
お

よ
び

ホ
ー

ス
敷

設
，

系
統

水
張

り
，

起
動

ホ
ー

ル
ド

ポ
イ

ン
ト

制
限

時
間

の
設

定
根

拠

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

　
冷

却
水

流
量

調
整

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

窒
素

供
給

操
作

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

の
準

備
完

了
後

，
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

に
よ

り
格

納
容

器
内

に
窒

素
を

供
給

開
始

す
る

時
間

（
1
2
時

間
）

ま
で

に
対

応
で

き
る

こ
と

。

残
留

熱
代

替
除

去
系

　
中

央
制

御
室

系
統

構
成

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
完

了
後

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
へ

注
水

す
る

時
間

（
3
0
分

）
ま

で
に

対
応

で
き

る
こ

と
。

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

お
よ

び
残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器

除
熱

操
作

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

り
，

冷
却

を
開

始
す

る
時

間
（

1
0
時

間
）

ま
で

に
対

応
で

き
る

こ
と

。

中
央

制
御

室
換

気
系

加
圧

運
転

中
央

制
御

室
換

気
系

加
圧

運
転

を
開

始
す

る
時

間
（

1
時

間
4
0
分

）
ま

で
に

対
応

で
き

る
こ

と
。

燃
料

補
給

設
備

に
よ

る
給

油
（

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

等
か

ら
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
へ

の
補

給
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

等
か

ら
タ

ン
ク

ロ
ー

リ

へ
の

補
給

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

　
運

転
確

認
原

子
炉

棟
の

負
圧

達
成

時
間

（
1
時

間
1
0
分

）
ま

で
に

対
応

で
き

る
こ

と
。

残
留

熱
代

替
除

去
系

使
用

時
に

お
け

る
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保

残
留

熱
代

替
除

去
系

運
転

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

起
動

原
子

炉
注

水
弁

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
弁

操
作

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

準
備

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

か
ら

の
給

電
操

作
事

象
（

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
）

認
知

（
事

象
発

生
後

1
0
分

）
か

ら
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

準
備

を
開

始
し

，
非

常
用

M
/
C

の
受

電
を

開
始

す
る

時
間

（
2
0
分

）
ま

で
に

対
応

で
き

る
こ

と
。

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

　
系

統
構

成

電
源

ケ
ー

ブ
ル

接
続
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訓
練
項
目
 

手
順
書
 

運 転 員 

状
況
判
断
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
確
認
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴

候
ベ
ー
ス
）
 

・
Ｒ
Ｃ
「
ス
ク
ラ
ム
」
 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
，

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ
確
認
 

常
設

代
替

交
流

電

源
に
よ
る
受
電
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

起
動

・
給

電
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴

候
ベ
ー
ス
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
 

 ・
⑪

電
源

確
保

戦
略

 
Ｇ

Ｔ
Ｇ

に
よ

る
Ｃ

，
Ｄ

－
Ｍ

／

Ｃ
受
電
 

Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
 

Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
 

非
常

用
ガ

ス
処

理

系
運
転
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

運
転

確
認

・
監

視
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴

候
ベ
ー
ス
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｐ
Ｓ
／
Ｒ
「
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
 

 ・
⑩

居
住

性
確

保
戦

略
 

Ｓ
Ｇ

Ｔ
に

よ
る

放
射

性
物

質

除
去
 

ほ
う

酸
水

注
入

系

に
よ

る
ほ

う
酸

水

注
入
操
作
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
起
動
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
①
原
子
炉
注
水
戦
略
 
Ｓ
Ｌ
Ｃ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
 

水
素

濃
度

及
び

酸

素
濃

度
監

視
設

備

起
動
 

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

及
び

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
起
動
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
⑤

格
納

容
器

機
能

維
持

戦
略

 
Ｍ

Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｓ

に
よ

る

格
納
容
器
水
素
・
酸
素
濃
度
測
定
 

格
納

容
器

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視
 

中
央

制
御

室
換

気

系
起
動
 

中
央

制
御

室
換

気
系

起
動

，
系

統
構

成
，
加
圧
運
転
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
３
「
Ｒ
／
Ｂ
制
御
」
 

 ・
⑩
居
住
性
確
保
戦
略
 
Ｍ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
居
住
性
確
保
 

中
央

制
御

室
待

避

室
準
備
 

中
央
制
御
室
待
避
室
系
統
構
成
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
⑩
居
住
性
確
保
戦
略
 
待
避
室
の
居
住
性
確
保
 

重
要
事
故
シ
ー

ケ
ン
ス
で
使
用
す
る
手
順
書
 
⑫
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・

過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合
（
１
／
３
）
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訓
練
項
目
 

手
順
書
 

運 転 員 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

ｐ

Ｈ
制
御
系
起
動
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

ｐ
Ｈ

制
御
系
起
動
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
⑤
格
納
容
器
機
能
維
持
戦
略
 
Ｓ
／
Ｐ
水
ｐ
Ｈ
調
整
 

低
圧

原
子

炉
代

替

注
水

系
（

常
設

）

に
よ

る
原

子
炉

注

水
操
作
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

起
動
，
系
統
構
成
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
①

原
子

炉
注

水
戦

略
 

Ｆ
Ｌ

Ｓ
Ｒ

ポ
ン

プ
に

よ
る

原

子
炉
注
水
 

原
子

炉
補

機
代

替

冷
却
系
起
動
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

系
統

構

成
・
流
量
調
整
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
⑧

代
替

除
熱

戦
略

 
移

動
式

代
替

熱
交

換
設

備
に

よ

る
冷
却
水
確
保
 

格
納

容
器

内
雰

囲

気
計

装
に

よ
る

水

素
濃

度
及

び
酸

素

濃
度
監
視
 

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

起
動

・
監

視
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
１
「
Ｒ
Ｐ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
⑤

格
納

容
器

機
能

維
持

戦
略

 
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
に

よ
る

格

納
容
器
水
素
・
酸
素
濃
度
測
定
 

残
留

熱
代

替
除

去

系
運
転
操
作
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
系
統
構
成
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
２
「
Ｐ
Ｃ
Ｖ
制
御
」
 

 ・
④

格
納

容
器

除
熱

戦
略

 
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容

器
除
熱
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
起
動
・
監
視
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
起
動
 

・
２
号
機
 
事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ

ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）
 

・
２
号
機
 
Ａ
Ｍ
設
備
別
操
作
要
領
書
 

 

・
Ｓ
Ｏ
Ｐ
－
３
「
Ｒ
／
Ｂ
制
御
」
 

 ・
⑦

燃
料

プ
ー

ル
除

熱
戦

略
 

Ｆ
Ｐ

Ｃ
に

よ
る

燃
料

プ

ー
ル
除
熱
 

重
要
事
故
シ
ー

ケ
ン
ス
で
使
用
す
る
手
順
書
 
⑫
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・

過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合
（
２
／
３
）
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訓
練
項
目
 

手
順
書
 

緊 急 時 対 策 要 員 

輪
谷

貯
水

槽
（

西

１
／

西
２

）
か

ら

低
圧

原
子

炉
代

替

注
水
槽
へ
の
補
給
 

大
量

送
水

車
設

置
，

ホ
ー

ス
敷

設
，

注
水
操
作
 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

・
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
／
補
給
 

原
子

炉
ウ

ェ
ル

代

替
注

水
系

に
よ

る

原
子

炉
ウ

ェ
ル

注

水
 

ホ
ー
ス
敷
設
，
注
水
操
作
 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

・
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送
水
 

 

原
子

炉
補

機
代

替

冷
却
系
起
動
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

資
機

材
配

置
，
ホ
ー
ス
敷
設
 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

・
移

動
式

熱
交

換
設

備
お

よ
び

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

を

使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
Ｕ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
編
）
 

・
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
を

使
用

し
た

海
水

供
給

（
ハ

イ

ド
ロ
サ
ブ
編
）
 

・
移

動
式

熱
交

換
設

備
お

よ
び

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

を

使
用
し
た
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
確
保
（
電
源
編
）
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

起
動

・
監

視
 

燃
料

補
給

（
大

量

送
水

車
，

大
型

送

水
ポ
ン
プ
車
）
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

等
か

ら
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
へ

の
補
給
 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

・
軽

油
タ

ン
ク

等
を

使
用

し
た

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

燃

料
積
載
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

大
量

送
水

車
，

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
へ
の
補
給
 

可
搬

式
窒

素
供

給

装
置

に
よ

る
原

子

炉
格

納
容

器
内

窒

素
供
給
 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
起
動
 

・
原
子
力
災
害
対
策
手
順
書
 

・
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒

素
ガ
ス
置
換
 

重
要
事
故
シ
ー

ケ
ン
ス
で
使
用
す
る
手
順
書
 
⑫
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・

過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合
（
３
／
３
）
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「
重
要
事

故
シ
ー
ケ
ン
ス
⑫
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合
」
の
作
業
と
所
要
時
間

 

責
任
者

当
直
長

1
人

中
央
制
御
室
監
視

緊
急
時
対
策
本
部
連
絡

指
揮
者

当
直
副
長

1
人

運
転
操
作
指
揮

運
転
員

（
中
央
制
御
室
）

緊
急
時
対
策
要
員

（
現
場
）

・
 
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
確
認

・
 
外
部
電
源
喪
失
確
認

・
 
給
水
流
量
の
全
喪
失
確
認

・
 
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
確
認
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
確
認

・
 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
起
動
失
敗
確
認

・
 
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
確
認

・
 
原
子
炉
へ
の
注
水
機
能
喪
失
を
確
認

・
 
主
蒸
気
隔
離
弁
全
閉
確
認

・
 
炉
心
損
傷
確
認

・
 
早
期
の
電
源
回
復
不
能
判
断

―
―

・
 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
　
機
能
回
復

―
―

・
 
外
部
電
源
　
回
復

高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

調
査
，
復
旧
操
作

―
―

・
 
復
水
・
給
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，

　
 
残
留
熱
除
去
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
　
機
能
回
復

解
析
上
考
慮
せ
ず

対
応
可
能
な
要
員
に
よ
り
対
応
す
る

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

起
動
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
起
動
，
受
電
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
準
備
（
中
央
制
御
室
）

―
―

・
 
放
射
線
防
護
具
準
備
／
装
備

―
―

・
 
Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
準
備
（
現
場
）

（
1
人
）

A
―

・
 
Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
操
作
（
中
央
制
御
室
）

―
―

・
 
Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
操
作
（
現
場
）

（
1
人
）

A
―

・
 
Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
準
備
（
中
央
制
御
室
）

 
2
5
分

―
―

・
 
Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
準
備
（
現
場
）

 
2
5
分

（
1
人
）

A
―

・
 
Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
操
作
（
中
央
制
御
室
）

5
分

―
―

・
 
Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
操
作
（
現
場
）

5
分

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
　
運
転
確
認

（
1
人
）

A
―

・
 
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
　
自
動
起
動
確
認

・
 
原
子
炉
建
物
差
圧
監
視

・
 
原
子
炉
建
物
差
圧
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧

力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入

（
1
人
）

A
―

・
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
　
起
動

1
0
分

解
析
上
考
慮
せ
ず

―
・
 
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
起
動
操
作

5
分

―
・
 
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

　
 
シ
ス
テ
ム
起
動
，
暖
気

4
0
分

―
・
 
格
納
容
器
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

適
宜
監
視

（
1
人
）

A
―

・
 
系
統
構
成

・
 
中
央
制
御
室
換
気
系
起
動
操
作

2
0
分

　

―
―

・
 
中
央
制
御
室
換
気
系
　
系
統
構
成

（
1
人
）

A
―

・
 
中
央
制
御
室
換
気
系
　
加
圧
運
転
操
作

1
0
分

中
央
制
御
室
待
避
室
準
備

―
―

・
 
中
央
制
御
室
待
避
室
系
統
構
成

3
0
分

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

ｐ
Ｈ
制
御
系
起
動
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
ｐ
Ｈ
制
御
系
起
動

2
0
分

解
析
上
考
慮
せ
ず

―
―

・
 
放
射
線
防
護
具
準
備
／
装
備

―
―

・
 
注
水
弁
電
源
切
替
え
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
起
動
/
運
転
確
認
/
系
統
構
成
/
漏
え
い
隔
離
操
作

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
常
設
）
注
水
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
注
水
弁
操
作

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
常
設
）
停
止
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
停
止

1
0
分

―
・
 
放
射
線
防
護
具
準
備
／
装
備

―
・
 
大
量
送
水
車
に
よ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給
準
備

　
（
大
量
送
水
車
配
置
，
ホ
ー
ス
展
張
・
接
続
）

―
・
 
大
量
送
水
車
に
よ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系

注
水
操
作

―
・
 
大
量
送
水
車
に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水

解
析
上
考
慮
せ
ず

―
（
1
2
人
）

a
～
l

・
 
資
機
材
配
置
及
び
ホ
ー
ス
敷
設
，
系
統
水
張
り
，
起
動

―
・
 
放
射
線
防
護
具
準
備
／
装
備

1
0
分

―
・
 
電
源
ケ
ー
ブ
ル
接
続

―
―

・
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
　
系
統
構
成

―
（
2
人
）

c
,
d

・
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
　
運
転
状
態
監
視

（
1
人
）

A
―

・
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
　
冷
却
水
流
量
調
整

1
0
分

―
・
 
格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
起
動

5
分

解
析
上
考
慮
せ
ず

―
・
 
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

解
析
上
考
慮
せ
ず

―
・
 
放
射
線
防
護
具
準
備
／
装
備

―
・
 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
等
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給

燃
料
補
給
作
業

―
・
 
大
量
送
水
車
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
へ
の
補
給

残
留
熱
代
替
除
去
系
　
準
備
操
作

（
1
人
）

A
―

・
 
残
留
熱
代
替
除
去
系
　
中
央
制
御
室
系
統
構
成

2
0
分

残
留
熱
代
替
除
去
系
　
運
転
開
始

（
1
人
）

A
―

・
 
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
起
動

・
 
原
子
炉
注
水
弁
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
弁
操
作

1
0
分

残
留
熱
代
替
除
去
系

運
転
状
態
監
視

（
1
人
）

A
―

・
 
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
監
視

原
子
炉
格
納
容
器
状
態
監
視
に
は
水
素
・
酸
素
濃
度
の
継
続

監
視
を
含
む

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内
窒
素
供
給
準
備

―
・
 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
準
備

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内
窒
素
供
給

―
・
 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
起
動

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
　
再
開

（
1
人
）

A
―

・
 
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
再
起
動

解
析
上
考
慮
せ
ず

燃
料
プ
ー
ル
水
温
6
6
℃
以
下
維
持

必
要
人
員
数
　
合
計

1
人 A

1
9
人

a
～
s

（
）
内
の
数
字
は
他
の
作
業
終
了
後
，
移
動
し
て
対
応
す
る
人
員
数
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

経
過
時
間
（
時
間
）

経
過
時
間
（
日
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

5
6

7

操
作
項
目

実
施
箇
所
・
必
要
人
員
数

操
作
の
内
容

 　
事
象
発
生

　
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

 
 
 
 
 
約
5
分
　
炉
心
損
傷

通
報
連
絡
者

運
転
員

（
現
場
）

緊
急
時
対
策

本
部
要
員

5
人

初
動
で
の
指
揮

中
央
制
御
室
連
絡

発
電
所
外
部
連
絡

状
況
判
断

1
人 A

―
―

1
0
分

交
流
電
源
回
復
操
作

―
解
析
上
考
慮
せ
ず

対
応
可
能
な
要
員
に
よ
り
対
応
す
る

― ― ―
1
0
分

Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
準
備

―
2
5
分

2
人
B
,
C

1
0
分

3
5
分

Ｄ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
操
作

―
5
分

（
2
人
）

B
,
C

5
分

Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
準
備

―

（
2
人
）

B
,
C

Ｃ
系
非
常
用
高
圧
母
線
受
電
操
作

―

（
2
人
）

B
,
C

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
宜
実
施

―

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視

設
備
の
起
動

（
1
人
）

A

― ― ―

中
央
制
御
室
換
気
系
起
動

―

（
2
人
）

D
,
E

4
0
分

―

（
2
人
）

D
,
E

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
常
設
）
起
動
操
作

2
人
D
,
E

1
0
分

2
0
分

―
1
0
分

―
注
水
開
始
3
0
分
は
最
大
流
量
と
し
，
そ
の
後
は
崩
壊
熱
相
当
量
で
注
水
継
続

―

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
／
西
２
）
か
ら

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
の
補
給

―
1
4
人

a
～
n

1
0
分

―
2
時
間
1
0
分

―
（
2
人
）

a
,
b

適
宜
実
施

―
　
　
上
部
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
内
雰
囲
気
温
度
低
下
を
確
認

　
　
蒸
発
に
よ
る
水
位
低
下
を
考
慮
し
て
定
期
的
に
注
水

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
準
備

操
作

―
7
時
間
2
0
分

―
3
人

o
,
p
,
q

―
1
時
間
4
0
分

（
2
人
）

B
,
C

1
時
間
4
0
分

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
運
転

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
宜
実
施

―

格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
に
よ
る
水

素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視

（
1
人
）

A

― ―
適
宜
実
施

燃
料
補
給
準
備

―
2
人
r
,
s

1
0
分

―
2
時
間
3
0
分

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
残
量
に
応
じ
て
適
宜
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
等
か
ら
補
給

―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
適
宜
実
施

― ― ―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適
宜
実
施

―
（
2
人
）

e
,
f

2
時
間

―
適
宜
状
態
監
視

―
1
0
分

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
水
ポ
ン
プ
を
再
起
動
し
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
を
再
開
す
る
。

・
必
要
に
応
じ
て
ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
実
施
す
る
。

4
人

B
,
C
,
D
,
E

1
0
分

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

約
1
0
分

燃
料
被
覆
管
温
度
1
2
0
0
℃
到
達

3
0
分

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
原
子
炉
注
水
開
始

約
2
8
分

燃
料
温
度
2
5
0
0
K
（
2
2
2
7
℃
）
到
達

約
１
時
間

非
常
用
ガ
ス
処
理
系

運
転
開
始

1
0
時
間

残
留
熱
代
替
除
去
系

運
転
開
始

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
停
止

1
2
時
間

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
格
納
容
器
窒
素
供
給
開
始

約
１
時
間
4
0
分

中
央
制
御
室
換
気
系

運
転
開
始

プ
ラ
ン
ト
状
況
判
断
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大
規
模
損
壊
発
生
時
の
対
応
に
関
す
る
教
育
訓
練
に
つ
い
て
 

 
教
育
・
訓
練

 
教
育
訓
練
 

対
象
 

頻
度
 

概
要
 

１
 

教
育
 

全
対

策
要

員
に

対
す

る
教

育
訓

練
 

(第
１
１
７
条
) 

全
所

員
＋

関
連

す
る

協
力
会
社
従
業
員
 

年
１
回

以
上
 

大
規
模
損
壊
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
理
解
を
図
る
。
 

２
 

訓
練
 

緊
急

時
対

策
本

部
指

揮
者

に
よ

る
指
揮
命
令
系
統
教
育
訓
練
 

(第
１
７
条
の
８
，
添
付
３
) 

緊
急

時
対

策
要

員

（
原

子
力

防
災

管
理

者
お

よ
び

そ
の

代
行

者
）
 

年
１
回

以
上
 

大
規
模
損
壊
発

生
時
に
通
常
の
指
揮
命
令
系
統
が
機
能
し
な
い
場
合

等
の
事
象
を
想
定

し
，
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
力
量

の
維
持
向
上
を
図

る
。
 

３
 

訓
練
 

小
型

放
水

砲
，

小
型

動
力

ポ
ン

プ
付

水
槽

車
お

よ
び

化
学

消
防

自
動
車
を
使
用
し
た
教
育
訓
練
 

(第
１
７
条
の
８
，
添
付
３
) 

自
衛
消
防
隊
 

 

年
１
回

以
上
 

原
子

炉
建

物
お

よ
び

そ
の
周

辺
へ

の
航
空

機
衝

突
に
よ

る
揮

発
性
物

質

等
（

航
空

機
燃

料
・

軽
油
等

）
の

大
規
模

な
火

災
発
生

を
想

定
し
た

教
育

訓
練
 

・
航
空
機
衝
突

に
よ
る
初
期
消
火
お
よ
び
延
焼
防
止
 

４
 

訓
練
 

現
場

で
の

可
搬

型
計

測
器

に
よ

る
パ

ラ
メ

ー
タ

計
測

お
よ

び
監

視
，

中
央

制
御

室
損

傷
時

の
通

信
連
絡
に
係
る
教
育
訓
練
 

(第
１
７
条
の
８
，
添
付
３
) 

緊
急

時
対

策
要

員

（
運
転
補
助
要
員
）
 

年
１
回

以
上
 

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
中
央
制
御
室
で
の
監
視
お
よ
び
制
御

機
能
の
喪
失
を
想
定
し
た
教
育
訓
練
 

・
現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
計
測
お
よ
び
監
視
 

・
中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
 

５
 

訓
練
 

技
術
的
能
力
の
確
認
訓
練
 

(第
１
７
条
の
８
，
添
付
３
) 

原
子

力
防

災
管

理
者

お
よ

び
そ

の
代

行
者

を
含

む
緊

急
時

対
策

要
員
＋
自
衛
消
防
隊
 

年
１
回

以
上
 

大
規

模
損

壊
発

生
時

の
対

応
に

関
連

す
る

教
育

訓
練

の
う

ち
，
「

２
．

緊
急
時
対
策
本
部

指
揮
者
に
よ
る
指
揮
命
令
系
統
教
育
訓
練
」
，
「
３
．
小

型
放
水
砲
，
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
お
よ
び
化
学
消
防
自
動
車
を
使

用
し
た
教
育
訓
練

」
お
よ
び
「
４
．
現
場
で
の
可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
パ

ラ
メ
ー
タ
計
測
お

よ
び
監
視
，
中
央
制
御
室
損
傷
時
の
通
信
連
絡
に
係
る

教
育
訓
練
」
を
組

み
合
わ
せ
た
内
容
の
訓
練
を
実
施
す
る
。
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大規模損壊発生時の対応に関する教育訓練について 

 

１．全対策要員に対する教育訓練（第１１７条） 

（１）概要 

大規模損壊発生時における原子炉施設の保全のための活動に関することについて理解

を図る。 

（２）対象 

全所員＋関連する協力会社従業員 

（３）頻度 

年１回以上 

 

２．緊急時対策本部指揮者による指揮命令系統教育訓練（第１７条の８，添付３） 

（１）概要 

大規模損壊発生時に通常の指揮命令系統が機能しない場合等の事象を想定し，的確かつ

柔軟に対処するために必要な力量の維持向上を図る。 

（２）対象 

緊急時対策要員（原子力防災管理者およびその代行者） 

（３）頻度 

年１回以上 

 

３．小型放水砲，小型動力ポンプ付水槽車および化学消防自動車を使用した教育訓練（第１７

条の８，添付３） 

（１）概要 

原子炉建物およびその周辺への航空機衝突による揮発性物質等（航空機燃料・軽油等）

の大規模な火災発生を想定した教育訓練 

・航空機衝突による初期消火および延焼防止 

（２）対象 

自衛消防隊 

（３）頻度 

年１回以上 

 

４．現場での可搬型計測器によるパラメータ計測および監視，中央制御室損傷時の通信連絡に

係る教育訓練（第１７条の８，添付３） 

（１）概要 

大規模損壊発生時における中央制御室での監視および制御機能の喪失を想定した教育

訓練 

・現場での可搬型計測器によるパラメータ計測および監視 

・中央制御室損傷時の通信連絡 
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（２）対象 

緊急時対策要員（運転補助要員） 

（３）頻度 

年１回以上 

 

５．技術的能力の確認訓練（第１７条の８，添付３） 

（１）概要 

大規模損壊発生時のプラント状況の把握，情報収集，的確な対応操作の選択および原子

力防災管理者およびその代行者（以下，「指揮者等」という。）と各要員との連携を含めた

実効性等を確認するため，総合的な訓練について実施する。 

（２）対象 

指揮者等を含む緊急時対策要員＋自衛消防隊 

（３）頻度 

年１回以上 

（４）訓練方法 

大規模損壊発生時の対応に関連する教育訓練のうち，「２．緊急時対策本部指揮者によ

る指揮命令系統教育訓練」，「３．小型放水砲，小型動力ポンプ付水槽車および化学消防自

動車を使用した教育訓練」および「４．現場での可搬型計測器によるパラメータ計測およ

び監視，中央制御室損傷時の通信連絡に係る教育訓練」を組み合わせた内容の訓練を実施

する。 

【訓練にあたって配慮すべき事項】 

・指揮者等へのプラント状態確認結果の情報付与役，指揮者等が自衛消防隊および緊

急時対策要員（運転補助要員）以外の要員（運転員および緊急時対策要員（運転補

助要員除く。））との連携を実施する場合の連携役として，「訓練の進行役（コント

ローラ）」を設ける。 

【訓練の進め方】 

①訓練の進行役は，プラント状態の確認結果の情報を指揮者等へ付与（プラント状

態の確認過程は省略）する。 

②指揮者等は，確認結果の情報を基に初動対応フローに基づき，必要な対応操作を

判断する。 

③指揮者等が必要と判断した操作のうち，自衛消防隊が実施する対応操作は実働で

行う。操作は，自衛消防隊の役割である初期消火および延焼防止のための小型放

水砲，小型動力ポンプ付水槽車および化学消防自動車の配備からホースの敷設，

接続および準備作業までを実施する。 

④指揮者等が必要と判断した操作のうち，緊急時対策要員（運転補助要員）が実施

する対応操作は実働で行う。操作は，緊急時対策要員（運転補助要員）の役割で

ある計装ケーブルの敷設および衛星電話設備用中継コードの敷設を実施する。 
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⑤指揮者等が必要と判断した操作のうち，運転員および緊急時対策要員（運転補助

要員を除く。）が実施するものについては，指揮者等と運転員および緊急時対策要

員（運転補助要員を除く。）（訓練の進行役が代役）の連携※を確認する。 

※大規模損壊発生時の対応手段のうち，重大事故等発生時の可搬型設備等を使

用した，表１～表１９の対応手段については，重大事故等発生時の教育訓練

として実施していることから，連携のみを実施し，操作は実施しない。 

（５）確認内容 

緊急時対策本部対応手順書に従い，指揮者等が的確な対応操作の選択ができることを確

認する。また，指揮者等と運転員および緊急時対策要員，ならびに，自衛消防隊の連携が

図られ，手順書に従い必要な操作ができることを確認する。 

以上 
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火災・内部溢水・その他自然災害の教育訓練 

保安規定 条文

(抜粋) 
保安規定 添付２（教育訓練の実施） 教育訓練 実施する教育訓練の内容 

第１７条 

（火災発生時の体

制の整備） 

（３）火災発生時

における原子

炉施設の保全

のための活動

を行う要員に

対する教育訓

練 

１．火災 

１．３ 教育訓練の実施 

火災防護の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実施する。 

（１）火災防護教育 

課長（保修管理）は，全所員に対して，以下の教育訓練を実施する。 

また，消防チームに対して，以下の教育訓練が実施されていること

を確認する。 

ア．原子炉施設内の火災区域または火災区画に設置される安全機能を

有する構築物，系統および機器ならびに重大事故等対処施設の機

能を火災から防護することを目的として，火災から防護すべき機

器等の火災の発生防止，火災の感知および消火ならびに火災の影

響軽減のそれぞれを考慮した対策に関する教育訓練 

イ．安全施設を外部火災から防護するために必要な以下の教育訓練 

（ア）外部火災発生時の予防散水に関する教育訓練 

（イ）外部火災によるばい煙発生時および有毒ガス発生時における

給気隔離弁および排気隔離弁の閉止，換気空調設備の停止ま

たは中央制御室の系統隔離運転モードへの切替えの実施によ

り，建物内へのばい煙および有毒ガスの侵入を防止すること

についての教育訓練 

（ウ）森林火災から外部事象防護対象施設を防護するための防火帯

の点検等に係る教育訓練 

（エ）近隣の産業施設の火災・爆発から外部事象防護対象施設を防

護するために，離隔距離を確保すること等の火災防護に関す

る教育訓練 

ウ．火災が発生した場合の消火活動および内部溢水を考慮した消火活

動に関する教育訓練 

教育 ・中央制御室へのばい煙等

の浸入阻止・防火帯の維

持・管理，近隣の産業施

設からの隔離距離の確

保，予防散水活動 

・自衛消防隊・公設消防へ

の通報等 

・火災防護に関する知識の

習得 

・内部火災発生時の措置 

・内部溢水を考慮した消火

活動 

（２）自衛消防隊による総合訓練 

課長（保修管理）は，自衛消防隊に対して，火災発生時における消

火活動等に関する総合的な訓練を実施する。また，消防チームに対し

て，同内容の訓練が実施されていることを確認する。 

訓練 ・消火活動 

・自衛消防隊・公設消防へ

の通報等 

（３）運転員に対する教育訓練 

課長（第一発電）は，運転員に対して，火災発生時の運転操作等の

教育訓練を実施する。 

訓練 ・通報，所内周知，各事象（原

子炉格納容器内における

火災発生時の対応含む。）

に応じた消火，プラント停

止運転操作に関すること 

・給気隔離弁，排気隔離弁

の閉止，換気空調設備の

停止，中央制御室の系統隔

離運転モードへの切替え 

・内部溢水を考慮した消火活

動 

（４）消防訓練（防火対応）  

課長（保修管理）は，消火要員に対して，火災発生時における初期

消火活動に関する訓練を実施する。また，消防チームに対して，同内

容の訓練が実施されていることを確認する。 

訓練 ・初期消火活動に関する訓練 

・予防散水活動 

 

 

 

教育訓練補足説明資料１２（１／３） 

58



 

保安規定 条文

(抜粋) 
保安規定 添付２（教育訓練の実施） 教育訓練 実施する教育訓練の内容 

第１７条の２ 

（内部溢水発生時

の体制の整備） 

（２）内部溢水発

生時における

原子炉施設の

保全のための

活動を行う要

員に対する教

育訓練 

２．内部溢水 

２．２ 教育訓練の実施 

溢水発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実施する。 

（１）課長（保修技術）は，全所員に対して，溢水全般（評価内容ならび

に溢水経路，防護すべき設備，水密扉および堰等の設置の考え方等）

の運用管理に関する教育訓練を実施する。 

教育 ・内部溢水事象の対処（評

価，溢水経路，防護すべ

き設備）に関する概要  
・配管の肉厚管理 
・高エネルギ配管と低エネ

ルギ配管の運転時間管

理 
・溢水量の低減に関する事

項 
・各種対策設備の追加およ

び資機材持ち込み等に

よる床面積の見直し管

理に関する事項 
・水密扉等の設置の考え方

および運用管理に関す

る事項  
・原子炉建物内の所内蒸気

系の隔離に関する事項 
・内部溢水発生後の機能確

認に関する留意事項 
・排水を期待する箇所に関

する事項 
・定検作業時の一時的なプ

ラント状態の変更に関

する事項 
・溢水発生後の排水作業に

関する事項 

（２）課長（第一発電）は，運転員に対して，溢水発生時の運転操作等に

関する教育訓練を実施する。 

訓練 ・内部溢水発生時の判断・

運転操作に関する事項 

第１７条の３ 

（火山影響等発生

時の体制の整備） 

（２）火山影響等

発生時におけ

る原子炉施設

の保全のため

の活動を行う

要員に対する

教育訓練 

３．火山影響等，積雪 

３．２ 教育訓練の実施 

火山影響等および積雪発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的

に実施する。 

（１）課長（技術）は，全所員に対して，火山影響等および積雪発生時に

対する運用管理に関する教育訓練を実施する。 

教育 ・火山影響等および積雪発

生時の対応に関する事

項（降下火砕物および積

雪の除去作業に関する

事項含む。） 

（２）課長（第一発電）は，運転員に対して，火山影響等発生時の運転操

作等に係る手順に関する教育訓練を実施する。 

訓練 ・火山影響等発生時の運転

操作に関する事項 

（３）各課長は，所属員に対して，火山防護対策設備の施設管理，点検に

関する教育訓練を実施する。 

教育 ・火山影響等および積雪よ

り防護すべき施設（外部

事象防護対象施設，重大

事故等対処設備）の施設

管理に関する事項 

 

（４）課長（技術）は，緊急時対策要員に対して，火山影響等発生時の非

常用ディーゼル発電機（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機を除

く。）の機能を維持するための対策等に関する教育訓練を実施する。 

訓練 ・改良型フィルタ取付に関

する事項 

・通信連絡設備の電源確保

に関する事項 
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保安規定 条文 

(抜粋) 
保安規定 添付２（教育訓練の実施） 教育訓練 実施する教育訓練の内容 

第１７条の４ 

（その他自然災害

発生時等の体制

の整備） 

（２）その他自然

災害発生時に

おける原子炉

施設の保全の

ための活動を

行う要員に対

する教育訓練 

４．地震 

４．２ 教育訓練の実施 

 地震発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実施する。 

（１）課長（技術）は，全所員に対して，地震発生時の運用管理に関する

教育訓練を実施する。 

教育 ・波及的影響防止に関する

事項 

・原子炉施設への影響確認

に関する事項 

・設備の保管に関する事項 

・設備の維持管理に関する

事項 

（２）課長（第一発電）は，運転員に対して，地震発生時の運転操作等に

関する教育訓練を実施する。 

訓練 ・地震発生時の運転操作に

関する事項 

５．津波 

５．２ 教育訓練の実施 

津波発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実施する。 

（１）課長（技術）は，全所員に対して，津波防護の運用管理に関する教

育訓練を実施する。 

教育 ・津波影響評価に関する概要 

・船舶および人員の退避等

に関する事項 

・津波防護施設，浸水防止

設備および津波監視設

備の施設管理に関する

事項 

（２）課長（第一発電）は，運転員に対して，津波発生時の運転操作等に

関する教育訓練を実施する。 

訓練 ・津波発生時の運転操作に

関する事項 

（３）各課長は，所属員に対して，津波防護施設，浸水防止設備および津

波監視設備の施設管理，点検に関する教育訓練を実施する。 

教育 ・津波防護施設，浸水防止

設備および津波監視設

備の施設管理に関する

事項 

６．竜巻 

６．２ 教育訓練の実施 

竜巻発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実施する。 

（１）課長（技術）は，全所員に対して，竜巻防護の運用管理に関する教

育訓練を実施する。また，全所員に対して，竜巻発生時における車両

退避等の教育訓練を実施する。 

教育 ・竜巻発生時等の対応に関

する事項（車両退避等に

関する事項を含む。） 

・物品の飛散防止管理に関

する事項 

・竜巻による飛来物の発生を

防止するための固縛装置

の取扱方法に関する事項 

（２）課長（第一発電）は，運転員に対して，竜巻発生時の運転操作等に

関する教育訓練を実施する。 

訓練 ・竜巻発生時の運転操作に

関する事項 

（３）各課長は，所属員に対して，竜巻防護対策設備の施設管理，点検に

関する教育訓練を実施する。 

教育 ・竜巻防護対策設備，竜巻

による飛来物の発生を

防止するための固縛装

置の保全に関する事項 

第１７条の５ 

（有毒ガス発生時

の体制の整備） 

（２）有毒ガス発

生時における

重大事故等に

対処する要員

の防護のため

の活動を行う

要員に対する

教育訓練 

７．有毒ガス 

７．２ 教育訓練の実施 

 有毒ガス発生時の対応に関する以下の教育訓練を定期的に実施する。 

（１）課長（放射線管理）は，全所員に対して，有毒ガス発生時における

重大事故等に対処する要員の防護のための活動に係る教育訓練を定

期的に実施する。 

教育 ・有毒ガス発生時の対応に

関する事項 

（２）課長（放射線管理）は，運転員，重大事故等に対処するために必要

な指示を行う要員，立会人および終息活動を行う要員に対して，有毒

ガス発生時における防護具の着用のための教育訓練を定期的に実施

する。 

訓練 ・有毒ガス発生時における防

護具の着用に関する事項 
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